
3aE05 Lemnaにおけるピペコリン酸の花芽誘導活性

藤岡昭三、桜井成 (理研)

これまでに花成期のウキクサやシソ抽出物中に含まれる花芽誘導物質をアオウ

キクサ<.l!盟盟問ucicostat~) 151を検定植物として検索した結果、安息香酸、ニコ

チン酸、サリチル酸、ピペコリン酸等を単離・同定した.これらのうち、ピペコリ

ン酸は芳香環を持たないはじめての花芽誘導物質であり、その活性の普遍性や作用

性に興味が持たれる.そこで、今回はピペコリン酸の花成に及ぼす影響を数種の系

統の包盟昼を用いて検討した。通常の保存培養に用いている 1/2漉度のHutner培地

で短目性の系統381，441，6746を連続光下で培養したときには、ピベコリン酸は活性
を示さなかったが、 1/20温度のHutner培地では花芽誘導活性を示した.また、長日

性のイポウキクサ(包盟皇位主回)G3でも著しい花成促進効果が認められた.限界日
長に近い条件下では、 1/2漉度のHutner培地でもピペコリン酸は441，6746に顕著な

花成反応を鶴起した.検討した L盟盟の中でピペコリン酸は 151に対して最も強い

活性を示したが、その活性はサイトカイニンを同時に添加することによって、著し

く増強された.ただし、サイトカイニンによる共力効果は連続光下で顕著であり短

日条件下ではあまり認められなかった.さらに、ピペコリン酸による作用を検討し

たところ、 30分程度の短時間処理で充分な花成反応を引き起こしたことから、ピペ

コリン酸は L盟盟の花成に"inductive"に機能Lていることが示唆された.

3aE06 
アスパラガスのイヒ!必級将とフェニルプロパノイド代謝

に対するカーバメイト 1涜導体の影響号

篠崎 s・4 側、 行 任|和ïIí、おやH以'、 BR 術的'、谷 ~H 文「注'

(J;E 大.~・ 1必舗、 ‘京大 .u・2是化)
アスパラガ‘スの樋子発芽時にカーパメイ f誘導体 [n-propylN-(3. 4・dichoro・

phenyl)carba嗣ate(PDC) ]与えると花]fを形成し、その .{U，J:形成はクロロゲン駿 .~

fJlの減少と草皆様に|剥;mしていることを昨年.の本大会で発表した.本大会では、この

カーパメイト誘導体がクロログン自量 生合成過斜のどのステップを阻害しているかを

明らかにする.実験材料として Asaparagus officinali ~ L. cv. Mary Washington 

500Wを則いた.化合物(PDC)はDMSOにi容解し 、 蒸官I水で希釈、 OMSOの最終濃度は

O. 5%以下とした.シャーレ(9 0 X 1 5 mm) に 3枚のろ紙を敷き、傾々の浪 I交の

CDPを 20 1111をl11Jえ、純子を 50 f例ずつ値え、 25 "c、 1 2 11寺1m明朗で 10 Ll IsJ育

てた.生物試料約 50 mg (トランスケイヒ酸定 民 間は 7 0 0 -8 0 0 mg) を 1m 1の

2 %酢械で o分間加熱品11:1:し、 11l' 1. Cでシキミ隊、フェーニルピルピ ン徹、フ

ェニールアラニ ン、 主ーケイヒ両妻、 εークマリ ン徴、コーヒー餓、クロロゲン般を

定惜した.附いたカラムは M&SPack <:18、TSKgcl 00S-120T、1・SK 耳目1 am i nopack. 

Nuc:1cosil 7-0Hである.その結巣、シキミ酸、フェ二一ルピルピン殿、、フェ ニ ール

アラニン、ムーケイヒ般の合慨に変化はなく、主 ークマリン隊、コーヒー限 、 クロ

U .ゲン般の合肢が減少していることが I~J らかになった.
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3aE07 アミノオキシ酢重量関連化合物の花芽形成抑制

.天笠正， 水貝宗治， 小川正巳 (三共開農薬研究所)

アミノオキシ酢酸(A 0 A )はエチレン生成阻害など嫌々な植物生理作用を示

すことが知られている.本講演では. A 0 Aとその関連化合物の日長誘導による花

芽形成に及ぼす影響について検討した結果を報告する.

材料はアサガオ{品種ムラサキ)を用い，幼植物に 1ラ時聞の時処理を 1図与

えることにより，花芽を形成させた.化合物は，時処理の前後に茎業部処理した.

アサガオの花芽形成は AOAを暗処理前後に投与することによって著しく抑制

された .その抑制効果は AOAを暗処理直後に茎頂部処理した場合が最も効果的で

あった.また. A 0 Aのα一位置機化合物およびそれらのアルキルエステルも花芽

形成抑制作用を示した.これらの化合物の花芽形成抑制の程度は. G OTに対する

阻害活性の強さとほぼパラレルであった.これらの結果より. A 0 Aとその関連化

合物は何らかのピリドキサールリン酸樽繁阻害により.~頂での花芽分化の過程

(花成務超過程)を抑制しているものと思われた.

AOAはアサガオの貧栄養条件などによる花芽形成に対して.抑制作用を示す

ことが報告されている E¥それは AOAが PAL阻害により花成誘導過程を阻害す

るためと考えられている.本研究により AOAは花芽形成に対して多面的な作用を

示すことが示唆された llM.Shinozakiet al. P.C.P. 29:605-609 (1988) 

3aE08 
ニンニクの稔性に関する研究

1.ウイルスフリーの効果

大住千栄子、久保聞かおる、林隆久1、小島昭夫人日向康吉2

衛藤威臣3(昧の繁・中研京大・木研2東北大 ・農3鹿児島大.a)
ニンニクは、一般に、不機であることが知られている。近年、中央アジア産のニンニクか

ら、低レベルではあるが種子を形成する稔性系統が、採取された 1)。この稔性ニンニクは、ニ

ンニクのフレーパー前駆体であるアリイン等含硫アミノ酸を、栽培種と同じレベルで有してい

た。 しかしながら、種子形成能は、タマネギ等ほかのアリウム属植物と比較して低かった。ニ

ンニクなど栄養繁殖植物は、一般にウイルス感染による成育阻害が知られている。そこで本実

験では稔性ニンニクを茎頂培養によってウイルス病徴のない植物を得、稔性が向上するかどう

か検討した。

ウイルスフリーニンニクの成育は、もとのものに比較して病徴がなく良好で、草丈、花茎

長とも、上回っていた。特に、糞幡、業長の値に大きな差が留められた。ウルスフリー1個体あ

たりの花教は、もとのものと比べて1.4倍、種子数は2fきであり、稔性は向上した。花粉の

Viabilityは、差がなかったが、匪嚢を観察したところ、ウイルスフリー植物は、卵細胞の教が

多いことが認められた。
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3aE09 クラミドモナスの接合直後に発現される遺伝子群の cDNA

クローニング

内出英伸. t左緩直樹. 河野重行. 中村宗 一 ¥黒宕常祥

(東大・理・縞物疏球大・教養・生物}

Chlamydomon臼 reinhardtiiの葉縁体の母性遺伝は.雌雄配偶子の援会後まも

なく起こる雄配偶子由来業縁体核DNAの選択的消化が原因となって引き起とされる

と考えられる.選択的消化に関わる遺伝子の発現時期を同定するために. 接合後の

各時期の緩合子に紫外線 (5 '11/聞置， 254nm，1分)を照射し選択的消化の阻害率を調べた。

接合直後から 10分では阻害率が 85%以上 30分後から 150分後では 30覧以下であった.

またとの阻害には光回復がみられた. このととから選択的消化に関与する遺伝子は

接合開始後 10分以内に発現されることが示唆された. これらの遺伝子を同定するた

めに. 接合後 10分の接合子の本・リ (A)+RNAから λgtl0をへ・けーとした cDNAライ7・刊ーを作

製し. 雄配偶子と接合後 10分の接合子の cDNA7 ・ロー 7 ・ でテ ・ -17 7り川H~トニけ・をおとな

った。 得られた 5個のクトYのcDNAイ汁ートを 7・ロー7・とし. 雌雄配偶子と接合後 10分の接

合子の全 RNAに対して RNA7'l?件解析をおとなった. その結果. 各クロ-'jに対応する RNA

は雌雄配偶子では検出されず. 接合後 10分の接合子のみで検出された. 現在. との

RNAが選択的消化に関与するかどうかを調べるために .選択的消化を阻害する条件下

(20μg/1II1 1夕刊村川 D.10μg/町lけロヘキシミト'の添加. 5 YI/田2，254n田， 1分の紫外線照

射)での接合子内における発現様式を検討している.

ミカヅキモの有性生殖過程の解析

一生理活性繍タンパク質の作用発現に関わる絡要因ー3aEI0 
関本弘之・磁伊 正(筑波大・生物科学〉

(目的)ミカヅキモの有性生殖時に、 プロトプラスト形成を誘起する物質 (PR-IP)

は、 これまでの研究から、 +型細胞からの情報をー型細胞に伝えるペプチドホルモ

ン様の生理活性物質であると推定した(P1anta(1990)182:348-354)。 今回は、

PR-1PIとよるプロトプラスト化続導過程を、 さらに詳しく解析することを目的とし、

PR-1Pの作用発現に関わる要因について検討した。

(方法と結果〉

1.一型細胞を、 PR-1Pを含む蜜索欠乏培地 (111培地)で8時間培養することにより、 そ

の後のプロトプラスト形成を鋳起できた。 この条件ではプロトプラスト化は培養

開始から 18時間後に初めて確認された。

2.PR-IPを添加する前に、 111 熔地中で細胞を前猪餐することにより、 プロトプラスト

形成率が上昇した。 また通常の培養で用いる高宮密度の細胞状態での前培獲では変

化が見られなかった。 以後、 PR-IP処理に先立ち、 適当な細胞密度 OO.OOOce11s/

2・1)で前培養を行うこととした。

3.PR-IPの作用発現には、 前培養織に強光であることが必要とされ、 暗黒下での前培

養では PR-IPの効果は低いものであった。

4. CAP、 CMUなどの代謝阻害剤は、 特に前精義期 Iこ強い限草野効果を示した。
以上の結果から、 PR-IPの効率よい作用発現には、 特に葉緑体内での代謝変動を

伴うと考えられる強光下での前培養が重要であることが示唆された。
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3aEll トウモロコシの恨の伸長おける IAA、 ABAの作用と

恨冠の役割

鈴木 隆、田畑広志(山形大・教育〉

根の重力屈性の研究は、 カルシウムイオンの関与が報fきされて以来、 f脅織変換の

過程の研究が進むようになったが、情報変検と屈曲者Eつなぐ情綴伝達の機作は依然

不明である.屈曲が刺激側の伸長抑制に起因することより、情報伝達物質として恨

の伸長を抑制する IAAや ABAが考えられているが分かっていない.情報伝達物

質の研究は、候補とす~物質の移動方向、内生貴の分布や生物検定者E 中心に行われ

てきたが、生物検定の方法についてはあまり言及されて来なかった. トウモロコシ

の一次椴(1.5clI)の恨端 5m閉切J1ーを用い、 恨の伸長に対する IAAとABAの効果

を、縄々の生物検定で調べたところの若干の知見が得られたので報告す与So 脊1夜tこ

浮遊させ~生物検定では IAA で伸長抑制が見られたが、 ABA では効果がなかっ

た.一方、寒天片(pH6.0)を使用した生物検定〈溶液による検定の約1.5倍の伸畏が

見られる〉では、切片の被冠の有無や切片の空軍力に対する方向により差が見られた。

椴冠がない切片では IAAだけに伸畏抑制の効果が見られたが、根冠がある切片で

は IAA、 ABAの両方で効果が見られた. この IAA、 ABAの効果は切片が水

平に置かれたときにだけ発現し、 さらに、 この仰制効果は EGTAや DC C D処理

で消失することがわかった. これらの結果は、伸長抑制効果の有無からだけで情報

伝逮物質の可能性を推論ずることが危険であることを示唆していると思われる.

3aE12 ユニコナソール存在下で札lAAが伸長生長のパラメーターに与えa る効果の比較検討

岡本朱板、 1勝見允行、岡本 尚(名古屋大・理・生物、 1国際基

督教大・理・生物}
植物納性鱒官の定常的な伸長生長は次の連立方程式で記述される.

十まど=査 (P川) ••• (1) すまyzLcaπt p"-Pリーは〉
( V :器官の体積、 φ:細胞墜属性、 pl:細胞内圧、 y:細胞墜の臨界降伏圧、 pl_y:有効膨圧、

ド:導管圧、 L:相対的水透過性、 Aπ:細胞-内外の浸透圧差〉

オーキシンは細胞墜属性を地大させることにより伸長生長を促進すると考えられてきた。し

かし通常、植物体内には内生のジベレリンが存在しており、これまで報告されてきた外来性オー
キシンによる細胞壁震性増大の効果は内生ジベレリンとの協同作用である可能性がある.

その可能性を検証するため、演者らはジベレリンの合成阻害剤であるユニコナゾールで処理
したミトリササゲ(Vi，no"unguicuJoto )芽生えを用い、外来性lAA.GAが伸長生長方程式(1)中
のパラメーターに及ぼす効果を検討した.ササゲ目E軸片にIAA.GA.GA+IAA(各々 100μM)のいず
れかを含む溶滋を湛流し、陰圧ジャンプ法‘により生長速度、'有効膨圧を実測し、生長方程式(1)

より細胞壁民性を求めた.ユニコナゾール処理ミトリササゲ妊紬片にGAを含む溶液を清流した場
合は、生長速度、有効膨圧、展牲に大きな変化はみられなかった.しかしIAA溶液を海流した湯
合、パラメーターはそれぞれコントロールの3倍、 3倍、 l倍、またユニコナゾール無処理のlIf軸
片ではそれぞれ5倍、 3倍、1.5倍であった。さらにユニコナゾール処理隆軸片にGA溶液に続いて
IAA溶液を海流した場合、それぞれ約7倍、 4倍、1.4倍に地大した.オーキシンの生長促進作用は
膨圧の変化を伴わない"ので、オーキシンは単独では細胞の臨界降伏圧を減少させ、ジペレリン
との協同作用によりはじめて細胞墜の展性を封書大させると考えられる。

* II.Oka.oto et.al. Plant ccll phisiol.Jl(6)78J-788(1990) 
場*K.Nakahoriet.al.Plant cell phisiol.Jl(6)859-864(1990) 
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3aE14 トウモロコシ子業翰インドールアセトアルデヒド磁化醇

素によるトリプトファンからの IAA合成

小柴 共ー (都立大・理・生物)

インドール・ 3-酢酸(1 A A) は、 4漬物体内においてトリプトファンを前駆体

として合成されると考えられているが、その合成に働く酵素についての詳細は未だ

に明らかになっていない。演者は、 IAA.生合成に関連すると考えられる酵素につ

いて主にトウモロコシ子葉舗を胤いて研究を進めて来たが、 IAAの直接の前駆体

であるインドールアセトアルデヒド (IAAld)から IAAを生成する IAAl

d 隊化酵素が、 トリプトファンを基質として IAAを生成する活性を同時に持って

いることが明らかになったので報告する.

トウモロコシ芽生え子葉織の先儲から得られた粗抽出液から、 30-80%硫安分画、

疎水位カラム (Phenyl-5PW)、 ゲJレ漉過カラムにより分子量およそ 400k dの IA

A 1 d酸化醇素を部分精製した。 トリプトファンから IAAを生成する活性は、 こ

の酵素の活性と一絡に精製される. この活性は、 同じ拍出液から得られる分子量お

よそ 30 k dの可溶性の b裂チトクロームの添加により数倍増加し、 IAAld質量

化僻素の活性とほぼ同じになる。 また、 メルカプトエタノールなどの還元剤により

完全に阻害される.レトリプトファン以外に D-トリプトファンも基質となるが、 ト

リプタミンやインドールピルピン厳には作用しない.反応により生成する物質が I

AAであることは、 マススペクトロメーターにより確認した.

3aFOl 
勝母における自食作用 (Autophagy).の発見

・大隅良典、 馬場美鈴"、 竹重一彦{東大・教養・生物.

1 工学院大・電気工学〉

糠胞は種与の加水分解醇衆を含む酸性区画で細胞内の分解に関与することが示唆

されているが、 液胞内でタンパク質は直ちに分解を受けることが予想されるため、 液

胞内におけるタンパク質分解の詳細な機繊の解析はこれまで困熊であった. 我々は液

胞内加水分解酵素活性を欠く酵母(S・ c erevisia~ )の変異徐を用いその機栂の解析

に 着手した.

栄養培地で生育させた変異綜を炭素源または蜜紫源飢餓培泊に移すと、 約 1時間

後に、 最大 900 nmにも及ぶ球形 4構造 (Autophagic body，以下 ABと略)が液胞内に現わ

れ盛んに運動するのが観察された. その'Jcは次第に増加し 3時伺後には液胞内を満た

した. 凍結置換固定法及び超薄切片法を用い、 電子顕微鏡により ABの微細構造を観察

したところ ABは一重膜で閉まれ内部に細胞質、 リボゾームの他、 細胞内小器官を任意

に取り囲んでいることがわかった. 飢餓条件下の細胞質中には細胞質を取り囲んだ二

軍膜 f構造(自食胞 Autophagosome.以下 APと略}が見いだされ、 APが液胞腹と融合する

像が観察されたことから APが液胞膜と融合することにより ABに移行するものと考えら

れる. また繍染色による膜タンパク質の繍鎖の比較によってもこの結論を支持する結

果が得られた. 以上の観察により酵母は栄養飢餓条件下におかれると細胞質を取り図

み自食胞を形成しそれを液胞内へ愉送する活発な自食作用を示すことが示された.
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3aF02 酵母におげる自食作用統導条件とその生理的役鏑.

・竹量一彦、 馬絹美鈴 11、 大隅良典(東大・教型車・生物、

い工学院大・ 11気工学}

前演者が報告したように酵母(S. c erevlsia ll)の液胞内加水分解酵素欠損繰は栄

餐飢餓条件下で細胞質の一部を取り囲み滋胞に繍送する活発な自食作用を示すことが

明かとなった. 栄養要求牲をもち議胞内プロテイナーゼ A，B 活性を欠〈変異株を筆業

源、 または栄養要求性のアミノ酸を除いた港地に移すと欠乏した栄養源に依存して液

胞内に蓄積する自食胞体 (Autophagicbody， AB)の数が影響を受付た. これに対し、

栄養要求性のウラシル飢餓では A8の醤積は認められなかった ABの誘導はシクロヘキ

シミド、 NBH処理により完全に阻害された. 一方、 液胞膜 H'-ATPaseの特異的な阻害

剤である bafilollycinAで液胞膜を介した pH勾配を捜しても ABの蓄積は彫'を受けな

かった. 遺伝解新の結果液胞内プロテイナーゼ B(PrB)活性が抑えられることが ABの

液胞内への蓄積に最も量要であることが明かとなった. また lnvitroで PrBの活性を

阻害するセリンプロテアーゼの阻害剤である PHSFを添加することにより野生稼でも栄

養飢餓条件下で ABの液胞内への普積を誘導することに成功した. 更に PHSF処理BIこより

ABを液胞内に苔積した野生稼をを栄養培地に移したところ数時間で A8は減胞内で分解

を受け消滅した. このことは自食作用は滋胞内加水分解限集の変異徐に限らず醇母が

一般的に示す生理作用であり、 また液絢内で分解される盆質が自食作用によって生じ

る ABを介して液胞内に導入され分解されていることを示していると考えられる.

3aF03 イ-ifll養細胞におけるゴルジ体糖タンパク質の検出

木村 信1、渋谷奈淳子、機本憲明、三 7井敏明、

伊賀上郁夫 〈新潟大・農化、 1新潟大・自然科学〉

我々は、ゴルジ休膜タンパク質の局在化機憶の研究を行うため、グリセリン密

度勾配達心分続I去を用いてイネ培養細胞からゴルジ 1本棋を分厳した 12Y. そのゴル
ジ体験画分には、 PNA'UEA-Iなど mucin型糖タンパク質に結合するレクチン

と反応する糖タンパク質が検出された.そこで、これらの糖タンパク質が実際にゴ

ルジ休にあるかどうかを確認するため、レクチンゴー J1-"を用いて電子顕微鏡上で

の検出を行った.

レクチンゴー J1-"は、 PN A (ga I actose、mucin型〉、 UE A - 1 (fucose、
mucin型〉、 RC A120 (galactose、comple.¥型、 mucin型〉、 C0 n A (mannose、

high-mannose型、 comple¥型〉の 4種類を用いた。 PNAコールド は、観察を行った

ブJ(.，ジ休の 70%以上に結合したがゴルジ体当りのゴールド粒子の数は少なく、液

胞中にも結合が見られた。 UEAー Iも70%近くのゴルジ休に結合したが、細胞

墜にも多くのゴールド粒子が観察された。これらに対し、 RC A 12日はゴルジ l本には
40%以下しか結合せず、細胞膜および縮胞壁に多くの結合が見られた。また、

ConAはゴルジ体にはほとんど結合せず、 1夜胞中および小胞休中にゴールト粒子
が観察された.

1 )門itsui. Kimura.lgaue(1990)Plant. Cell Physiol. ，31(1): 15・25.
2 )平成 2年度目本農芸化学大会講演要旨集 p.366
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3aF04 アントシアニン高生産性サツマイモ倍強細胞からの液胞

の単勝と液胞内タンパク貨の解析

o野末雑之、久保 j告書盤、保谷車3彦、安閏 斉(信大・理・

生物}

アントシアニン色素高生産性サツマイモ矯養細胞では、アントシアニンを高濃

度に集積するアントシアノプラストと呼ばれる小胞が液胞内に形成される(野末ら、

1990年度本年会)。今回、液胞のアントジアニン集積能におげるアントシアノプラ

ストの機能を明らかにするため、効*的な液胞の単厳法の擁立と液胞内タンパク質

の検討を行った.

アントシアニン高生産性サツマイモ堵鍵細胞綜のプロトプラストから、液胞を

リン融処理法により遊厳させ、パーコール浮上法で精製した.この方法で、液胞が

高収率で調製され、得られた液胞分画のタンパク質をSOSーポリアクリルアミドゲル

電気泳動法で解析した.その結果、光照射によりアントシアニン生成を誘導した細

胞でのみ穣認されるタンパク質 (25KO)が存在し、以下の特徴を持つことがわかった.

①液胞の主要なタンパク質として存在し、②暗所堵袋、 2.4・D添加によりアントシ

アニン生成が抑制されると、このタンパク質の発現も抑制される.③色素非生産性

細胞様では確認されない.④このタンパク貨は、サツマイモ線根の貯蔵タンパク賞、

スポラミンとは異なる.これらの結果から、このタンパク貨が、液胞のアントシア

ニン集積能に何らかの機能を果たしている可能性が示唆された.

3aF05 サツマイモ熔幾細胞におげるクロロゲン酸生合成の細胞

内局在性

。加藤 朗・野末 雅之(僑大・想・生物)

高等織物に広〈見いだされるクロロゲン酸の生合成には、水面量化桂皮酸のグル

コースエステルを経由する経路 AとCoAチオエステルを経由する経路 Bの二つが知

られている.サツマイモ線被組織には、その両者が存在する可能性が指摘されてい

る(野末、小島;1989年度年会)0 クロロゲン隊生合成の調節機構を明らかにするた

め、今回サツマイモ熔養細胞から漉胞を単厳し、クロロゲン齢、イソクロロゲン般

の生合成に関与する酵素(Hydroxycinna圃oylCoA:quinate bydroxycinnaaoyltrans-

forase. HCQTおよびCblorogenicacid:chlorogenate caffeoyltransferase. CCCT) 

と生産物であるクロロゲン酸、イソクロロゲン離の細胞内局在性について検討した.

サツマイモ懸濁培養細胞から、プロトプラストを調製し、被胞をリン駿バッファ

一法により通産殿、パーコール不連続密度勾配遠心によって、精製した.

得られた液胞分甑についてプロトプラストとの比較検討の結果、①HCQT活性は、

液抱中には見いだされず、②CCCT活性は、主に液胞分聞に存在すること③経路 Aの

中間体である p クマロイル・トグルコース、およびクロロゲン酸、イソクロロゲン

畿は液胞内に存在することが明らかになった.以上の結果から、サツマイモ精義細

胞においてクロロゲンm生合成に関係する経路 A とBは、細胞内の異なる区聞にそ
れぞれ存在することが示唆された.
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3aF06 スポラミン前駅体デロペプチドの傷能の解析

松岡 .. t車本康夫.中村研三 (名大'.・生化)

プレプロ型商'JI躯体傭迭をとるサツマイモ液胞資白質スポラミン前献体の，親水併

アミノ般に禽tt16アミノ峨残拳よりなるプロ傾場は.その被胞への効皐良い愉遂の

ために必要である.本研究はこのプロ傾携の織能を更に検討するととを目的とし，

プロ傾繊の節分欠失変異及ぴア ミノ償提倹変異数種のタバコ嶋養細胞BY-2t象におけ

るプロセシングと細胞内紛送を検討した.野生型スポラミン前駆体を発現している

細胞でシグナルペプチドの切断されたプロ型的駆体のみが検出きれるパルスラベル

の条件に於て.変異体発現細胞をパルスラベルすると，そのうちの数種においては，

プロ領域欠失変異発現細胞で倹出きれるのと同じ大きさの分子が検出され.チエー

スによりとれらは細胞外へ分泌きれた.また .短時間の標織によってもこれより大

きな分子種は検出されず.きらに.これらの変異体を発現している Bト 2形質転換体

で分泌されたスポラミンの N末機は，プロ傾繊欠失変異のものとほぽ同じ iO:積であ

り，プロ傾績の後方であった.縫って，とれらの変異により BY-2ではプロ傾峨の後

でシグナルペプチドがの切断が起とると考えられた.またパルスラベルで検出きれ

た分子の大きさを，イヌ肺臓小胞体膜を用いてシグナルペプチドを切断した分子と

比検したととろ，その大ききが異なり.織物と動物ではシグナルベプチダーゼの認

織が異なると考えられた.現在，新たな変異体について検討を行なっている.

3aF07 プロテインボディタンパク賓の愉送における

デンスペシクルの役割

。西村いくこ 1、 井上香織 1・2、 西村幹夫 1

( 1基生研・細胞生物、 2神戸大・理・生物)

プロテインボディは種子貯蔵タンパク賓の蓄積部位であるが、 種子の登熟期に液

胞より形成されるオルガネラである. プロテインボディを構成している 3種類のタン

パク質(膜タンパク質 HP80、 クリスタロイドタンパク質 115globulin、 マトリッ

クスタンパク質 25protein)は何れも登熱種子細胞の組面小胞体でプレプロ型前駆

体として合成されるが、 パルスチエース標識した登熱カボチヤ子葉を細胞分画して、

これらの前駆体タンパク貿の細胞内輸送を調べると、組面小飽体から液胞への繍送に

デンスペシクル(1.24g/c圃3)が重要な役割;を果たしていることが判明した 3種類

のタンパク貨のうち、 絡鎖を持つ膿タンパク質 HP80の場合には、 tunicaucin (繍鋪

付加限害剤)処理により輸送阻害がみられ、 前駆体がデンスペシクルに蓄積されてし

まうが、 proglobulinは正常に液胞へ輸送された. これよりデンスペシクルは均ーで

なく複数の種類のものが存在することが示唆される.さらに、 パーコールを用いた遠

心分画により登熱カボチヤ子葉からデンスペシクルを単服した。単.デンスベシクル

の直径は約 0.5μ 聞であった。一方、 11S globulinの抗体を用いた免疫電顕観察で登

熱子葉細胞に金粒子シグナルを示す小胞が認められたが、 単厳ペシクルの大きさとほ

ぼ一致した。 この単厳ペシクルの性質についてさらに解析を進めている.
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3aF08 カボチヤ子葉細胞内の輸送小胞(デンスペシクル}の解析

。井上香織 1・2、 西村幹夫¥ 西村いくこ 1

( I基生研・細胞生物、 E神戸大・理・生物}

単敵したデンスペシクル画分を 8D8-PAGE にかけ CBB 策色すると、 数種類の主

要タンパク貿が検出されるが、 これらはプロテインボディに局在する主要タンパク

質に対する抗体と反応性を示した.また、 それぞれのタンパク質の N 末端アミノ酸

配列を決定したところ、 プロテインボディ 115 globulin及び 28 protein の cDNA 

温基配列より推測されるプレダロ型前線体のアミノ酸配列の 22及び 23香目からの

配列と一致した. このことからデンスペシクルに含まれるタンパク質がプロテイン

ボディタンパク質のプロ型前駆体であること、 また各タンパク質の cotranslational

proce.ssingの傷位が明らかになった. さらに、 ヒマ組子プロテインボディから精製

した processingenzy・e により、 t格破デンスペシクル内のプロ裂前駆体タンパク質
が成熟型タンパク寅へと変換することが判明した. また、 成熱型 118 globulin が

8 鍾体であるのに対し、 デンスベシクル内の proglobulin がそれとは異なる S値を

もつことも明らかになった。 これらの結果から、 *11 i商小胞体で合成されたプロテイ

ンボディ 118 globulln および 25 protcin のプロ型前駆体はデンスペシクルを経

て液胞へと鎗送され、 液胞内で岡ーの processingenzYleにより切断されて成熱型

タンパク質になると考えられる. prog lobu 1 inと他のデンスペシクルタンパク質成分

との関連についても併せて考察する.

3aF09 
Development of Enzymes of the Glyoxylate Cycle durlng 

Senescence of Pumpkln Cotyledons. 

Lulgl De Bellls 1，2 and Mlklo Nlshlmura 1 

1 Dep. Cell Biology， Nat. Inst. Basic Biology， Okazaki， Japan. 2 Dip. Biol. Piante 

Agrarie， Universita' di Pisa， Italy. 

The presence and actlvltles 01 Isocltrate Iyase (EC 4.1.3.1) and malate synthase (EC 4.1.3.2) were studled 

durlng senescence 01 pumpkln cotyledons (Cucurblta sp. Amakurl Nankln). After Incubatlon 01 detached 

cotyledons In permanent darkness， the actlvltles appeared and Increased up to the elghth day and then 

decllned， whlle the actlvltles 01 catalase (EC 1.11.1.6)， glycolate oxldase (EC 1.1.3.1)， and hydroxypyruvate 

reductase (EC 1.1.1.81) decreased dramatlcally. After Iractlonatlon 01 cell organelles by sucrose denslty 

gradlent， we detected Isocltrate Iyase and malate synthase actlvltles In peroxlsomal Iractlons. The actlvlty 01 

the two key enzymes 01 the glyoxylate cycle also Ircreased durlng senescence In vlvo and we conflrmed the 

presence of the two enzymes In the peroxlsomal Iractlons after sucrose gradlent centrlfugatlon. At every 

polnt examlned， the level 01 malate synthase was demonstrated by Immunoblottlng. It Is concluded that the 

development of Isocltrate Iyase and malate synthase actlvltles represents the transltlon Irom leal 

peroxlsomes to glyoxysomes and that such a phenomenon Is assoclated wlth senescence. 
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3aFI0 
カボチャグリオキシゾーム酵素リンゴ酸シンターゼは

動物細胞のパーオキシゾームに輸送される

。西村幹夫、 森仁志、 織田貞記!、 三木清2、 北川泰雄E、

赤沢発基生研、 山梨医大1、 名古屋大農 2) 

マイクロボディは真核細胞に広〈観察されるオルガネラであり、 そのタンパク貿

は遊興Eポリゾーム上で合成された後、 オルガネラへ輸送される.演者らは植物細胞に

みられる 2種の特殊化したマイクロボディ; グリオキシゾームと録業パーオキシゾー

ムへのタンパク質移行系を確立し、 その解析から両マイクロボディへのタンパク賓の

取り込み機構が類似していることを明らかにしている。今回は、 植物マイクロボディ

へのタンパク貨の取り込み機構が動物細胞においても同様に働くか否かを明らかにす

るため、 カボチャグリオキシゾーム酵素リンゴ厳シンターゼをアフリカミドリザル腎

隙由来の培養細胞である COS1細胞内で発現させ、 その局在住を解析した. リンゴ酸

シンターゼのcDNA を SV40のプロモーター下流に組み込み、 COS1細胞における発現

を試みた。 その結果、 COS1細胞抽出液には、成熱リンゴ畿シンターゼと同じ分子量

のボリペプチドが発現していること、 さらにその静索活性も検出されることを確認し

た。 proteinA金標識法を用いた解析により、発現したりンゴ酸シンターゼは C081

細胞のマイクロボディ、 パーオキシゾームに局在していることが判明した. この結果

は、 マイクロボディタンパク質の取り込み機憎が、 動縞物を通じて保存されているこ

とを示している。

3aFll 
発芽ヒマ種子におげる非特異性脂質転移ヲンパク貨の

マイクロボディーへの細胞内繍送

Otq<井滋¥槻木竜二人酋村幹夫人山田晃弘1

o巨大、教袋、生物~生研、細胞生物2 ) 

われわれは、暗所発芽ヒマ芽生えから、担込主♀に調製したオルガネラ膜問で、各

種リン脂質および糖脂質の転移を促進する非特異性脂質転移タンパク質(nsLTP)を精製

したo nsLTPには4種のイソ型があり、それぞれが、器官特異的に存在している(子菜、

nsLTP-A，-C;匪乳、 nsLTP-B;庇軸、 nsLTP-D)0 さらに、このnsLTPは、成勲タンパク質

より分子量が約3，500程大きい前駆体タンパク質(pro-nsLTP)として合成されたのち、プ

ロセツシングを受けることを明らかにした.長訟と山田(1989)は、免疫電子顕微鏡法

により、このnsLTPがヒマ芽生えの子葉細胞のマイクロボディー内に局在することを示し

た. 今回、われわれは、 nsLTPに対するcDNAクローンと単離マイクロボディーとを用い

た、担込且♀膜透過輸送実験を行ったので、その結果について報告する.

nsLTP-Cに対する全長のcDNAクローン (pLTPC201)を担 込並立で転写、閥訳させて

[35S] pro-nsLTP-Cを調製した [35S]pro-nsLTP-Cを発芽 6日目のヒマ種子から単離

したマイクロボディーとインキユベートした結果、 in vi主主主で合成されたpro-nsLTP-C 

は、時間の経過とともにマイクロボディーに取り込まれた.さらに、取り込まれたpro-

nsLTP-Cは、成熱nsLTP-C分子と同じ分子量に切断された. nsLTPには、脂肪酸およびアシ

ルーCoAとの結合活性が認められるため、マイクロボディーにおけるnsLTPの生理的役割に

ついてもあわせて報告する.
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カボチヤ、 ミトコンドリアシヤペロニン 60 の

c D N A クローニングとその構造解析3aF12 
。槻木竜二 1. 森仁志 ヘ 西村静夫 I. 3 ( I基生研・細胞

生物昨日j御繍構， 、総合研究大学院大学・生命科学)

分子シャペロン(圃olccular chapcroncs) はタンパク賓の折れたたみの促進や

ほどけた状態の維持、 加えてタンパク質問の集合や解隙を介添する(chaperone) 

一群のタンパク質であり、 生体内において、 タンパク賓の細胞内輸送、 複合体形成

などを含む犠能発現過程に必須の因子であることが明らかにされつつある。更にこ

うした分子シヤペロンの多くは熱ショックなどによってその発現が誘導されるスト

レスタンパク質であり、 ある種のストレス条件を克服する防御システムの一端を担

っていることが示唆されている。演者らは環境変化などのストレスに対する植物の

適応現象における分子シヤペロンの関与を探る第一歩として、 大腸菌の GroELタン

パク質に高い相同性を示す分子シヤペロン、 シャペロニン 60(Cpn60) を取り上げ、

抗 GroEL 抗血清を調製し、 カボチヤ子葉に存在する Cpn60 を解析した。更にカボ

チャ、 ミトコンドリア Cpn60 を単隊精製し、 その H 末矯アミノ隊配列を決定して、

cDNA クローニングを行い、 聞訳領織の全長を含む 2種のミトコンドリア CI'n60

cDNA を得た.その栴造解析と共に、 それら 2種の cDNA及び抗 GroEL 抗血清を

プロープとしてストレス条件下でのミトコンドリア Cpn60 の発現パターンを解析

した結果も併せて報告する。

3aF13 チラコイド内陸に局在する蛋白質の輸送機作

小西智一、渡辺 昭 (名大・農・生化学制御)

核遺伝子支配の葉縁体蛋白質は細胞質で験送前駆体として合成される.葉緑体

はこれらの前駆体を認識し、エネルギーを使ってその特異的な部位へと取り込む.

チラコイド内腔への蛋白質輸送のためのエネルギー源は葉緑体内部の ATPである

という報告が、 plastocyanin前駆体を使った実験よりなされている (Thegら

1989) .とれに対し駿素発生系の 23-kdと 33-kd蛋白質前駆体の輸送では、蛋白

質がチラコイド膜を通過する際に ATP以外のエネルギー滋を必要とすると考えら

れる結果を得たので報告する 。

試験管内で合成したアラスカエンドウの 23-kdと 33-kd蛋白質の蛤送前駆体

は、光照射下で単厳禁縁体とインキュペートすることでチラコイド内腔に取込まれ

た.との反応、を暗黒下で ATPを加えて行ったところ、業縁体に取り込まれた 33-

kdの大部分と 23・kdの約半分が輸送中間体としてストロマにとどまった 。 また

CCCPなどの脱共1安部lの存在下では ATPによるチラコイド内腔への愉送は強く阻害

され、愉送中間体の割合が増加した 。以上の結果は、輸送中間体がチラコイド膜を

通過するために ATP以外のエネルギー源が必要であることを強く示唆している。

チラコイド膜は大きな膜電位を持たないことから、このエネルギー源はチラコイド

腕を介した r の勾配であることが考えられ、現在この点を検証中である。
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3aGOl フィトクロム二重体分子内の発色聞配向モデル

。徳富哲・三室守 (~生研)

差是々はゲルスクィーズ法により得られたアラスカエンドウ・フイトクロム(サプユ

ニット分子量、 114k)砲向試料の直線偏光二色位 (LD) を測定し、赤色光吸収領績で

P rlまゲル伸長方向に対して負の LD示すのに対して Pfrは正の LD示す事、青色光吸

収領域で Prは LDを示さずPfrも微小な正の'LDしか示さないという結果を既に報告

した。得られた結果に、フイトクロム二重体分子の四葉型モデル 1.2】を考慮にいれた解

析を行い、偏光居住の光受容に関与したフイトクロムが、その二回回転対称"を膜面に

垂直にして生体膜に結合し、触対称回転をしていると仮定すると、偏光受容面の方向変

化がよく説明できる事を示した 3) 今回、 LD測定結果から計算された同分子の二回回

転対称軸と赤色光および青色光吸収帯の遷移モーメントとのなす角度と、 Sugilloto等に

よって提出されているフイトクロム発色団の立体構造および赤色光と音色光吸収幸容の遷

移モーメントの方向 4)を使用して、フィトクロムの閉業型モデル内の発色団配向の三次

元モデルを組み立て、光変換にともなう遷移モーメントの変化について考策した.

1) Tokutolli，S. et a1. (1989) FEBS Lett. 247， 139・142.
2) Nakasako，K. et a1. (1990) Photoche皿・ Photobio1. 52， 3・12.
3) Tokutolli，S. & Killuro K. (989) FEBS Lett. 255， 350・353.
4) Sugimoto，T. et a1. (1985) J. Phys. Soc. Jap. 54， 438・444.

エンドウ 121kDaフィトクロムの分子表面iのPrとPfrにお

ける疎水性、 チャージ等の差異について

中沢美紀・吉田裕 二 ・真鍋勝司(t横浜市大・生物)

貨化アラスカエンドウより 121kl>aのフィトクロムを精製し、 PrまたはPfrにおける表

面憎造の差異を疎水性、 チャージ、 各種カラムへの吸着性等を指標として検討した@

bis-ANSはタンパク質表面の疎水性部伎に結合する蛍光プロープとして知られている.

フ 4 トクロムへのbis司ANSの結合は 8μM以下の濃度ではフィトクロムの変性を引き起

とさずに、 Pfrにより高い結合性を示した。 また、 各種疎水性クロマトグラヲィー担体

へのフ fトクロムの吸着性はpt-よりも Pfrの方が強く、 Pfrにおいて分子表面への疎水

性総位。〉露出がより高いごとが示唆された。 また、 '7.(トクロムはトリアジン色素保

持姐休に対 L.て吸普性毛:f.-iするが. とのときの吸:省の強さについて t検討した" レッ

ドトヨパールとブルートヨパールについて比較検討したところ、 フィトクロムはレッ

ドトヨパールにより強い級者性脅示した， またごのどき Prよりも Pfrの:ちが色素保持組

休への吸着が強かった。 フィトクロム分子表面のチャージについては native電気泳動、

等電点電気泳動によ町検討した。 native電気泳動ではファーガソンプロットによる分

子量検定でほぼ 125kDaの位置に pr、 Pfrともにバンドを形成したが、 rfrの方がやや移

動疫が大きかった。 ごのととから P!'rの方がPrよりも全体的にマイナスチャージとなっ

ているごどが示唆されたe 等電点電気泳動による等電点、の検討ではPfrはPrに比べてや

3aG02 

や俄併の等電点を持っとどが示汚れた
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3aG03 トランスジェニック植物におけるエンドウフイトクロム 1 • 

ous融合遺伝子の発現制御
山下博史・米田好文・内藤哲・佐藤直樹 1

(東京大学・遺伝子実験施設、 l東京大学・理・織物)

フィトクロムは、環境情報として光を利用する際に存在が知られているいくつ

かの光受容体のうち、最も解析が進んでいるものであるが、その研究はタンパク質

に関する解析を中心に行われたものであった.本研究では、 フイトクロム Iタンパ

ク質遺伝子の発現調節を穏官・組織レベルで解析することを目的として行った.

昨年度の年会では、エンドウフイトクロム Iタンパク質遺伝子の上流域をレポ

ーター遺伝子である 9ーグルクロニダーゼ (0U S)遺伝子につなぎ、その融合遺

伝子をペチュニアに噂入し、再生植物における発現解析を行い、噂入した遺伝子は

暗所で強く発現し、明所で発現は抑制されており、 この融合遺伝子は、光により制

御されていることを報告した。

光による発現制御の解析をさらに進めると、赤色光で抑制され、近赤外光によ

り発現が促進されることがわかり、 この遺伝子の発現には赤・近赤外光可逆性が見

られ、ブイトクロムにより制御されていると考えられる。分子遺伝学的解析を行う

ために、 この融合遺伝子をアラピドプシスに導入し、得られた再生植物において発

現を調べてみると、暗所において強く発現しているが、明所においても、ある程度

発現していることがわかった。さらに光による発現制御を解析してみると、顕著な

赤・近赤外光可避性は見られなかった。

3aG04 
宏、色光で誘導されるカラクサホウライシダ幼業の光屈性

。消 ひろ子、和田 正三(都立大・理・生物)

シダ植物の光屈性は、原糸体細胞では良く知られているが胞子体については詳

しい報告がない。

カラクサホウライシダ胞子体を弱い赤色光下 (O.OOlWm-2) で培養し、新たに

伸長してきた幼葉を光屈性実験 iこ用いた。 この幼1震は業身を展開せずに伸長し、伸

長領域は先端琢から数園田以内であった。

片側から脊色もしくは赤色の弱光 (O.004Wm-2) を連続して照射したところ、

正の光屈性が誘導された。 このとき屈曲部位は葉柄の先端部から数圃圃下方、すなわ

ち伸長領媛の下端に限られていた。

弱い赤色光による屈性誘導の場合は連続照射が必要であり、屈曲角度は照射時

間に依存して増加した。光強度を上げた場合 (O.4Wm-2) は短時間照射でも屈曲が

誘導された。連続照射、短時間照射の場合とも屈幽は光照射開始時から約 1- 2時

間後に開始し、約 13時間後まで続いて停止した。

また赤色光短時聞による屈曲誘導は近赤外光により可逆的に解除されることを

確かめた。 このことから赤色光により誘導されるカラクサホウライシダの光屈性に

はフィトクロムが関与することが示唆された。
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3aG05 酬ケヘチマゴケ原糸休(stage of prillary chloro・

nella )の光明性反応に及ぼす偏光の舵響

O~工口 亨・岡野 聡・仮本顕久(山口大・理・生物)

高幸期原糸体の光屈性反応に閉して、 NebeI (t 968) (;t益事頼の ~y~cOllitri UII t旦rbi

natu聞の protonelllata の光屈性反応は赤色光・近赤外光で誘導されると報告し、

Hart欄ann(1983)は Ceratodonpllrpllrellsの場合は赤色光ー近赤外光光可逆反応がみ

られると報告している。一方 、演者等は Pohlia flexuosa の場合、胞子の光発芽

(;t赤色光・近赤外光光可逆反応がみられる系で誘導され、発芽部位の決定〈発芽の

ORIENTATION) は赤色光・近赤外光光可逆照応がみられない系で誘導されることを報

告してきた。今回は、この二つの光化学系が働いている Pohliaflexuosa Hook.~ 

悶いて、原糸休(prillarychlorone闘a)の光屈性反r.tを調べたところ、無偶光・ 1高光

共に 、赤色光・近赤外光で光屈性反応が誘導される結果を得たので報告する。

0.6% 寒天板に胞子を循種し、 24hr暗問後、赤色光 (657.5n鵬、 2.5\1/・ 2 、 48hr)~ 償'J

方より照射して発芽生畏させた。無1属光単色光照射:この原糸休(pri聞arychloro・

ne聞a)の生長輸に対し 90・側方より実験光〈単色光 :60聞in)を照射し、 24hr暗納後、

屈幽角度を測定した。偏光単色光照射:原糸休の垂直方向より照射し、測定した。

波長 657.5n・と 739n聞の OOSE-RESPONSECURVEの傾斜角度はほぼ平行で、近赤

外子tの相対光量子効果は (657.5n聞での値を1.0として表すと)739nllでは 0.296で

あった。偏光の振動面の効果は 900 < 0・<45・ (生長軸に対して〉であった。

3aG06 
西洋わさび毛状根からの不定芽形成に対する光の効果

O斎藤力、 嫌回|曹、 原田宏、渡辺正勝1

〈筑波大・生物、 1基生研)

西洋わさび (Armoracia lapathifol i a)の葉柄に A. rhizo&enes 15834株を直接

接種法により感染させると、菌の感染部域に毛状根が形成される。この毛状棋は、

暗黒下植物ホルモン無添加培地で培養すると根の形態を維持しつつ活発に増殖する

が、明所下植物ホルモン無添加培地で培養すると不定芽形成がみられる。これまで

我々はこの不定芽形成の制御因子について検討してきたが、今回は、基生研にある

大型スベクトログラフを用い、光作用スベクトルを得ることを試み、光による不定

芽形成に関与している光受容体を検討した。

得られた毛状根を材料とし、 380-730nm問の 11波長について、不定芽

形成頻度および不定芽数について照射光量反応曲線を作成した。この照射光量反応

曲線を某に光作用スベクトルを作成したところ、青色光 (460nrn)および赤色

光 (660nm)に極大を持つ曲線が得られた。次に、青色光 (460nm)また

は赤色光 (660nm)を照射した直後に近赤外光 (730nm)を照射し、不定

芽形成に対する効果を検討した。その結果、青色光および赤色光によって引き起こ

される不定芽形成は、直後に照射した近赤外光によって抑制されることがわかった。

以上の結果より、西洋わさび毛状根からの光による不定芽形成には、光受容体と

してフィトクロムが関与していることが考えられた。
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3aG07 
ハツカダイコンの代謝活性に及ぼす UV-Aの促進作用

。手塚修文・ 111口文子・安藤由香 (名大・農・園芸)

筆者らはこれまで、 太陽から地球に到達している紫外線(UV) 放射エネルギ一

条件下の UV-Aは植物への生長促進効果があり Eつ発育・光形態形成には必須要因で

あることを報告している{植物生理学会大会 .1989.1990: Global Environment and 

Energy Issues (国際シンポジェウム) .1990). 今回は UV-A(400-320n欄)による纏

物への生長促進機構を解明するため炭素・窒素代謝の変動を調べたので報告する.

【方法 1989. 1990年の本大会の上記報告と同様、 400nm 以下の UVの全波長続

を透過しないビニールフィルムで被覆したハウス(UV -Aランプの照射区、 無照射区

に二区分)を圃場に設付、 その中に畑土/腐値土入りの鉢を置いて、 ハツカダイコ

ン(旦主主主主旦且S 皇主主主主旦~ L.)を燭種・育生させ、 その生長・代謝活性などを調1I定した.

【結果と考察】 ハツカダイコンは UV-A照射区で生長(新鮮重)促進が見られ

た. この生長促進は業面積あたりのクロロフィル含量の増大により、 光合成活性も

促進されるごと、 および硝酸還元醇繁の比活性も促進されるごとに関係していた。

さらにタンパク貿含量も UV-A照射区で糟加していた. 以上の事象より、 紫外線の長

波長部員費(特に UV-A.400-320nldは炭素代謝・窒素代謝の系を活性化させて植物体内

での生長調節をスムーズに行なっており、 UV-A無照射(可視光のみ)区の植物は一

種のストレスに遭遇した状態で不健康な発育を余儀なくされていると恩われる.

3aG08 近紫外線によるショックタンパク質の合成

柴凶均.0 A!~場克也.務合英夫

〈島根大・農・生物機能学〉

近紫外線は光増感部lの存在下で活性酸素を生成することが知られている。熱
ショックや酸化ストレスによるショックタンパク質の生成には活性酸素が関与す

るとの知見が蓄積されつつあるので、近然外線照射によってショックタンパク質

が生成する可能性が考えられた。ラン藻 AnacysLis nidulans R-2に、近紫外線
を照射することで、ショックタンパク質が生成すること及びこのタンパク質生成

に活性酸素が関与する可能性について報告する。

UVカットフィルム装着下で生育させた A.nidulansに、照射によって70"程度

が死滅する近紫外線量(2.2 mW/cm2) を照射すると、対照では検出されない 16
種類のタンパク質が生成されることを SDS-PAGEで確認した。乙れらを UVーショッ

クタンパク質と名付けた。 6種類の UVーショックタンパク質は熱ショックや酸化

ストレスでも生成した。ラン藻から調製した水溶性色素画分や、さらにこの画分

から液クロで精製した317nmに吸収極大を示す画分も、近紫外線照射下でCyL・c
を還元しこの還元は SODで阻害されたので、ラン穫に内在する水海軍性の色素が地感

斉11として機能して Oどを生成するものと結論した。生育を阻害しない近紫外線照

射下で生育させたラン藻では、近紫外線ゼロの条件下のものよりも Mn-SOD. Fe-

SOD. CaLalase活性が精大していた。これらの結果より、近紫外線照射によって

近紫外領域に吸収を有する水溶性の色素が噌感されて活性酸素が生成し、結果的

にショックタンパク質を誘導するものと考察された。
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3aG09 エンドウから見出された UV-B吸収物質

錫見誠二 ，高木敏宏¥僑本徹 I (神戸大・自然科学.

'神戸大・理)

植物は紫外光照射によって、成長阻害、アントシアニン・フラポノイドの合成

促進など種々の変化をひきおこす 。紫外光の受容系と Lて現在 2つの異なった機織

が考えられている。ひとつは DNAに対する直綾的な作用によるものであり、この

場合 260n・付近の繁外光が最も効果的である 。 これに対 Lて作用スペクトルのピー
クが 290-300n・付近にある反応も知られており、後者の光受容機楊は前者とは異な

ること、またフィトクロームの作用とも異なることから、 UV-B光受容体の存在

が示唆されてきた (Yatsuhashi et al.1982)。 私どもはエンドウ芽生えから 295n・

に吸収極大を示す物質を単調Eし、これをクロモサポニン!と呼ぶことにした .今回
その機遣を推定したので報告する 。

約 140gの 7日齢質化エンドウ芽生え (Pisu・ sativu.L.cv.Alaska)から 36.6・z
のクロモサポニン 1を得た 。分子式は CS4H84021(分子量、 1068)であり、ソヤ

サポニン Iと r-ピロンの結合 Lたものである 。 ヅヤサポニン Iは初め大豆から見

出されたが (Kitagawaet al. 1976)、その後エンドウ抽出液におけるフィトクロー

ムキラ一本体であることがあきらかにされた (Yokota et al. 1982)。 しかし、エン

ドウ芽生えにおけるソヤサポニン Iは T ーピロンと結合した形でのみ存在し、遊11
形では存在しない 。 またクロモサポニン Iは、芽生えの成長に伴って生合成される

ばかりでなく、成長の停止した節聞に較べて Hook部や根の先端などの若い組織に比

較的高濃度で分布していることを見出した 。

3aGI0 長波長紫外光による Saccharoayces cerevisiae細胞膜

の機能鍋傷

多 U:I幹郎 .0 泣 ~l J'! ....郎，仮谷安佐子，波多野iE.

関谷次郎 (岡山大学・段・生物機能)

i貧弱らは、赤色隣母 Rhodotorula 岡in u t a におけるカロテノイド生合成の光制御

機構に関与する光化学反応を調べる過程で、長波長紫外光の照射によって細胞膜エ

ルゴステロールが変化することを見いだし、昨年度の本大会で報告した。ぶ研究で

は、 Saccharo・yces crevisiae を!日いて、制11胞般の栂成成分であるエルゴステロー

ルの光化学反応による変化と細胞膜織能の劣化との関係について検討した。

S.crevisiae I箱体あるいは細胞膜両分を蒸留水に懸濁し、ブラックライト蛍光灯

を光源として、氷冷下で照射した。照射後、繭体の生存端、エルゴステロール含有

限、細胞!嘆に局在する静索活性及ぴ水腕の比1¥':i気伝導度を凱，]定した。

陶体あるいは細胞膜のエルゴステロール含有織の減少と細胞膜の目撃素活性低下の

光 m-効果的線は、閣備の無い指数関数 rtll線を示した。 一方、生存率の低下と比活
気伝導度の増加についての光掻 一効果曲線は、閥偵を持った指数関数曲線を示した。

これらの結果から、長波長紫外光によって生じるエルゴステロールの変化は細胞膜

に局花するm素の活性低下をもたらすと共に、細胞般の透過陣君主能の鏑傷の引き金
となっている可能性が推察される。
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3aGl1 青色光によるヘキソース取り込み阻害に対する

カルシウム効果

柳谷 明男 (帝京大・薬)

青色光はデンプンの分解を促進するが、同時にヘキソースの取り込みを阻害

する(クロレラ)。ヘキソースは原形質膜に存在する輸送担体を介して、 H +ー

共愉送により取り込まれるため、 ヘキソース添加により膜電位の税分極が起こる

ごとがすでに報告されている。原形質膜には脱分極により活性化される K+チャン

ネル(K +般出)の存在が知られている。そこで今回、ヘキソース添加により誘導

される K+級出を利用して、ヘキソースの取り込みに対する青色光効果を検討した。

材料はクロレラの白色変異休を用い、 H¥K¥C  a + +イオン濃度はそれぞ

れ p H. イオンメーターで測定した。

6 -デオキシグルコース(ヘキソースの一種で代謝されない)添加による港

地のアルカリ化(H +一共験送)、 及び K+放出能は mM濃度のカルシウム存在下

で顕著に促進された。 グルコース添加によりへキソース取り込み能は 一過性に増• 大した(給送担休の合成誘導)。グルコースと同濃度の 6ーデオキシグルコース

は 50%程度の誘導能を示し、 さらに Cーキナーゼの活性化因子として知られて

いるホルボールエステル類もヘキソ ース輸送能を糟大させた。また、 脅色光によ

りH+ー共繍送及ぴ K+放出も阻害されたが、青色光照射時に Ca ++イオンが存在

ナると、その阻害効果が低下することを見いだした。以上のことから、青色光は

ソース験送系に関与するカルシウムの供給を制御すると考えられる。
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E会場植物ホルモン(III)
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3pBOl メタノール資化性・好気性光合成細菌のカロテノイド磁の

構造と性質

。高 itj真一，斉藤智西村行正 l

〈日本医大・生物東京理科大・応用生物)

Pseudo欄ona~ r.盆!u企E昼間・1について反応中心-8870と 8870の2樋績の色素蛋白複

合体の単雌と，遊.型カロテノイ Fの存在を報告した [Nishi剛uraet al. (1989) Arch. 

阿icrobiol. 152:1J. 今回は各々に存在するカロテノイドの同定を鼠みた.

線合体中のカロテノイドは HPLCの Rt. 吸収スベクトル，質量敏から，紅色光合成

細菌にみられる spirilIoxanthin， anhydrorhodovibrin， rhodovibrinと同定された.一

方主成分のカロテノイドは細胞験中にあったが，複合体に総合していない遊雌型で存在し，

酸性基を持っていた.このように主成分が敵性基をもち遊麟型で存在するのは Er足並ro-

h包主主E担血盟でのみ知られている[高市ら(1991)植物生理学会年会].主成分は逆相

TLCで2成分に分厳し，吸収極大波長は共に 515，487 ml (門eOH)にあるので共役二重結

合数は 12舗と推定され，質量数は 860と 858であった.またメチル化， TMS化反応

から，どちらもカルボキシル基 1個，水酸基3個を含み，配鰭休や脂肪酸エステ)J...ではな

いことが判った.このような機遣を持つカロテノイド酸は今までに綴告されていない.

また額縁の菌株である Pseudo.onas州 -1，Pseudo闘onasextorQuens附 1009，陸型-

d旦旦皇旦皇室 sp. 1580RM， frota聞inobacterr.旦h皇r.NR-l， 阿G1021， Erythrobacte r sp. OCh 

129にも主成分として同じ性質のカロテノイド酸が存在していた.

3pB02 海洋性・好気性光合成細菌 Ervthrobacter担旦血豆の

硫敵エスチルをもっ新カロテノイドについて

。高市真一，石津純一，鴫岡敬三1

〈日本医大・生物都立大・理・生物〉

本細菌の反応中心色素蛋白複合体は紅色光合成細菌のそれに惣似していて，その複

合体に結合することができる 18種額のカロテノイドを既に同定した [Takaichi et al. 

(1990) Arch.阿icrobiol. 153:118J. 一方，カロテノイドの 70%を占める高優性カロ

テノイド (2成分〉は篠合体には結合しておらず，今回はそれらを単般精鑓し化学術遣

を決定したので報告する [Takaichiet al. (1991) Phytoche.istry 役縞中J.

両者共に HCIパHF処理により酸性基が脱厳し，それは IRスベクトルより硫酸基

と同定された.カロテノイド節分の質量数は 598と 584で，各々に水酸基が3個あっ

た.金質量敏はジアゾメタンによりメチル化すると FO問Sで測定でき，下記のカロテノ

イドの硫酸メチルエステルと一致した.主成分(下の構造式〉は tH-州Rスベクトルよ

り左半分の繊造が astaxanthinに一致しその 3・OHに硫敵基が結合し，右半分の情遣

がnostoxanthinに一致した.他方 (caloxanthinsulfate)は caloxanthinの 3'-OH 

に硫敵基が結合していた.また CDスベクトルより絶対術造も決定した.

主成分 erythroxanthinsulfate 

(3S.2'R，3'R)-3，2'，3'-trihydroxy-

β.β-caroten-4・one3・sulfate

OH 

HO-SOftーO-。
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il豆且且且重工i且I ~且且且工旦且旦阜のベリジエンークロロフィル .a 中での
ベリジエンのコンフィギ:1レーション
察本貧孝.嶋本秀樹.小山 泰.山野由美子¥実 智子八小緩まり
伊.允好 s村敏夫人緒方武比古ペ三重 守・{関西学院大・理.
'神戸女子寮大臼 Jllt責術情報センヲー， ~t 重大・水 Æ， '.生研}

海底の多〈の積頬はカロテノイドを主な光合成補助色調Rとして持 r一一一一一ー一τ士
つ. 渦椴毛緩煩では， ベリジエンがアポ蛋白賓と結合して光繍積色素 I!! 
蛋白梅合体 (peridinln-chlorophyll-protein，P C P )を偶成し.クロ
ロフィルへ効率良〈エネルギー伝ilを行っていることが知られている.
この繊健の発現と際績な関係にある PC P中でのベリジニンの構造を.
共鳴ラマン分光法を用いて invitroの異性体との比鮫により検討した.
(1) "祖のベリジニン異性体のラマンスベヲトルを測定¥."分子

f構造との関遣を検討した. ベリジニン異性体は. ヨウ禦触媒のもとで
光異性化させた男性体の混合物から. 高速議体クロ 7 トグラフィーに
より分取した. そして lD-，2D-'H-NHR(400"Hz)を用いて. それらの梅
遣を(6&)ー， (6Sト全トランス体 9シス体， 11・シス体と決定した. 共
鳴ラ 7ンスベヲトルの測定{右図}は以下の条件で行った. 溶嫌:二
硫化炭素， 働組波長 514.5nm(Arイオンレーザ-)， 測定温度 -196"C.
ポリエン部の綱造変化を反映する 1300-1100c."の領織に注目すると.
全トランス体と顕著な遣いを示すのは 11・シス体であり. これはポリエ
ンの中央部でシス柵遣をとるためである. ー方， 9シス体はポリエン舗
の舗でシス摘遣をとるためスベクトルパイPーンは比般的金トランス体
と類似しているが. 全トランス体では 1183c.→に観測されるラマン織
が1191c."に高波数シフトしている. アレン節での立体得途が異なる
(6&)・， (6~)・全トランス体のラマンスベクトルは本質的に同じである.
(2) P C Pの調腿は. 前年度の本大会の報告"と同じ方法により

行った. P C P中に結合しているベリジニンのうマンスベクトルと.
フリーな状態でのベリジエン異性体の比般により， P C P中に鎗合し
ているベリジニンの禍遣を全トランス体と鎗鎗した. ただしアレン都
の禍遣はラ 7ンスベクトルからは確定できない.

，.--

肉
舗
圃
圃

3pB03 

パクテリオクロロフィル a三星項磁劇文般の共鳴ラマンスペクトル
ー配位状態の彫留一

西滞.-，小山泰{関西学続大・理)
光合成初脚胞において，タンパク貨に結合したパクテリオクロロフィル a(BChl a)の三星項E総状徳川}は.光反応

中心でのカロテノイドを通じた過剰なエネルギーの散泡に関与している.このエネルギー偏重の本質は，タンパク貨の特定の制立
に結合した T，の8Chlaと，これにIIJ'.If奏した仰の色素分子との.JLi且の箆なりにあると考えられる.したがって， BChl aの T，
の分子構造.および T，の分子構造に及ぼす分子関相互作用(マグネシウム原子の配位状..カルポニル盆の水貌結合.局所がJな
電掲)の影響をOIべることが必要となる.
共鳴ラマン分光法は，基底状態(Se)の分子関相互作用を調べるのに非常に有効である.さらに共鳴ラマン分光法は，現在

のところ光合成色素の電子励副支態の分子摘遣を調べるための唯一の方法でもある.務々は蜘こ阿11aの T，のラマンスペクト
ルの測定に成功している[1].ここでは.BChl aのれの分子構造に及ぼす.分子関相互作用{溶媒}の影留について報告する
[2] . 
BChl aのものラマンスペクトルに現れ.16員環何輔飯野Jに帰属される最も強いラマン線 (Y，(T，))は，配位している

溶媒(輔配位子}の影響を受付て銀動数を変化させた.テトラヒドロフラン(叩F).アセトン.ジエチルエーテル.ジクロロメ
タン (CH2Cl.)の11合，このラマン線はそれぞれ 1579，1584， 1591， 1回6αn"に現れた(表1).s.では，配位数(晴j位状
態.6配{立状惣}の識別に用いられるこれに対応したラマン線 (y，(8o))があり.非連続的なシフトが観測される.ところが
れでは，制配位子の影衡を受けて上記のYr(1，)が，連続的なシフトを示した.このYr(T，)は制配位子・マーカーラマン線

と考えられる.一方，パクテリオフヱオフィチン a(BP.he a)の (表1) T，と seの純配位子・マーカーラマン線の波数*
T，. se のラマン線は.溶媒の~留を受けなかった.
BChl aのめ (T，)の波数と湖某の.特定のf慣'と封書ぴ

つげるモデルを即目するには.多種の溶媒でのわ (T，)の波数の
データが必要となる.しかしながら.現段階でも次の二つのこと BChl a THF 
を結論できる:①溶媒の彫慣は.BPhe aでは観測されなかった Acetαle
溶媒の影.が現れるには湖動湖配位子としてマグネシウム原子 Diethyl ether 
に配位していることが必要不可欠である.②柏配位子の間買によ CH2Cl. 
り.y， (T，)の波数は連続的にシフトした.輔記位子の種類が BPhe a THF ‘ 
16員環の結合次数に影嘗を及ぼしている Acelone
1. B. Nishizalla 副 Y.Koy鵬， α1釧.Phys. Letters 172 

(1990) 317. 念ラマン線の波数の眼差:土2C81". 
2. B. Nishizalla and Y. loyama. ch舗.Phys. Letters 1n press. 

'.<1. 
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3pB05 緑色硫貧細菌のクロロソームと再織成色素複合体にお

ける酸化・還元状態による蛍光強度変化

広田雄光・絵浦克美・嶋田敬三(都立大・理・生物)

緑色硫黄光合成細菌 lli立臼bi um 1 i旦ic旦担は膜の内側に光捕集色素アンテナと

して、 クロロソームと呼ばれる独特の構造体を持っている。クロロソームは脂質ー

重膜内に多量のパクテリオクロロフィル E を含んでおり、パクテリオクロロフィル

aを持つペースプレートと呼ばれる部分で膜と按している。

Blankenship ら(1990) は、単厳したクロロソームをジチオナイトで還元状態

にすると、パクテリオクロロフィル cからの 770nm付近の蛍光が増大し、 このこ

とから酸化状態で働く消光物質の存在を示唆した。我々は、 C.li・iJLQ.taの場合、 こ
の治大量は約 10-20倍になることを確認した。 このクロロソームから、パクテリ

オクロロフィル cなどの成分を、 クロロホルム:メタノール=1 1で摘出し、水

相へ戻すことによって、再構成の系をつくった。抽出したパクテリオクロロフィル

cの吸収のピークは 670nm であったが、 この系ではクロロソームとほぼ問機の

740n皿付近のピークが形成された。さらに、酸化状懲・還元状態における蛍光強度

の変化が、 クロロソームよりは減少したものの、 9倍程度で再現された。このこと

は、消光物質も含めて、クロロソーム類似の構造体が形成されたことを示している。

この再構成の系は、蛍光強度変化を引き起こす消光物質の確認、ぞれを含めたクロ

ロソームの構造の解明に有効な手段になり得ることが期待できる。

3pB06 ヘキサノール処理クロロソームにおける励起エネルギー

移動と色素分子間相E作用

松浦克美， 嶋図敬三， 山崎厳 西村賢宜 1， 三室守 2

(都立大・理・生物北大・ヱ・合化 2a生研)
緑色光合成細菌の主要な光捕集色素のパクテリオクロロフィル (BChl)cは， クロ

ロソーム中で， 色素分子聞の近按相互作用に基づく高次情迭を形成し， その構造が

励起エネルギー移動に傍接に関連している. またこの近接相E作用により BCh1 c 

の有線溶媒中での 670n皿の吸収極大が 740n皿付近へと大きくシフトしている. 先

に松浦と 01sonは， クロロソームのヘキサノール処理によりこの逆のシフトが可逆

的に起り， その時の蛍光スペクトルから BCh1cから BCh1 aへの励起エネルギー移

動には 740nm吸収帯の存在は必ずしも必要でない可能性を述べた. このことを直

接的に明らかにするために， ピコ秒領域の時間分解貸光スペクトルを測定した.

Ch10roflexu sのクロロソームに 680nmのレーザーパルスを照射すると， 励起直

後に 740nmの蛍光ピークが現れ， 数ピコ秒以内に 754nmのBCh1 cからの蛍光となり，

数十ピコ秒で BCh1 aからの 805nmの蛍光へと移っていった. 飽和(0 . 6%)ヘキサノ

ール水溶液中で， 吸収ピークが 740n聞から 670刊にシフトしたクロロソームで同様

の測定を行うと， 発光ピークは 715，728， 800 n圃と経時的に変化したが BCh1 aへ

のエネルギー移動速度はほとんど変化しなかった. この結果は， 来処理クロロソー

ムにおける 740n田吸収帯の存在は単に高次構造から規定されるもので， エネルギ

ー移動過程への必然的な寄与は小さいことを示し， このことは， スペクトルの量な

り以外の因子がエネルギー移動に主要な彫響を与えていることを示唆する.
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3pB07 ULTI~AWEAK LlGsT， DELAYED LJGDT EJI1ISSION AND DELAYED 
fLUORI~SCENCE FRO阿 ClILOROPLASTS(聞ISSIONSPECTRA) 
~. IIIdcg*. M. Kobayashl* • R.Q. Scott* and H. Inaba*'+ 
・BiophotonProj. (JRDC) and +Res. Inst. Electr. Commun. 
Tohoku Unlv.. Sendal. Japan. 

Emlsslon spectra of delayed fluorescence (0.5 ・ 50 s). delayed 
llght emlsslon (1 - 10 mln.) and ultraweak light emlsslon (1 - 8 h) were 
measured from Is01ated splnach chloroplasts and leave& (resolutlon: 1-2 
nm for DF and 15-20 nm for DLE and u.w. l.e.). Chlorophyll molecules are 
shown to act as the emltters of 11ght throughout thls extremely wlde 
t1me scale. We demonstrate that: 
- Klnetlcal components of delayed fluorescence. representlng the 

recomblnatlon of varlous charge palrs result ln the excltatlon of the 
same ch)orophyll molecules ln PS 11 core complex and lead to emlsslon at 
685 nm.L.". 

ー The temporary maximum ("hump") ln the decay of far red lnduced 
delayed llght. whlch reportedlY_ requlres a coopera1;lon of both photosys-
tems.-Is actuaUy emltted bY PS Ú3• as' suggested earller4. 

Apart from 11ght lnduced processes. electron transport (chloro-
resplratlon) al¥.d free radlcal reac tlons can resul t ln the emlsslon of 
ultraweak llght" from long term dark adapted samples. Preceded by energy 
transfer from raqlcals. llght Is emltted by chlorophyll molecules of the 
thylakold membraneo. 

~Hldeg ~. Scott R Q. Inaba H (1989) FEBS Lett 250: 275-279; 
;Hideg E，Scott R Q，Inaba H(1991)Arch BIochem Biophys {in pre回);
~Hldeg t. Kobayashl M. Inaba H (1991) (subml tted); 
;Bjh・nL 0 (即1)Photochem Pho帥 10113:5-枕
6Hideg t.Inaba H(1991}Photochem Photob10153:137-142; 
Hldeg E. Kobayashl M. Inaba H (1990) FEBS Lett 275: 121-124. 

3pB08 アンテナー反応中心相互作用

緑色植物におけるその概念の展開

三室 守〈基生研〉

光合成色素系の最も重要な機能は、捕集した光エネルギーを反応中心 (RC) 

ヘ確実に転移し、光化学反応を進行させることであるo R Cへのエネルギー転移過
程は、 RCでの電荷分総過程と本質的に平衡状態にあり、両者は統一的に解析され

なければならない.キノン型 RCを持つ光合成細菌では、 RCよりもエネルギー準
位の低いアンテナ分子〈長波長型アンテナ〉が存在し、それが RCへの直接のヱネ

ルギー供与体であ~ことが知られている。これは、転移効率の低下を防ぐために高
度に組繊化されたアンテナ系の長終段階で、転移効率が必然的に下がるというパラ

ドックスがあることを意味する。この事の生理学的意義は、アンテナと RCとの聞
のエネルギー論的考察、及び構造論的考察により明らかになると期待される。

先に我々は、 p s n R Cについて、 F695が長波長型アンテナとして緩能してい
ると考えられることを発表した(8 9年植物学会)0 問機の解析を高等植物葉縁体

の pS 1 R C について行うと、 P700よりも長波長側に、励起直後に複数の蛍光成分

が観測された. この成分は、藍色細菌チラコイド膜でもほぼ同じ位置に観測された

ので、 P S 1 R Cの長波長型アンテナと考えられる。 しかし、二つ iの RCでの長波

長型アンテナの存在部位を考慮すると、 RCとの相互作用は同じとは考え難い。 こ
れらを基に、相互作用の概念を緑色縞物に適用する際の問題点を考察する.
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3pB09 
好熱性フィコシアニンの精進解析

0・F野品彦.防法恒夫.川 U 謙，小沢均.谷村隆次¥
加藤 栄東レリサ ーチセンタ ー 東レ -基礎研.

2東大・埋・積物)

フィコビリン蛋白質は紅藻やシアノバクテリアにのみ存在し、光化学系 Eの集

光性色素蛋白質集合体を 4脅威する.好熱性シアノバクテリアむ型!ch豆E包旦4き り哩-
gatusのフィコビリンはフィコシアニシ、アロアイコシアニンから成り、 60 0 C 
近い高温下でも充分際能するように術祭されている.今回フィコシアニン β につい

て 一次構造を確定し、その高次機造を推定したので報告する.

シアノバクテリア蘭休をリゾチ ーム 〆SDS/アロナ ーゼ処理を行うことによ

り粗 DNAを得 、フェノ ール抽出 、エタノ ール沈殿後、 CsC1 if;度勾配超遠心により

DNAを精製した.これを鋳型として、 N末および C末側各 2 1残基をアライマ ー

とした PCRを行いその聞の DNAを増幅し、 DNAシーケンスを行った.その結

果すでに報告した蛋白質からのシ ーケンス H と完全に一致し、 一次檎透が確定され

た.そこでこの一次構造を Schirmerらにより報告された 2種の X縁結晶解析デ ー タ

2. J)に代入し、エネルギ 一計算を行うことにより、本フィコシアニン βの高次精進

を鑑定した.またフィコシアニン αについても同後の解析を行っており、ここで符

られた構造をもとに好熱性フィコシアニンの機能と安定住について論じる .

なお本研究は次世代研究開発の ー僚として 、NEDOからの委託を受けて行わ

れたものである.

1 )島津ら，生化学会 (]990)，2) Schi，"me，"， T. et <11， J. Mo¥. Bio¥.， 1旦~， 651 
(1986) .ヨ)Schirlller. T. t't al， J. Mol. Bio¥.. 196. 677 (1987). 

3pBI0 得濠ll.t佐世P自の色素蛋白質

問中歩、加藤宮也(京大・理・健生研、京大・理・植物〉

4・ 5康~.I<.!.ll"U..2.gJ! は集光量産置として Fucoxanthin - chloropb ， ll 呈 /k-prohin all 

nbl， (FCPA) をもち、 これによって繍鍵された光エネルギーが光化学系の反応中心
に伝遣される. FCPAについては近年解析が進んできたが、縄護の光化学系について

はほとんど調べられていない.そこで我々は、 縄積 k旦ill旦II皇室の糞縁体を単隠
して、 その色素蛋白貨を調べたので線告する.

実験室で絡事ーした ~"çJ!.t旦ça r.I!!I.買をカミソ l'の刃を付けたプレンダーで破砕した.
ホモジネートをナイロンメッシ ュでろ過し lOOxgl分間違心した後、 上捕を 3，000x 

g 5分間違心し薬縁体を得た.液体重富素温度での薬縁体の吸収スベクトルを測定しそ

の4次微分を求めカープアナリシスを行ったととろ、ホウレンソウとは異なったス

ベクトル成分が得られた. また、 電気泳動によ勺て色素蛋白質複合体を分擁したと

ころ、 P700-chlorophyl1 聖ーprotein c目圃plex (CPl). PSll chl目ropb，11 ~-protein 

co・plex (CPa)， Fucoxanthin-chloroph，llνc-proteiD co・plex と遊殿色素とに
分厳した.各機合体の偶成蛋白質を調べたところ、 CPlはホウレンソウと同じ 2*の

バンドが見られたが、 CPaのアポ蛋白貨の分子量はホウレンソウのものとは異なって

いた. また、葉緑体の蛋白質織成をホウレンソウのものと比般したところ、 分子量

2万以下の蛋白貨はむ旦!JI.J:j包 H畳には少なかった.
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3pBll 光合成における集光性クロロフィルタンパク質の役割

ーイネのクロロフィル b突然変異株による解析ー

小休警視、山本晃市、与志平 尚、奥 逮格〈九大・

農・体学〉

同一遺伝子康の変異により Ch I b量 (LHCII含量〉が少しずつ異なるイ ."t.の
突然変異株を用いて、業温の J:界tとともなう光合成の熱失f8過程およびケイ光強度
変化を測定し、光合成の耐熱温度は LH C lJ慢の噂加により高温"にシフトす肴こ

とを見い出だした.

( 1 )ケイ光のステート変化が起こらない条件下〈微弱光照射ド〉で糞損を 25ωか

ら650 Cまで一定の界温速度で上昇させると光合成の熱失活によりケイ光強度は増

加する.このケイ光変化は、 LH C JIの有無に関係な <46，48，52，55，59
o Cで起こり、これら渇度特性の異なる 5つの成分は系 H反応中心に由来するものと

思われる o LHCIIの増加とともに 52，48，550C成分が特に僧加した.
( 2 )ステート変化によりケイ光のクヱンチが起乙る条件〈強光照射下〉で t;t、

46，480C成分は消失し、ケイ光の僧加は 480 C以上の温度で始まる.しかし、
I.HCll慣が少ない集 "<:ほ、 46、 4 80 C成分は治夫しない.
( 3 )強光あるいは弱光照射下で糞温を上昇さぜた後、 e 再び 250Cまで冷却したと

きの禁の酸素発生活性の熱失活は、弱光照射下では 4 3 0 C、強光照射下では 480

C以上の温度で段階的に起こる。このような光による耐熱温度の上昇は、 a/b比

が 6以下の LHCII量の多い糞でのみ観察された.
以上のきさ果をもとに光合成の熱失活と 1n C II との聞係について考繁す ~o

3oCOl アラピドプシスにおけるメタロチバネイン様遺伝子のクトニング
A 高橋啓史郎、 川嶋 一郎、 茅野充関(東京大学 ...・農芸化学)

メタロチオネインは、 捕手L類、 菌類等の広範囲な生物種においてみられる、 分

子量 6k D a程度の比較的、 低分子量のタンパク演であり、 重金属の解毒、 および

代謝調節に関与していると考えられている.構造は、 c y s t e i nがアミノ駿組

成の約 30%を占めており、 その cysteinの-S H基によって重金属とキレ

ート結合することが知られている.

我々は、 晴乳類メタロチオネイ ン遺伝了の 3・s[IJの保イ/配列を p r 0 b e に川

いることにより、 大豆 cD N A ライブラリーから、 c y s t e i n 1 8 %を伶み 7

9アミノ酸残基をコードしている cD N A クローンを得た. さらに、 この cD N A 

を p r 0 b eとして用いて、 アラビドフシス cD N A ライブラリーよりスクリ ーニ

ングを行ったところ、 c y s t e i n 1 7 %を含み 8 1アミノ酸残基をコ ー ドして

いるクローンが得られた. この cD N A を用いて、 アラピドプシス縞物体より摘出

した RNAとノーザンハイプリダイゼーシヨ ンを行ったところ、 地上部と根との両

方で発現がみられた. さらに重金属処理によって発現が誘導されるかどうかは、 現

在検討中である. また、 この cD N Aを用いてアラビドプシスのゲノムライプラリ

ーからのスクリーニングを現在行っている.
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3pC02 
クラミドモナス炭酸脱水酵素の発現

アイソザイム(也監遺伝子産物)の同定

O福湾秀哉、立木光、*宮地重逮
(東大応微研、*海洋バイオ研〉

Chlamydomonas reinhardti iゲノム上には細胞表層炭酸脱水酵素 (CA)をコードする

遺伝子{也監)の他に、構造は似ているが発現パターンの異なる第2の遺伝子也監が存在す

る1120細胞全体のCA活性は高C02条件で抑制される。しかし日C02通気条件下で培
養した細胞では、 CA活性が低レベル認められ、白且1mRNAは検出されないが包1!1mRNA 
が存在する。そこでこの CA活性が包1!1に由来するものかどうかを調べるために.高C02 
細胞からCA活性をもっタンパク質を単離し、その構造と性質について明らかにした。

高C02細胞から単離したCA活性をもっ精製標品は、 SDS-ゲル電気泳動で也監遺伝子
産物(35-37kDa)とは異なる位置に泳動され(39kDa)、DTT処理により活性は阻害された。

またN末端部位のアミノ酸配列を分析したところ、第2の遺伝子也監の構造より推定さ

れる大小両サプユニットのアミノ酸配列に完全に一致した。以上の結果より、高C02条件

で培養した細胞には大小サプユニットからなる也監遺伝子産物が実際に存在し、 2種の

CAアイソザイムがC02濃度の変動により調節を受けていることが明らかとなった。

(l)Fukuza曹a註J.l. Nuc1. Acids Res. 18: 6441-6442 (1990) 

(2)Fujiwara et a1. Proc. Nat1. Acad. Sci. USA. 87:9779-9783 (1990) 

3pC03 マツ rbcS遺伝子プロモターによる GUS遺伝子の光に依存

しない恒常的発現

。山本 直樹、 t広瀬咲子、 2小島克己(森林総研、

1東北大・理、 2東大...) 

リプロースニリン酪カルポキシラーゼの小サプユニットの遺伝子(rJ旦~)は、光に

より誘導される遺伝子として、エンドウ、 トマトを中心に精力的にその機構が解析

されてきた。しかし、演者らはマツの E並立Eは明日昔の条件に左右されず恒常的に発現

することを示してきた.この針葉樹類に見られる特異性を明らかにするために、ク

ロマツの rbcSを単厳し情造解桁を行ってきた。本大会では、マツ E主主主プロモーター

の解析結果を報告する.マツ住民 7のプロモーター領域1.1 kbと GUS遺伝子をつな

ぎ(pBl101)、タバコに導入し、ノーザンハイプリダイゼーシヨン法によりプロモー

ターの活性を調べた。形質転換休タバコを暗所に馴化させるとタバコ自身の rbcS

圃RNAは消失したが、 GUS遺伝子は発現していた。また、暗所跡化タバコを白色光下

に移すと rb豆E圃RNAは出現したが、 GUS mRNAの増加は見られず暗所馴化葉と同程度

であり顕著な光の影響は見られなかった。即ち、マツ rb豆Eプロモーターはタバコの

細胞でも機能するが、光感受性を示さず明暗の条件にかかわらず恒常的に機能する

ことが明らかになった。従って、マツ ζ包Eに特異的な光に依存しない恒常的発現は、

そのプロモーターの特性によるものと推察された。

-264-



3pC04 タバコ葉緑体リポヌクレオプロテインをコードする

核遺伝子

叶隔珍、 李育慶、杉田議、杉浦昌弘(名大・遺伝子)

Single-stranded DNAカラムを用いて、タバコ業総体から三つのリボヌクレオプロテ

インcp28、 cp31とcp33(分子量はそれぞれ印刷、 31kdと33kd)を2.0HNaClの溶出画分に

同定した(11 今回、 0.6HNaClの溶出願分に二つ分子震が約29kdの新しいリポヌクレオプ

ロテイン (cp29Aとcp29Bと名付けた)を分縦した.cp29AのcDNAsequenceとcp29Bの

genomic sequenceを解析したところ、それぞれのアミノ酸配列中に二つRNA-binding

domain及ぴacidicamino-terminal domainを持っており、新しいリボヌクレオプロテイン

であることがわかった.これらの蛋白質の遺伝子は葉緑体ゲノム上には存在せず、核ゲノ

ムに存在しており、合成後、業縁体に importされることをよ旦 vitroimport実験の結果よ

り確認した. cp29Aとcp29Bのアミノ酸配列を比較したところ、 cp29Bの二つRNA-binding

domainの関に19倒のアミノ酸の掃入が見つかった.この縛入によって、二つの蛋白質の核

酸との結合特異性が影響されるかを検討した.また、この 19個のアミノ酸配列は、

alternative splicingによるものかどうかも調べた.これらの葉縁体リポヌクレオプロテ

インは業縁体のpre-mRNAのprocessingあるいはsplicing反応に関与していると推定した.

今回の結果より、葉緑体にこのようなリボヌクレオプロテインが多く存在していると推定

される.これらの葉緑体リボヌクレオプロテインの進化における関係も報告する.

(1) Li. Y. and Sugiura， H. (1990) BHBO J.， 9， 3059-3066 

3pC05 トウモロコシ PPDK遺伝子の発現調節領峨

松阿倍、沼沢i重夫生物研、 1日本ゼオン)

我々は前年度の本大会において、 c~光合成閉路の重要な酵素であるピルピン椴

P iジキナーゼ (PPDK)遺伝子の 5'上流機に核タンパク質因子と特異的に結合する配列

が存在すること、さらにこのタンパク質因子は本遺伝子が発現している緑薬組織に

のみ存在し、発現していない組織には存在しないことを報告した。そこで本年度は、

このタンパク質因子の結合領域を特定するとともに、この領域と転写活性との関連

について検討を行ったので報告する.

まず、断片化した 5・上流配列を用いたゲルシフトア、yセイ、 Exomを用いたプロ

テクトアッセイ、及び合成オリゴヌクレオチドを用いた実験を行いタンパク質問予

の結合領減を決定した所、ー296から -301の領械がタンパク貨の結合サイトであるこ

とが解った.次にGUS遺伝子との融合遺伝子 (PPDK-GUS)を作成し、パーティクルガン

法で細胞に導入しタンパク質結合サイトと転写活性との関連を検討した.その結果、

-308からー289の領媛が欠失した遺伝子ではGUSの発現が観察きれなかった.これらの

ことより本結合サイトがPPDK遺伝子の発現に正に働<cis因子であると予想された。
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3pC06 C 3 縞物におげる PPDK遺伝子について

今泉信之，鮫ね宗明石原邦.松阿倍 l

(東京 ~L 大・農農水省・生物研)
C 4 植物のピルピン徹底リン陪ジキナーゼ(PPD K )は CO2悶定を行う PEPCaseの

基質である PEP を供給し，光によって活性化され c.光合成の最も重要な調節酵
素として知られている・最近 C3 個物にも PPDKが存在することが明かにされ，そ

のタンパク質レベルでの性質は C4 縞物の PPDKと比較的似ていることが報告されて

いる.しかし C3 植物の PPDKの機能およびその発現調節などについてはほとんど

明らかにされていない・そこで，われわれは C3 継物であるイネより PPDK遺伝子を

単厳し，その."造解析を行うことにより C 3 とc.組物聞の C‘光合成遺伝子の
相向性について検討した.

イネ{日本晴)の暗所育成筒より核 DNAを単線し， Mbolにより部分分解した約

20Kbpの両分を用いて EMBLJ にクローニングし，イネのゲノムライプラリーを作成

した. トウモロコシ PPJJK遺伝子の 3 -側 cDNAクローンをプロープとしてラ

イプラリーのスクリーニングを行った結果 4倒のポジティプクローンを得た.こ
れらのクローンについて制限酵素地阿を作成したところ， 2 f種類の異なるクローン
であると考えられた.その内 1種類のクローン化された DN̂ について穏基配列を決

定し， トウモロコシ PPDK遺伝子と比較した.その結果，このクローンにはトランジ

ツトペプチドをコードするエクソン 1は含んでいないと考えられたが，エクソン2
からエクソン 19 (終止コドンを含む)までの塩基配列を含み， トウモロコシ PPDK

遺伝子との相向性は 88%と非常に高かった.また，イネとトウモロコシの打DK遺

伝子の僧造上の大きな違いとして，イネ PPDK遺伝子のエクソン 3が 2分割されてお
り，間に約 100b pのイントロンが存在した.

3pC07 トウモロコシ c.光合成遺伝子の
転写活性の蜜紫による制御

鈴木石根、 Claude Cretin¥Ja圃es N. BurnelF、

松阿倍 3、 杉山途夫(名大・農・農化、 'C.N.R.S.Orsay、

2Bond Univ.、 3農水省・生物資源研〉

トウモロコシ棄の c.型 PEPCase遺伝子は、 室繁栄養により転写レベルで選択的に
制御されていることはすでに前年の本大会において報告した.本実駿では、 c .経路
を構成する ft!lの酵素(NADP-リンゴ自主脱水素酵素 (NADP-MDめ、 カーボニックアンヒド

ラーゼ (CA))について窒素欠乏からの回復過程で転写レベルでの制御がみられるか

否かについて検討した CAの遺伝子の転写活性は、 PEPCと類似の変動を示したo NA 

DP-HDHの蓄積畳は圃RNAの蓄積をともない、 他のタンパク貨に比べ選択的に僧加した

が、 この過程におげるこの MDH遺伝子の転写活性はきわめて低〈検出できなかった。

このことから、 NADP-HDHは窒素により mRHAのレベルで翻節を受けるが、 それはおも

にmRNAの安定住によることがを示めされた。 同時に仰ベた、 C 3型PEPCIIRHA蓄積置

はこの過程で一定であった。

切Jlltり薬では c.塑 PEPC 田 RHAの叡械にはサイトカイニンが必~である( B.Sugiha 

r t 0，本大会発表予定)0 そごで、 箆紫欠乏植物の切取り薬へのサイトカイニンと硝

酸イオン添加の、 光合成遺伝子の転写におよぼす効果を調べた.その結果、 c .型 P
EPCi宣伝子の転写活性は、 高濃度の硝殴イオンの添加だげでは誘導されなかったが、

サイトカイニンの添加で噌加し、 サイトカイニンと耐酸イオンの共存でさらに転写

活性は憎大した. また、 この誘導にはタンパク質の新たな合成が必要なことが強〈

示H愛された。
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3pC08 
パーティクルガンを用いた PE Pカルボキシラーゼ

遺伝 子の転写調節領域の解析

沼沢途夫、 村上(嘉納)ゆり子¥ 松岡信 E

{日本ゼオン、 1農水省果樹試、 2生物研)
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ne~ullllion Or eXI，ression or I'EI' cllrhox~'lase and car-
honic Ilnh)"drllSe h)' nil ro~en in dclllched maI7.e Icar 
Bamhang SlIgiharlo. James N. Burnell*， and Talsuo Sugiyama 
(Naguya Univ.， *Bund Univ.) 

We have previollsly demonslrated Ihal the accumulation uf maize leaf PEP 
carhoxylase (PEPC) is selectively regulated hy nitrug巴n-avai1ahility most 
presllmahly at transcritiptional level (Plant Physiul， 92: 963， 1990). We also 
repurted that the level in maize leaf uf carhonic anhydrase (CA) and PEPC may 
he regulated in response to light and nitrogen by similar mechanisms (Plant 
Physiol， 94: 384， 1990). In this study， the effects of several growth regulators 
and nitrogen sources on the gene e)(pression of PEPC and CA were examined 
using the detached leaves of nitrogen-deficient maize plants. There was no 
remarkable increase in the acclImulation of mRNA for PEPC hy addition of 
nitrogen source (nitrate， glutamine， and glutamate)， alone. However， zeatin at 

10・8-10・6 M and nitrate， when applied together to the incuhation medillm for 
the leaves， remarkahly promoted the accumulation of mRNA. Benzyl adenine， 
synthetic cytokinin， also promoted the accumulation of mRNA whereasindole-
3・ac巴tic acid and ahscisic acid did not. The effect of cytokinin was highly 
dependent on its concentration. In additioll to nitrate， glutamine was eft以:tive
as nitrogen source for Ihe cytokinin-dependenl stimulation in accumlllation of 
PEPC mRNA hut glulamate was less effective. The results indicate that 
cytokinin is required to induce the gene e)(pression of PEPC in maize leaf 
during recovery from nitfllgen-stress. The changes in level of CA mRNA in 
these e)(periments were essentially 'same as those of PEPC mRNA in terrns o{ 
response and specificity to the growth regulators and nitrogen sources. This 
sllggests that the e)(pression of genes for PEPC and CA involved in C4 
photosynthesis can he coordinately regulated hy nitrogen. 

3pC09 
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3pCI0 葉緑体未知遺伝子と相向性をもっ大腸菌ded8遺伝子

に関する研究

永野幸生、村井宣彦、松野隆一、佐々木幸子

(京大、農、食品工学)

葉緑体の功A遺伝子はmフインガーモチーフをもち、葉緑体でのdenovo蛋白質合成なしで
光によるRNA量の増加が起こる遺伝子である。また、葉緑体のzφA遺伝子は大腸菌のdedBj.宣
伝子と相向性をもっている。しかし、ともにその機能についてはわかっていない。本研究で

は、坤A遺伝子の機能を明らかにするために、大腸菌を葉緑体のモデル生物と考えて、 dedB

遺伝子について研究を行った。

品1B遺伝子が必須遺伝子であるかどうかを調べるために、大腸菌染色体のこの遺伝子の破
壊を試みた。プラスミドのdedB遺伝子にカナマイシン耐性の遺伝子を挿入し、このプラスミ

ドを温度感受性のpolA株の染色体に相同組み換えにより組み込んだ。この構築した株は正常
な制B遺伝子と破壊された制B遺伝子をもっていた。次にプラスミドがsegregateした株を選

択したが、 dedB遺伝子が破援された株はなかった。このことはdedB遺伝子が大腸菌の生育に
とって必須であることを示している。

次に、大腸菌の生育に及ぼすdedB遺伝子の影響を調べるために、 kプロモーターの下流に
dedB遺伝子をつなぎ、大腸菌中でのdedB蛋白質の高発現を試みた。 k リプレッサーを高発現
する株ではIPTGを加えると大腸菌の生育が遅くなった。通常の株ではIPTGを加えなくても生

育が遅かった。すなわち、 dedB蛋白質の高発現が大腸菌の生育速度を低下させた。

光合成細菌{買.r.ut_r ~里}の 50kbプラスミドについて

長谷 篤. t費村英 一人小笠原豊中村 運 (大阪市
3pCll 

環科研奈良女子大・理・生， 倉甲南大・理・生}

光合成細菌町H!d.o.~.旦i.rJ.U\lJI r.~.bu.1I!は、 紅色硫黄細菌の 1種であり、 好気的条件

下では厳禁呼吸、 嫌気的暗条件下では発酵、 そして嫌気的明条件下では光合成によ

って生長する.光合成によって生長した場合は、 クロマトフ才ア(以下CPと略す)

と呼ばれる細胞内膜系を多数有し、 真緩植物細胞における葉緑体チラコイド膜と同

じ〈光合成語宮として横能していると考えられている. これまでの研究から、 ~. rj，¥ 

br1，lJ!! KR202稼は約50kbのプラスミド(pKR202)を保持しており、 またこのプラスミ

ドにパクテリオクロロフィル合成と CP形成に関与する遺伝子が座位していることが

示唆されている.本研究では、 pKR202プラスミドとパクテリオクロロフィル合成と

CP形成の 3者の棺E関係をさらに明らかにするために以下の実験を行った. まず、

KR202糠の CP分薗における pKR202プラスミドの存在を調べたo KR202f*を照度約 1000

ルクスを照射し、嫌気的条件下で矯饗した。細胞をスフェロプラスト化し、 浸透圧

処理により溶箇させ、 ショ鰭密度勾配遠心法によって CP分画を精製分厳した.得ら

れた CP分薗から DNAを抽出し、 pKR202プラスミド DNAをプロープとしてサザンプロッ

ティングを行った. その結果、 CP分画に pKR202プラスミドが存在することがわかっ

た. さらに、 CP分画における DNAの存在について酢酸ウラニル・ネガティプ染色法

によって電顕的観察を行ったのでその結果についても報告する。
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3pC12 光合成細簡 KnodospiriJJu.rubru.のプラスミド

pKYl 上の DNA invertase について

・井手口隆司・金福倹・胡澄・西瀬弘 1 .山下仁平

角野富三郎(阪大・蛋白研甲子E回大阪大・ R I 

センター〉

紅色光合成細菌 Knodospirillu.rubru. S-1には、核外 DNAとして大型プラ

スミド(pK Y 1、約 55kb) が存在する。けれども、その梅造および機能については

未知な点が多い。私逮は、 pKYl の淘基配列を決定しつつある。 pKYl 中に

Strepto.yces griseusの strDとアミノ酸レベルでも高いホモロジーを持つ配列

が存在することを、昨年の本大会で報告した。その後、 Knizobiu. .elilotiの

nodD、および、パクテリオファージ M uの D N A Invertase と高いホモロジーを

もつ配列を見いだした。

今回、新たに、 tscnericniacoliの fidおよび fi.tと高いホモロジーを示

す配列を見いだした。 fi.8、および、 fi .tにコードされている蛋白貨は、その下

流に存在する fi.Aのプロモータ領域で塩基配列の逆位を起こすことにより、

fi .Aの発現を制御していることが知られている。 fi.A Iまtype 1線毛のサプユユ

ットをコードする遺伝子である。

K.rubru.のpKYlに、場基配列の一部を逆位させることによって遺伝子発現を

制御する系が存在する可能性がある。

3pEOl ニンジンクラウンゴールにおけるアミノ酸結合型 IAA 

生成の制御に聞する研究

佐々木和生・鎌田博・原田宏〈筑波大・生物科学〉

ニンジンの旺軸切片に Agrobacterium tumefacien~ C58CI (pTiB6S3) の野生株、

cyt -株を感染させて誘導したクラウンゴ}ルでは、導入された T-DNA t;:由来する

IAA 合成隣棄の活性が高いにもかかわらず、合成された IAA が、アミノ酸結合型

IAA に代謝されることにより、見かけの遊続 IAA 含貨は aux 線形質転換(I A A 

合成遺伝子を導入していない〉細胞と間程度の値を示すことが明らかにされている。

また、アミノ酸結合型 IAA 生成は、 aux 株形質転換細胞を IAA で処理するこ

とによっても誘導される I AA 誘導型であることから、野生株及び cy t- 株の感染

で誘導されたクラウンゴールでは、内生的に漕加した IAA によってアミノ酸結合

型 IAAの生成が誘導されていると考えられる。

そこで、 IAA投与によるアミノ酸結合型 IAA生成が、それを触媒する酵素〈群〉

の誘導を介すると考え、その誘導が転写レベル・翻訳レベルの何れの段階において

制御を受けているかを明らかにすることを試みた。各段階の特異的阻害剤 (cyclo-

heximide， act.ino剛ycin-D) を IAA と同時に処理し、阻害の有無を検討した結果、

IAA による酵素〈群〉誘導が、転写レベルで制御を受けていることが示唆された。

-269-



3pE02 2.4-Dの除去及び再添加によるニチニチソウ同調培養系において発現

するcONAの単離

。大西直入、駒嶺徳(東北大、理、生物)

前年度の本学会において、我々はニチニチソウTN21strainにおいて、培地中の2.4-Dの除去、及び再添加に

よって、高度の問調性を有する問調培養系を確立したことを報告した。今回我々はこの系を用いて、 2.4-Dによ

る噌殖誘導時に発現が1湾海されるmRNAの単磁を試みた。
2.4-0添加後2時間培養した細胞から、 poly(A)・RNAを単厳し、 cDNAを合成し、 λgt101こ組み込んでcDNA

libraryを作成した。 libraryのスケールは約105 pfll/mlだった。ごのlibraryをもちいて、約2XI0'個のプラーク

をscreeningしたところ、150僧の差次的シグナルを得た。これらについて2ndscreeningを行ない、約90個のク

ローンを単献した。さらに、 2.4-D添加後、10、20、30分、 1、2、5時間、及びー2.4-D時の細胞から抽出したpoly

(A) 'RNAを用いてノザンハイプリダイゼーションを行ない、これらのクローンの2.4-D添加後の発現変動を解析し

た。その結果、 4種類のクローンにおいて、2.4-D飢餓状態では発現していないか発現が弱いが、 2.4-Dを添加す

るとその発現がt明大する2.4-D応答M:の発現変動パターンを示すことがわかった。これら4つのクローンをそれぞ
れpCYC18、19、20、21と命名した。

これら4種のクローンのうちpCYC18、及び19について、2.4・D添加後、 10分、 2時間、 5、ふ 11、14、11、20、

24時間、及びー2.4-D時での発現変動をノザンハイブリダイゼーシ ョンで解析した。その結果、 pCYC18は、 2.4-D

添加後10分程度で発現が誘導され、 2時間目でピークに達し、その後速やかに減少した。 TN21strainにおいては

S織は9時間層から14時間目まで続くが、pCYC18は、2.4-Dに対し非常に早い応答性を示し、 S期開始以前に発現が

減少することがわかった。一方、pCYCI91立、添加後やはり短時間で発現が憎大するが、そのピークはS矧にある

ことが示された。このことから、 pCYC18は2.4-Dによる初期の情報伝達に関与している可能性が考えられる。ま

たpCYC19は、 2.4-Dに誘導される初期の現象との関連のほか、 DNA複製等のS期に起こる事象との関連が高いこと

が予想される。

今後はこれらの塩基配列の決定、また、その発現調節機構等を解析することによって、 2.4-Dによる細胞増

殖の制御機構の解明にアプローチしていく予定である。

3pE03 タバコ par(protoplasts auxin叩 gulated)遺伝子の器官特異的発現お

よびその制御領域の解析

丹羽康夫、高橋陽介1、町田泰則 (名大・理・生物、 1東大・

理・植物)

par (proωplasts auxin-regulated )遺伝子は、タバコ葉肉細胞プロトプラストにおいて、オー

キシンによりその発現が誘導される遺伝子としてクローニングされた。植物個体での par遺伝

子の発現部位と、それに要求される遺伝子領域を特定する目的で、 par遺伝子の 5・上流域と、

レポーター遺伝子 (sーグJレクロニダーゼ遺伝子:GU S) とを結合した融合遺伝子を作製し.

タバコ個体に導入した。・1679までの領域を持つ遺伝子を導入した形質転換タバコ個体のGUS

活性の測定を行なった結果、根と種子において、特異的に酵素活性が検出された。また、花芽

形成から種子形成過程におけるGUS活性の変動を調べた結果、種子の登熟にともない活性が

上昇することがわかった。 par遺伝子の 5・上流域を順に欠失させた突然変異体を作製し、同様

の解析を行なった結果、・768まで欠失させると、根と種子での活性は完全に消失した。ところ

が、さらに・328まで欠失させると再び活性が現われることがわかった。形質転換タバコ個体を

組織化学的に染色したところ、 -1679までの領域を持つ形質転換体では、根端で特に強く、根全

体にわたり染色されることがわかった。しかし、・768までの領域を持つ形質転換体では、全く

染色きれなかった。さらに、・328までの領域を持つ形質転換体では、根端及び根毛での染色が

観察された。
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3pE04 新しい auxin-regulatedgene parBの機造と機能

高橋陽介、長岡敏行(東京大学理学部)

オ ーキシン作用機機の解明は現代植物科学の最も重要な課題の一つである. 我

々は、この課題をタバコ葉肉細胞プロトプラストを実験材料として主に分子生物学

的に解析してきた。 既にオーキシンにより発現が誘導される par遺伝子をクロ

ーン化し、トランジェントアッセイによりオ ーキシンによる遺伝子発現を制御する

cis領域の解析を行なってきた. オ ーキシンにより発現が誘導される遺伝子の

うち現在までに一次構造が明らかにされているものには parの他に、大豆よりク

ロー ン化された aux22、28、 GH2-4( Gmhs p26)、 SAURs 、 シロイヌナズナよりクロ

ーン化された dbpがある。 しかしながらそれらの遺伝子産物の機能は未だに不

明であり、次の大きな目標として残されている.

今回我々は、タバコ葉肉細胞ブロトプラストから新しい auxin-regulatedgene 

の cDNAのクロ ー ン化に成功し、これを parBと命名しその将軍造、発現、機能につ

いて解析したので報告する。

3pE05 微量。ートリプトファン量の測定法とその植物休への応用

紛崎健 一 、桜井直樹、倉石膏 (広島大・総科)

L -トリプトファン (L_Trp)がローTrpを経てインドール酢酸(IAA)に変換される経

路を検討するために、オオムギ (Hordeu繍 vulgare)の媛性系統渦赤神力 (uzu)と正常

系統並赤神力 (NorMa1)を用いて DーTrpの検出を試み、両系統の 0-Trp量を比較した.

両系統の子葉鞘先端部、下部のそれぞれ 5.. ，を試料とし、同一試料から IAA_ L ー ト

Trllを抽出 、定量した. IAAの定量は蛍光検出器で行った.また、光学異性体分際カ

ラムを使った高速液体クロマトグラフィーで 0-TrpとL-Trpを分緩し、蛍光検出器で

ト Trpを、紫外部吸光光度計でL:Trpを定量した.Norllalの IAAは先端部に局在して

おり、 uzuの約4倍であった(先端部でNor嗣al O.28pllole 、uzuO.07pllole). L ーTrllと

ト Trpの量は両系統でほとんど差がなかった(先端部でLーTrllはNor・al 6901lllole 、
uzu 760pmole 、o_TrpはNor・al O.461l1lole 、uzuO.43pl1lole).先端部で両系統とも
ト Trpの量は L-Trllの約 0.1%であり、 1A Aよりやや多かった.また、 o-Trpの量は先

端部に比べ下部で多かった(下部でNormal 1.55pllole 、uzu 1.11問。1e) .従って、

内在の IAAレベルはまずTrpラセマーゼで調節され、最終的に o_Trpアミノトランス

フエラーゼで制御されている可能性が示唆された.さらに、商系統の聞で。_Trpの

量に差がなく、 uzuの IAA量がNor檎a1の約4分の 1であったことから、 uzuの IAA量の少

ない原因は、。_Trpアミノトランスフエラーゼの阻害である可能性が示された.
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3pE06 

ニホンナシ果実のエチレン生合成に関与するカルシウム、

カルモジュリンの役割j

。田中敬一，木村秀樹， Nagin Lallu1 

(農水省果樹試、 2ニュジーランドDS 1 R) 

演者らはキレートカルシウム剤がニホンナシ果実の貯蔵性を著しく高め、果実の

エチレン発生を抑制していることを見い出した(平成3年園芸学会春季大会)。こ

こでは、果肉切片を用いてエチレンの生合成過程の中間酵素である ACCからエチ

レン生成に関与するエチレン生成酵素 (EF E)の活性発現におけるカルシウムの

役割について検討した。

研究方法 EFE活性は、ニホンナシ.豊水.の果肉切片を用いて、ソルピトー
ル含有 100mNリン酸緩衝液 (pH7.0)中で、発生するエチレン量によって測定された。

結果及び考察 ( 1 )ニホンナシ果実切片からはエチレンの生成はほとんど認め

られなかった。しかし、 ACCを添加することによりエチレンの発生が認められた。

このことから、果実内には、活性発現に必要な量のEF Eが存在していると考えら
れた。(2 )カルシウム及びカルモジュリン阻害剤である EDTAーCa，EDT 
A， W-5， W-7はACCからのエチレンの発生を抑制した。(3 )カルシウム

及びカルモジュリンは ACCからのエチレンの発生を促進した。

以上の結果から、ニホンナシ果実の EFEは活性発現にカルシウムとカルモジュ

リンを必要とするカルシウム依存性蛋白質と考えられた。

3pE07 
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傷害誘導エチレン生成と傷害エチレンの酵素誘導に対す

る関与

兵隊 宏・回中邦明・鈴木達也(静岡大・農・生物生産

科学)

セイヨウカボチャ (CucurbiLamaxima)の果肉(中果皮)組織は傷害により著しく

エチレンを生成する.これは傷害によりトアミノシクロプロパンー1ーカルボン酸 (A

c C)合成酵素の活性が顕著に誘導されることに主として由来する。傷害によりエ
チレン生成醇素(F.FE)の活性も増大する。カボチャ中果皮組織では傷害によりフ

エ二ルアラニンアンモニアリアーゼ (PA L)、ペルオキシダーゼ (P0 D)の活性も

顕著に増大する。 PA Lはフェニルプロパノイド生合成に重要な役割lを有する酵素

で、 一 方 PODはリグニン形成に関与すると考えられる。カボチヤ中果皮組織では

傷害によりリグニン形成も顕著である " P A L、 PODの誘導に傷害により生成し

た内生エチレンが関与するかどうかを調ペた。これら酵素の誘導と内生エチレン生

成のタイムコ ース、エチレンの生成及び作用を阻害する化合物である、アミノエト

キシピニルグリシン (AV G)及び2、5--)ルボルナジエン (NB D)を与えた実験によ

り、内生エチレンは PAL、 PODの誘導に促進的役割lを有していることが示唆さ

れた。特に ponの誘導はかなり内生エチレンに依存していると考えられる.すな
わち、 NBDの存在下で POD活性の増大は強〈抑制された。 NBDを与えること

3pE08 

により、 PODの電気泳動のパタ ーンも変化した。

3pE09 トマト ACC合成酵素の cDNAクローニング

議 仁志、今関英雅 (基生研・情報制御)

エチレンの生成は、傷害等のストレスやオーキシンの作用によって誘噂される

が、 もう一つの重要な倒として、果実成熟時のエチレン生成を挙げることが出来る。

ACC合成酵素はエチレン生成速度を決定する酵素であり、我々はこれまでに傷害

誘導型ACC合成醇素とオーキシン務噂型着手素が異なることを明らかにしてきた。

今回、 果実成熟時に務噂される ACC合成醇素と傷害務噂型酵素が異なるか否かに

ついて考察した.傷害務事と成熱誘導が同一組織でおこるトマト果実を材料として

選ぴ、 カボチヤ傷害誘噂 ACC合成酵素の活性部位のアミノ厳配列に対するオリゴ

ヌクレオチドをプロープとして、 トマト傷害銭湯 ACC合成醇素に対する cDNA

をクローニングした.カボチャ傷害誘導ACC合成醇棄と復基臨列は 65%、 アミ

ノ酸配列は 66%類似していた. この傷禽型 cDNAをプロープとしたノーザンプ

ロット解析から、 トマト采実の成熱に対応して mRNAは増加することが明らかと

なった.同一果実組織に傷害を与えたところ、 mRNAは5-10倍増加した。ま

た、 ゲノミックサザンプロット解析の結果から、傷害誘噂ACC合成酵素は単一遺

伝子と考えられた。 この 2点から、傷害誘導型と成勲型醇棄は悶ーであると推測さ

れる.よりi!媛的な証犯を得るために、傷害を受けていない成魚果実から、 ACC  

合成酸素の cDNAをクローニングし解析結果を報告する.

qu 
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3pEI0 カボチャオーキシン誘導 ACC合成醇棄の

c D N Aクローニング

中川直樹、山崎健一、今関英雄(名大農・生化学制御)

ACC合成酵素は継物ホルモン、エチレンの生成速度を決める重要な酵素で、傷

害などのストレスや、他の植物ホルモン、オ}キシン処理によっても誘導される。

ACC合成酵素には免疫化学的、クロマトグラフィー的に区別できる最低二種のア

イソザイムがあり、一方は完熟果実で傷害誘導され、もう一方は下肢繍、未熟果実

でオーキシン誘導される (PCP29:1255(1988). 1989年植物生理学会)0 すでに我

々の研究室ではカボチャ完熟果実傷害誘導ACC合成酸素を精鎚し、 cDNAと遺

伝子を単厳した。さらにキュウリ来勲果実オーキシン鶴海ACC合成酸素も精製し、

部分アミノ酸配列を決定し、それに基ずいて作成したプロープがカボチ+下駐軸で

オ}キシン誘導される 1.9kbの転写産物を認識することを明らかにした(1990年

植物学会)0 そこでそのプロープを用いてカボチャ下旺軸オーキシン誘導 ACC合

成酵素の cDNAクローニングを行なった。オーキシン処理した下旺軸から cD N 

Aライブラリーを作成し、 スクリーニングしでほぼ完全長のクローンを得た。制限

隊素地図が完熟果実傷害誘導型酵素の cD N Aと全く異なることから、二つは別々

の遺伝子にコードされることが確かめられた。そして、 このオーキシン誘導型酸素

の遺伝子は、下駐軸ではオーキシン処療で一時間以内に発現が誘導され、完熟果実

では傷害をかけても発現しなかった。現在その塩基配列を決定している.

3pEll 
エチレ ンによって誘導される険性キチナーゼと i集基性パ

ー オキシターゼの cONAの精進と その発現

。石毛郁I台、 山崎健一、今関英雅 (名大・農・生化学制

御〉

エチレンによる遺伝子発現のメカニズムを解明するために、我々はアズキ初生

棄のヱチレン処理によってその発現が誘導される 2種の蛋白質 AZ27(酸性キチナ

ーゼ)、 AZ42に対する cONAをクローン ftし、 それらのt信基配事IJ;を決定した。 その

結果 AZ27はインゲン等の1信基性キチナーゼ及びそれと相向性を示すタバコの駿性

キチナーゼ(PR -Pや PR-Q) とは全く相同牲を示さず、異なるタイプのキチナーゼ

であることが判明した。 しかし、 AZ 2 7 (' IJ N A (;1:、最近ウイルス感染したキウリか ら

単離された酸性キチナーゼの cONAと士包装配事11及びアミノ隊レ ベルで高い相同性を

示した。 AZ42cDNAの燦慈配予11がパーオキ シ ターゼの旗基配91Jの一部と相向性を示

したので、精製したl¥Z1l2のバーオキシゲーゼ活性老測定したところ高い活性が検

w.された。酸性、 弱敵性バーオキ シゲーゼ tこ対する cllNAのクロー ニノ化については

納得されているが、 編書長件パーオキ シゲー ゼ (A Z42)のクローン化に成功したのは

本研究が最初である。 AZ27と AZ42の発現(;t転写腔階で制御されており、 ヱチレン

だけではなく傷害やサリチル践によ っても mRNA合成が誘導されたが、 そのrn度は
エチレンによる場合よりも低いものであた。 また、 傷害による誘導にはエチレンが

寄与しているが、 サリチル酸による誘導には関与していないことが明らかになった。
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Jenkins. G. 1 Univ. Glasgow 2aF08 Schafer E Freiburg Univ 2pC-5 

Kannangara C. G 京都大・生物物理 2 a G 09 Schiff ]. A. Brandais Univ. 2pF08 

Kay S. A Rockefeller Univ 2aF04 Schreiber U. Univ. Wurzburg 3 a B 10 

2aF02 3 a B 11 

Keen N Univ. Calif. Riverside 2 a D 0 3 Scott R. Q. 新技術事業団 3pB07 

Kendrick R. E Agricultural Univ 2 a F 05 Sharma R. P. Univ. Hyderabad 2 a F 09 

2pC-7 Silverthorne J. Univ. Calif. SC 2 a F 07 

Kern R Rockefeller Univ 2 a F 04 Sims J Univ. Calif. Riverside 2aD03 

Knight M. R Univ. Glasgow 2 a F 08 Smith H Univ. Leicester 2pC-6 

Koornneef M. Agricultural Univ. 2aF05 Sommer 0 Univ. Nebraska 2pC-3 

Lallu N DSIR 3 p E 07 Song P. S Univ. Nebraska 2aF03 

Loewus F. A Washington State Univ. 1 a D 1 0 2pC-3 
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3aB02 

1 p E 09 

2 a G 0 1 

2 a D 02 

3aE07 

1 p D 06 

1 a D 0 2 

1 p C 02 

1 p G 1 2 

1 a C 0 9 

通産省・徽エ研

名古屋大・農

明治製菓・生物科学研

理研・植物生活環制御

山形大・理

鹿児島大・理

三共・農薬研

京都大・食研

名古屋大・ .. 

福山大・工

早稲田大・教育

筑法大・生物

泰 男

正

実

弘

守

美紀子

正

己

雄

洋

仁

治

克

雅

正

康

勇

回

立

部

部

部

笠

子

井

井

井

弁

浅

旭

足

安

阿

阿

天

尼

新

新

新

新

2 a E 10 

1 p F 1 6 

3pC09 

2pC-8 

1 a G 13 

1 a F 14 

Iowa State Univ 

Univ. Calif. San Diego 

名古屋大・農

The Salk Inst. 

大限市立大・理

North Eastern Hill Uniy 

Spalding M. H. 

Sturm A. 

Sugiharto B. 

Susek R. 

Tan K. 

2aF06 

1 p D 12 

2aB05 

Hort. Res. Intern. 

Indiana Univ 

2aF08 

2aF09 

2aF05 

Tandon P 

Thomas B. 

Togasaki R. K 

唐 暁松

Urwin N. A. R. 

Vally K. J. M. 

Wesselius J. 

Whittier R. F 

Princeton Univ 

Univ. Glasgow 

Univ. Hyderabad 

Agricultural Univ. 

三井植物バイオ研

CENARGEN 

1 a C 08 1 p C 1 2 

1 a F 1 4 2 a A 0 1 名古屋大・農太圭J 11 荒Yamagishi A 

Zamorski R. 

Zehr J. P. 
2aA02 

3 aB 14 

2 a B 02 

琉球大・理

広島大・総科

九州大・理

百合子

千笑

博行

川

賀

田

新

荒

荒

1 a G 0 1 

2aC02 

3 a D 0 7 

農水省・生物研

New York State Uniy 

3aB05 

3aA13 

3 a G 1 0 

2pG08 

3aG07 

岡山大・農

静岡県大・薬

名古屋大・農

真一郎

郎

香由

見

藤

藤

荒

安

安

1 a E 04 

2aE09 

1 p E 1 5 

1 p D 10 

2aG05 

【あ】

基生研・細胞生物

情玉大・理工

大限市立大・理

国立環境研

名古屋大・農

則

大

哉

子

発

克

直

利

光

沢

木

野

野

沢

相

育

審

円

育

赤

1 p F 1 7 

1 p C 1 1 

1 p C 0 6 

【L、】

筑波大・生物

東京理科大・基礎工

夏

滋

千塚

田

飯

飯

2aG04 

3pC04 

2 a E 1 0 

3aF03 

2pB07 

1 a B 0 4 

大阪市立大・理

名古屋大・遺伝子

筑波大・生物

新潟大・度

理研・太陽光科学

利

珍

好

夫

彦

野 盛

期

倫

郁

昌

飯

叶

猪川

伊賀上

池内

1 a D 06 

3aFI0 

lpB-3 

2aD05 茨城大 ・農

広島大・総科

巳

造

号
ノ
輿

塚

堀

赤

赤 2aB02 

2aB03 

1 p C 05 

1 p G 0 3 

3 a B 06 

基生研・遺伝子発現

大医医大・生物

京都大・食研

仁

視

問

弁

赤

浅

浅
1 a B 0 3 浩回

1 a E 09 3 a B 1 0 

1 aB 11 帝京大・薬勇上池

1 aB 1 2 

3 a B 14 

1 a C 07 

琉球大・理

キューピ一朗研

筑波大・基礎医学

徳島大・総科

規 勝
隆

郎

義
哲

憧

原

佐

弁

井

池

伊

石

石

1 p D 06 

1 pD 07 

2pB02 

3 a B 11 

1 p D 05 

2 p G 11 
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3 a A 0 1 

3 p B 07 

1 p C 02 

3 a F 0 8 

庫児島大・農

新技術事業団

福山大・工

基生研・細胞生物

男

醇

文

栄

香

永

場

上

上

稲

稲

井

井

2pA02 

1 a B 07 

農水省・森林総研

名城大・理工

夫

夫

浩

幸

重

井

川

川

石

石

石

3 a F 07 

1 a B 09 

1 p C 02 

3 a B 13 

2 p G 1 0 

2pA07 

1 a F 0 7 

神奈川大・理

福山大・工

富山大・理

名域大・理工

愛媛大・理

新技術事業団

秋田県立農短大・生物

織

仁

弘

史

裕

文

保

和

広

広

雅

雅

正

上

上

上

上

上

上

上

井

弁

井

井

井

弁

井

1 a E 1 1 

1 aB 05 

1 a F 14 

1 p C 1 3 

1 a D 0 7 

1 p C 1 6 

3 p E 1 1 

2aA02 

1 a F 09 

2 p G 06 

2pB04 

2 pB 0 1 

2 a B 08 

九州大・教養

理研・太陽光科学

理

直

真

頼

上

上

井

弁

1 p D 1 3 

2 p G 1 1 

3 p B 02 

2 a E 08 

農水省・農生研

三井植物バイオ研

熊本大・理

名古屋大・農

名古屋大・居襲

名古屋大・農

熊本大・教養

東京大・応徽研

京都大・居豊

田本医科大・生物

東京農工大連合大学院

雅

成

澄

郁

也

緑

行

衛

治

= f与

昭夫

さらみ

教弘

純

川

川

倉

黒

毛

谷

田

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

国

田

津

原

1 a B 04 

1 a B 03 

2pB03 

1 a E 09 

2 a G 09 

1 p E 08 

1 a E 03 

3 aA 08 

2 a E 08 

京都大・生物物理

岡山理大・理

九州大・理

総研大

東京農工大連合大学院

郎

彦

厚

之

之

/¥ 

雅

博

信

ロ

場

井

泉

口

弁

猪

射

今

今

3 p C 0 6 

1 p G 1 6 

2 pA 1 0 

2 a E 04 

1 p F 1 4 

3 a G 1 0 

2 a A 05 

1 p E 1 2 

1 p E 08 

3 p C 1 2 

3 aA 1 5 

邦

3 p C 06 

3 p E 1 0 

3aC-5 

名古屋大・農雅英関.e 7 

大医府立大・農

東京大・農

岡山大・農

大医女子大・基礎理

農水省・農環研

岡山理大・理

大医大・蛋白研

岡山大・農

神奈川園芸試験場

グンゼ掛

基生研・細胞生物

達 也

彰

安佐子

和子

裕章

晃

司

文

誠

治

繁

隆

喜

賢

泉川

磯貝

板谷

井田

市川

斎宮

井手口

伊藤

伊藤

伊藤

伊藤 3 p E 1 1 

1 p C 1 0 

3 p E 09 

1 a D 02 

2 a B 0 1 

1 a B 1 0 

3 a A 04 

1 a D 0 1 

1 p E 1 2 

1 p E 1 1 

1 pD 1 1 

lp C 0 4 

1 p F 1 3 

2 a E 06 

2 a B 0 1 

植工研

山口大・農

広島大・理

日本たばこ・値~開発

大医府立大・農

基生研・細胞生物

l慎

理

平

夫

男

代

真

浩

純

俊

雅

村

江

船

井

滋

域

A 
寸

入

入

岩

岩

岩
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1 a C 0 5 

1 a C 0 1 

3pB03 

1 a F 1 1 

1 a E 1 3 

1 p C 1 1 

2 a F 03 

2 p D 0 1 

2 a C 0 1 

帯広畜大・生物資源

京都大・理

理研・フロンティア

京都大・理

香川大・農

東北大・理

神戸女子薬科大

静岡大・理

岡山大・理

東京理科大・薬

精

卓

直

亮

也

子

寿

記

樹

好

夫

子

茂

秀

正

允

道

純

善

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

議

垣

垣

伊

伊

伊

伊

伊

伊

伊

伊

稲

稲



1 a B 1 0 2 aA 1 0 

岩崎郁子九州大・理 3 a A 1 3 瓜谷郁三名古屋女子大

岩崎照雄神戸大... 2pD 02 海野けい子静岡県大・薬 2 p G 09 

岩崎尚彦大限医大・生物 1 p G 03 2 a E 07 

1 p G 05 2 p G 08 

岩崎秀 名古屋外大

岩崎文雄筑波大・生物 2pA02 【え】

岩崎行玄名城大・理工 1 a B 0 7 江 口 享山口大・理 3aG05 

1 a E 1 1 衛藤威臣鹿児島大・農 3 a E 0 8 

1 a B 05 榎並 煎東理大・理 2pB07 

岩田和佳東京大・教養 1 a G 05 2 p B 08 

岩坪友義千葉大・農 1 a D 0 1 榎本末男農水省・生物研 2aA07 

岩淵雅樹京都大・理 3aC-3 1 a C 09 

1 a C 0 5 江原友子東京医大・微生物 2pF08 

1 a C 0 4 2 p F 0 9 

岩村 叡京都大・農 3aE06 蝦名 真澄筑波大・生物 2pB06 

遠藤 剛京都大・食研 3aB06 

【う】 3 a B 1 1 

上回純 大限府立大・総科 2pA03 

2 a G 03 【お】

上野 修農水省・農生研 王子警精神戸大・農 3 aA 12 

上野 敬一郎鹿児島ノミイオテク研 2aA06 大川和秋大医大・教養 1 p G 06 

2 aA 07 1 p G 07 

梅村照美静岡県大・薬 2aE07 大城 香基生研・細胞生物 2 a C 02 

字佐美昭二鍛工研 3aC-2 3aD07 

丑丸敬史京都大・理 1 pD 04 大島正弘農水省・生物研 2aA06 

1 pD 05 2aA07 

1 pD 04 大域清樹福山大・工 1 p C 0 3 

臼 田秀明帝京大 ・医 2 p E 1 0 大菅裕之京都府立大・農 2aA04 

内海俊樹鹿児島大・理 2 a D 02 大住千栄子味の素・中研 3aE08 

内田 英伸東京大 ・理 3 a E 09 1 a G 1 0 

内宮博文北海道大・理 2 a C 0 9 大隅照子三井植物バイオ研 1 p C 1 2 

2 a C 1 0 大隅良典東京大・教養 3 a F 0 1 

1 p E 03 3 a F 02 

1 p E 02 太田 英 慶応大・理工 2 p G 0 1 

1 p E 0 1 2pG05 

1 p C 08 3aAI0 

1 p C 07 太田桂子富山大・理 3 aB 13 

3aC-4 太田 幸子東理大・理 2pB07 

精尾 さとみ 理研・遺伝子解析 2aA09 太田 じ東京大・理 2 p F 06 

2aA08 太田 啓之基生研

一部0-



2 p G 1 1 

3aA15 

2pE 04 

2pG05 

3 a E 07 

2pA08 

1 p G 06 

1 p G 07 

2pG09 

2pB 05 
3 p B 1 1 

3aD06 

2 p G 0 1 

1 a G 03 

岡山大・農

理研・太陽光科学

慶応大・理工

京都大・食研

三共・農薬研

図本女子大・生物

大医大・基礎工

貴代

晃男

知子

雅広

正巳

由紀子

清司

)[1 

JII 
)[1 

)11 

J 11 

津

原

沖

沖

1 a C 0 6 

1 a F 1 3 

2aG07 

1 a C 0 5 

1 p C 1 4 

2 a E 0 9 

2pD 02 
3pE02 

3 a A 04 

静岡県大・薬

九州大・農

子

雄

教

達

野荻

奥

1 p G 1 1 

3aC-4 

2aA06 

名古屋大・遺伝子

PCCテクノロジー

北里大・衛生

京都大・理

名古屋大・農

燭玉大・理工

サントリー中研

東北大・理

常広畜大・生物資源

京都大・農

北海道大・理

農水省・生物研

賢

元

蔵

弘

章

喜

健

憲

雅

純

達

直

正

佳

司

人

男

織

豊

子

回

国

槻

坪

藤

西

西

西

西

野

野

橋

太

太

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

千葉大・園芸

慶応大・理工

高知大・理

彦

典

雄

勝

晃

尾

田

田

奥

奥

奥

2aA07 

1 a C 0 9 

祐

1 a C 0 8 

laG04 

3aB03 

1 a D 0 1 

2pD 03 

3aD06 

東京都立大・理

千葉大・.

巌

雄

信

長

村

倉

奥

2 a C 0 9 

2 a C 1 0 

北海道大・理也伸場大

1 a G 0 2 

1 a B 08 

2 p D 1 1 

2 p D 1 1 

lpA-3 

1 a B 08 

埼玉大・理工

昭和女子大・生活科学

東京大・海洋研

光

子

之

和

正

大日向

森

森

大

大 2 p F 08 

2 p F 09 

3aE03 

2pD03 

1 a F 08 

東京医科大・微生物

3pB09 

3aD03 

3 a D 04 

3aD05 

2pE07 

2 p E 06 

2pE08 

1 p G 1 5 

3aG08 

甲南大・理

千葉大・園芸

東北大・理

大甑府立大・農

東レリサーチセンター

東北大・居量

斎

朋奈

昌彦

憲二郎

隆司

均

彦邦

哲

崎

崎

沢

沢

沢

島

船

尾

尾

小

小

小

小

長

1 p F 07 

2 a G 0 1 

1 pG 03 

1 p G 05 

2pE05 

1 p C 0 5 

2 p G 09 

2 a E 07 

崎玉大・理工

日大・理工

東北大・理

大医医大・生物

志

荘

雄

次

武

伸

芳

矢

垣

上

崎

大

岡

岡

岡

東京大・理

基生研・遺伝子発現

静岡県大・薬

彦

孝

克

清

昌

回

国

回

問

問

問

末広産業

島根大・農

雄

夫

竜

英

智

合

越

落

2pG08 

3aG05 

3 a E 1 2 

2 a F 0 1 

1 a D 09 

1 p F 1 2 

lpD08 

2 p B 0 1 

2aB08 

2pB03 

北海道大・理

九州歯大・化学

理研・太陽光科学

贋

幸

明
経

高

合

木

野

落

鬼

小
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3 a E 1 2 

3 a B 1 2 

3 p C 1 1 

lpG04 

3pB03 

1 p D 05 

山口大・理

名古屋大・理

理研・フロンティア

名古屋大・理

九州大・教養

甲南大・理

産医大・医短

北里大・水産

京都大..

朱

稽

聡

展

子

尚

繁樹

原豊

惟昭

武比古

健

野

本

本

本

山

笠

方

方

川

岡

岡

岡

岡

岡

小

緒

緒

小



2pE05 

2pB 07 

2pB08 

3pB09 

2pA03 

1 a F 1 2 

3 p B 1 0 

1 p E 1 0 

1 p G 16 

1 p C 16 

1 a G 10 

1 p G 1 3 

2pA04 

名古屋大・農

嫁西大・薬

理研・太陽光科学

東北大・農

雄

明

男

之

鉄

正

達

隆

野

原

俣

谷

折

2aE09 

3aC-4 

! p E 02 

1 a E 05 

2aG07 

! a G 02 

岡山理大・理

明海大・歯

京都大・理

三井積物バイオ研

東京農工大・農

現.ピアス

弘前大・教育

北海道衛生研

山形大・教育

埼玉大・理工

筑波大・生物科学

次郎

節子

哲也

友彦

正広

麻理子

陽治

芳仲

良

官E
潔

藤

藤

藤

藤

議

藤

藤

藤

藤

井

谷

加

加

加

加

加

加

加

加

加

金

金

【か】

京都大・農

広島大・総科

北里大・教養

東北大・農

埼玉大・理工

筑波大・生物

彦

樹

淳

子

博

満

康

山

勝

子

子

田

金

金

金

金

鎌

3 a E 02 

3 a E 0 1 

3 a B 1 4 

2pG06 

1 p C 0 1 

3 p C 1 2 

1 a F 05 

3aE04 

1 p G 07 

!pA-2 

2pD12 

1 p C 1 1 

1 p F 1 0 

3 a A 1 1 

3aA09 

琉球大・理

九州大・教養

京都大・ .. 

大限大・蛋白研

東北大・理

近後大・農

大阪大・基礎工

岡山大・資生研

子

修

章輔

忠昭

冨三郎

弘

善三郎

道生

身延

純原

数

来

谷

野

川

西

西

西

貝

嘉

賀

角

角

掛

蔦

葺

蔦

東京理科大・基礎工

北海道東海大・生物工学

農水省・食総研弘

基知治

宏

邦

原

原

毛

笠

笠

笠

1 pE 04 

1 p F ! 4 

3 a G 06 

3 a A! 0 

1 p A -1 

! p F 03 3 p E 0 1 

2 p D ! 2 

lpA-2 

東京大・応徴研彰

岡山大・理

東北大・農

完

成

芳回

田

地

鎌

鎌

蒲

! p D ! ! 

laD08 

1 p D ! 7 

! p F 13 

国際基督大・理

東京大・理

山口大・農

大医大・産業科学研

日本たばこ生命科学研

子

治

彦

章

郎

晴

康

忠

恭

二

風間

菓子野

梶原

数回

片岡 3aD04 

! a G! 3 

3aD05 

大甑市立大・理盛一郎臨神

2 a G 03 

1 p G 0 ! 

3 a G 1 1 

2pA05 

3aA05 

3pB09 

laE05 

一橋大・生物

金沢大・理

帝京大・薬・化学

横浜市立大・木原研

東京大・教養

東レリサーチセンター

広島大・総科

農水省・生物研

英治

佳永子

明男

直人

昭彦

鎌

博

坪

出

谷

上

ロ

口

崎

口

上

上

神

JII 
)11 

JII 
)11 

)11 

1 a D 08 

3 a E 12 

ロックフエラー大

蚕昆研・生体情報部

大医大・産業科学研

国際基督大・理

章

木

矢

行

文

真

拓

允

桐

原

部

見

片

且

勝

勝

2aD05 

2aD03 

3 p C 0 1 東京大・農良5

信

嶋i
 
l
 

--E
，
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2aG06 

3aF05 

1 p C 0 9 

2 a C 1 0 

!pE03 

lpE02 

2pG02 

laB06 

信州大・理

農水省・北海道良試

北海道大・理

朗

明

之
教

藤

藤

藤

"
H
H

円
H
"

円
H
H

品
川
M

令
川
N
4
H
M

東京大・理栄藤加



3 a D 0 1 

2 pD 04 

1 a G 08 

3 aA 13 

1 a B 09 

鹿児島大・教養

3 aA 1 1 

1 pD 10 

3aF04 

3 a E 0 8 

1 p F 12 

1 a G 06 

【く】

九州大・理

早稲田大・教育

農水省・生物研

国立環境研

信州大・理

味の索中研

北海道大・薬

広島大・総科

美津代

健介

範明

源太郎

和幸

明広

浩義

かおる

隆

菅

野

楠見

楠元

久世

朽津

久保

久保

久保田

熊崎

倉石

桐

2pG02 

2pF06 

2pF05 

3aE09 

東京大・理

東京大・理

維

行

津

野

河

河 重

2 p F 07 

3 a B 0 1 

2pA05 

2pB 02 
2aB06 

富山県立大・工

横浜市立大・木原研

京都大・食研

関西学院大・理

繁樹

ちさと

邦男

阿佐子

端

端

本

盛

)11 

JII 
)11 

河

2aB07 

2 a F 01 

2aD06 

東北大・遺伝子

理研・フロンティア

名古屋大・農

林裕

美佐緒

照玩

原

野

河

神

萎

3pE05 

1a G 07 

【き】

筑技大・生物

1 a G 05 

1 a G 07 

3 p B 03 

2aB03 

2pF06 

2p F 05 
3 a E 09 

広島大・総科

関西学院大・理

広島大・総科

東京大・理

信

宣

繁

常

孝

樹

祥

田

本

岩

岩

倉

栗

黒

黒

2 a C 1 0 

2 a C 09 

2 a C 09 

2 a C 1 0 

筑技大・農林

彰

雄文

池

池

菊

菊

1 p F 1 1 

1 a G 02 

1 p G 0 1 

2 aA 01 

2pF07 

2pF05 

1 a E 1 3 

上智大・生命研

PCCテクノロジー

岡山大・理

東邦大・理

子

夫

生

彦

靖
幹
官
円
朋

岩

川

田

原

黒

黒

黒

桑

3 aA 13 

3aFI0 

2pA04 

1 p E 1 4 

1 p E 1 3 

2pB08 

2pA02 

3aE04 

2aB05 

2 a C 1 0 

北海道大・農

矯玉大・理工

放送大・生物

東北大・居襲

名古屋大・理

名古屋大・農

秋田農短大・生工研

大脹市立大・理

郎

夫

弘

枝

正

雄

親

司

嘉

純

宗

幸

博

泰

良

憲

喜久田

菊池

菊山

岸谷

木島

北 )11

北 )11

北村

2pD06 

2 p G 08 

2 aA 09 

【こ】

北海道農試

静岡県大・薬

理研・遺伝子解析

説夫

千恵子

昌広

池

池

泉

、
、
、
、
、
、

，
つ
づ
づ

2aA08 

2 aA 10 

1 a C 03 

1 p D 1 7 

1 p C 1 6 

1 p F 1 1 

2 a D 0 1 

日本たばこ生命科学研

名古屋大・農

北海道大・農

農業生物資源研

晃

治

則

宏

弁

明

泰

岩

本

田

内

小

粧

幸

河

3 p C 1 2 

3 a F 03 

3 p E 07 

1 p G 1 5 

1 p E 0 4 

1 p F 1 4 

1 a F 02 

東京理科大・理

島津製作所

近畿大・農化

岡山大・理

北海道大・理

九州大・理

大医大・蛋白研

新潟大・自然科学

農水省・果実試

愛媛大・農

筑波大・生物

宣

丘

人

陽

設

敏孝

新一郎

俊則

福燦

信

樹

宏

秀

治

知

村

和

戸

戸

藤

下

北

橘

木

木

木

木

金

木

木

木

清 村

村

山

末

1 a C 07 
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農水省・生物研誠一郎回清



1 a B 12 

2pE03 

3aG03 

1 p C 18 

1 p C I 9 

3pB04 

3pB03 

I pD 02 

1 pD 1 0 

1 p E 08 

I p F 05 

I p C I 9 

I p C 08 

I p C 07 

1 a D 1 0 

3 p B 0 I 

1 p F 1 2 

3aG06 

筑技大・物質工学

埼玉大・理工

東京大・遺伝子

関西学院大・理

金沢大・理

国立環境研

岡山理大・理

大医大・理

東京大・遺伝子

北海道大・理

【さ】

京都大 'RI

東京理大・応用生物

北海道大・理

筑渡大・生物

大医大 ・理

真

豊

文

泰

淳

朗

清

軍

爾

之

玉

好

実

智

緒

力

彦

小宮山

小向

米

藤

藤

議
矩

弘

学

弘

文藤

藤

和藤

藤

藤

藤

伯

回

山

近

近

近

呉

後

後

3 a A 1 5 

I p E 1 2 

1 p F 07 

2 a C 05 

I a A -2 

I p C I 5 

1 p E 09 

I a G 05 

1 a D 03 

岡山大・農

大手前栄専

植工研

東京大・理

名古屋大・農

鳥取大'.

三重大・生資

明治製菓・生物科学研

広島大・総科

京都大'.

和

子

子

匡

篤人

啓介

康夫

仁一郎

保亮

暁子

良

昭

淳

東

野

野

野

部

元

山

賀

久

崎

厚

河

河

河

光

甲

神

古

小

木

3aE04 

斉

斉

斉

斉

佐

2aC08 

3aE08 

3 p C 03 

2pE09 

3aA04 

1 a C 09 

2 a D 06 

2aE02 

3 a E I 4 

大医府立大・農

東京都立大・理

東北大・農

東京大・農

東北大・農

帯広畜大・生物資源、

名古星大・農

筑波大・生物

司

夫

己

彦

之

雄

俊

共

昭

克

邦

道

陣

俊

崎

柴

島

島

島

島

島

杉

、
、
、
、
、
、
、
、

j

i

l

l

-

j

j

j

 

J

J

J

J

 

1 a C 08 

I a E 06 

I a E 07 

2pA02 

2pF07 

1 a B 0 1 

1 p E 1 1 

2 p G 12 

2aC06 

2pE09 

3 a A 10 

日本女子大・生物

東京大・理

神戸大・理

祖工研

国立環境研

名古屋大'.

東北大・農

杏林大・医

農水省・生物研

和

真 紀
敦

三

子

剛

均

志

亮

啓普

幸

隆

早乙女

酒井

酒井

酒井

榊

榊

坂

坂

坂

2aD05 

1 a F 08 

2aB06 

茨城大・農

東北大・理

関西学院大・理

名古屋大 ・農

治

明

男
浩

義

智

玉

王

寺

西

児

児

I a E 1 2 

原

下

田

野

3 a F 1 3 

1 a F 02 

3 a D 01 

2 p D 0 4 

3aG05 

2aA04 

山口大・理

京都府立大・屋量

久

教

顕本

本

坂

坂

2aC08 

東京大・理

神戸大・理

夫

子

敏

直

本

浜

坂

先

3pB07 

1 aB 11 

I a B 12 

3 p B I 1 

2pB05 

3pB03 

3pE02 

1 a F 06 

1 p F 07 

1 a B 08 

2aE05 

群馬大・医

婿玉大・理工

名古屋大 'RI

新設術事業団

東京大・生産研

弘

和

樹

美

慎

裕

正

正

浜

林

林

林

林

、
、
、
、
、

パ4

パd

，川
4

，パ
e

パー

勝3aB07 

九州大・農

神戸女子薬科大

東北大・理

親

穆

善

ま

林

松

嶺駒

1 a B 0 1 1 a F 05 

1 aB 02 1 a C 01 

1 pD 03 

1 p F 06 大医大・理理真山崎
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1 a F 08 

2aG09 京都大・生物物理由里子峰



1 a F 06 

2pF 02 

2 p G 1 2 

1 p E 05 

2 a E 08 

東北大・理

広島大・理

金沢大・理

京都大・食研

東邦大・理

国立遺伝研

農水省・生物研

康

男

呑

智

子

雄

明

藤

藤 佳

幸

朋

芳

宗

回

野

野

野

島

佐

佐

真

佐

佐

佐

鮫

1 a F 03 お茶の水大・理明正回作

1 a F 0 4 

2pA09 

3aE05 

理研成井桜

3pE05 

1 a G 06 

1 a G 0 7 

広島大・総科樹直井桜

3 p C 06 

2 a C 05 

1 a G 05 

1 a E 1 2 

名古屋大・農

【し】

名古屋大・農

広島大・総科

道

松

隆

弘

動

木津

周

椎

1 a B 09 

1 p G 1 2 

2aC05 

3 p E 01 

1 p D 1 2 

3 p C 1 0 

1 p D 1 0 

1 a D 09 

2pE 01 

2 aB 01 

2pD05 

1 p C 0 4 

lpE04 

1 p F 1 4 

1 p F 1 5 

3 a A 16 

1 a E 05 名

2 p F 1 0 

2 a E 0 2 

1 p C 04 

宮崎医大・生物

近畿大・ .. 

広島大・理

広島大・総科

理研・遺伝子解析

三

成

樹

助

雄

祐

直

惣

井

岡

本

楽

崎

塩

重

重

設

篠

早稲田大・教育

名古屋大・農

筑波大・生物科学

新潟大・理

京都大・農

園立環境研

島根大・農

新潟大・理

岡山大・理

博英

英

和

孝

幸

夫

生

行

子

光

三

朗

行

公

弁

圭

桜

笹川|

佐々木

佐キ木

佐4木

佐治

佐谷

佐藤

佐藤

1 p E 0 4 

2aA09 

2aA08 

2 a B 05 

広島大・理

筑波大・生物

茂

忍

藤

藤

佐

佐 2 a A 1 0 

1 a C 03 

1 p E 0 4 

2 a A 0 9 

理研・遺伝子解析子和崎篠

2 aA 08 1 p F 1 6 

1 p F 1 7 

1 a D 0 1 

2 aA 1 0 

1 a C 03 千葉大・農英隆藤佐

3aE02 京都大・農輝真崎篠2pD03 

3aD06 3 a E 01 

3 a E 06 

2 p B 03 

1 p F 0.6 

1 p F 0 5 

lpD04 

1 p D 05 

2 p G 1 1 

農水省・森林総研

大医大・理

司

郎

健

弘

原

岡

篠

柴

岡山大・資生研三線夫坂柴

2aG06 

1 p D 15 

1 p D 16 

2 p F 02 

3pE06 

3 a E 0 9 

国際基督大・生物

広島大・理

哉

生

竹

敏

藤

藤

佐

佐

山梨大・教育

東京大・理

英

樹

智

直

藤

藤

佐

佐

静岡大・理

三井植物バイオ研

彦

輔

武

大

崎

田

芝

柴

2aA03 

3 aA 03 

2 a D 04 

1 p E 1 0 

1 p C 1 2 

3aG03 
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3 a A 05 

2 a A 05 

東京大・教養

京都大・農

事谷

彦

典

文

藤

藤

佐

佐



1 p D 0 3 

3aC-2 

2aE07 

1 p F 0 7 

2pG07 

1 p G 12 

2 p G 1 0 

3pB03 

徴工研

静岡県大・薬

姫工大・理

九州大・農

早稲田大・教育

愛媛大・理

神戸女子薬科大

明

紀

男

夫

篤

範

子

志

秀

繁

輝

斗

智

土

業

免

市

尾

進

榛

新

妓

域

同

紙

実

3aG08 

1 a D 09 

1 p C 0 1 

1 a G 0 1 

3aF03 

lpC07 

3pB02 

3aB03 

3pB05 

3pB06 

1 p C 1 3 

2 p F 0 1 

2pE03 

3pB09 

3pB03 

1 a C 0 5 

2 p B 0 8 

2aD08 

島根大・農

京都大・農

農水省・農生研

新潟大・農化

北海道大・理

東京都立大・理

均

滋郎

直人

奈津子

季

敬

回

谷

谷

谷

回

国

柴

柴

渋

渋

島

嶋

1 a F 12 

1 a E 06 

3 a A 1 2 

3 a E 0 7 

2 p G 1 2 

1 p E 01 

2 p F 0 1 

3 p C 0 4 

1 a C 06 

【す】

金沢大・理

明海大・生化学

大阪大・理

神戸大・農化

三共・農薬研

国立環境研

筑波大・生物

名古屋大・遺伝子

丈

美

笑

邦

治

淳

子

弘

七

照

由

~ 
刀て

純

昌

江

岡

次

土

ロ

貝

原

谷

浦

須

末

末

末

水

菅

菅

杉

三井植物バイオ研

九州大・理

東レリサーチセンタ一

日東技術情報センター

植工研

東京理科大・理

信州大・理

お茶の水大・理

章

土

恒

夫

功

郎

祐

碩

智威
圭

浩

裕

敏

回

回

津

村

本

水

水

水

島

島

島

島

島

清

清

昌

明

2 pA 1 1 

1 p C 06 

3 p C 0 4 

1 a C 0 6 

東京理科大・基礎工

名古星大 ・遺伝子

耕田杉

杉

1 a F 03 

1 a F 04 

1 a E 10 

1 a E 09 

護田1 a F 09 

1 a E 08 

2品C06

3pC07 

3 p C 09 

2 a C 05 

東邦大・理

名古屋大・ E基

知

夫

康

達

村

山

杉

杉

2 pA 10 

2aA06 

1 a F 06 

明治大・農

島根県農試

東北大・理

農水省・家衛試

二

里

隆

巌

民

万

宗

山

山

山

毘

杉

杉

杉

鈴

3 a B 0 5 

2 a D 08 

1 p C 04 

1 p C 05 

2 p E 1 0 

1 p E 16 

1 p E 14 

1 p E 1 5 

1 p E 1 3 

3aC-l 

婿玉大・理工

秋田県立農短大・生物

九州大・理

信州大・理

広島大・理

京都大・理

帝京大・医

大甑市立大・理

徳

美

実

豊

哉

郎

介

親

由真

克

令

浩

朗水

清水

清水

清水

清水

志村

下河原

下

清

1 a C 09 

1 a C 0 8 

1 a C 07 

1 p F 14 

1 p E 03 

3pC07 

2pE03 

2 a E 1 0 

1 a B 0 8 

東京大・農

北海道大・理

名古屋大・農

茨城大・理

筑波大・生物

局玉大・理工

憲

弘

狼

治

策

昭

章

石

英

健

浩

木

木

木

木

木

木

鈴

鈴

鈴

鈴

鈴

鈴

laA-3 

3aA07 

2 a D 0 4 

農業生物資源研

岡山大・農

基生研

三井植物バイオ研

新潟大・理

正二

友紀

英秋

由美子

善博

回

村

石

石

野

岩

下

白

白

白

白

2 p E 0 1 

1 p D 12 

2 p B 0 1 

1 a B 01 
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1 a B 02 

理研・太陽光科学

神戸大・理

仁

光
建

勝

沈

新



1 p G 1 1 

3 p C 0 1 

1 a F 0 7 

2pA09 

2 a B 0 4 

3 p E 0 4 

1 p D 08 

2 a A 0 1 

2 a C 0 3 

東京大・農

秩田県立農短大・生物

東京大・農

甲南大・理

大医大・理

東京大・理

九州歯大・生物

名古屋大・農

啓史郎

清子

信孝

正昭

康弘

陽介

有明夫

鉄子

橋

橋

橋

橋

橋

橋

浜

倍

高

高

高

高

高

高

高

高

1 pD 14 

2 p D 06 

3pE06 

3 a E 1 1 

3 p E 08 

2pA09 

2 p E 08 

2 p F 0 8 

東京大・農

東邦大・理

山梨大・教育

山形大・教育

静岡大・農

東京大・農

東北大・農

東京医科大・微生物

宏一郎

恒平

章方

隆

也

之

人

次

達

啓

正

修

木

木

木

木

木

木

木

回

鈴

鈴

鈴

鈴

鈴

鈴

鈴

角

2aA02 

1 a B 07 

1 a E 1 1 

1 aB 05 

1 a E 0 3 

名城大・理工

九州大・理

洋

建一郎

昭倍

宮

高

高

3aG04 

1 p C 04 

1 a B 02 

3 a E 1 0 

【せ】

東京都立大・理

京都大・農

神戸大・理

筑技大・生物

岡山大・農

ひろ子

明

博

之

郎

敏

弘

次

原

戸

本

谷

清

関

関

関

関
3aB05 3aGI0 

1 a E 02 

1 a C 04 

2aD08 

1 p D 1 5 

2pF02 

3aE02 

3 a E 0 1 

2aB06 

京都大・理

PCCテクノロジー

広島大・理

ぶ

策

進

のし

真
山

山

尾

高

高

滝

3 aA 1 5 

1 p C 0 1 京都大・農責田千

2 pA 1 0 

2pG02 

1 a B 06 

1 aD 09 

【そ】

東京農工大・農

東京大・理

洋

毅

島

池

副

圏

1 a D 05 

1 p F 1 0 

3 a F 0 1 

関西学院大・理

農業生物資源研

農水省・野茶試

埼玉大

北海道東海大・工

東京大・教養

京都大・農教

三

郎

子

幸

慶

哲

敦

正

裕

本

倉

市

内

内

内

重

漉

田

武

竹

竹

竹

竹

島根大・農

大医大・理

暁

司

公

家

部

園

国 1 p F 05 

【た】

名古屋大・理

日本医大・生物

英

誠

武

真

浦

市

田

高

3 a F 0 2 

1 a F 1 2 

2aA05 

1 p C 1 5 

2pF03 

3 a E 04 

2aC08 

東京学芸大・生物

大医女子大・基礎理

名古屋大・農

名古屋大・農

京都府立大・生科

彦

作

美

真

穣

剛

幸

恵

回

田

葉

回

回

武

竹

武

武

竹

3aB04 

3pBOl 

3pB02 

3aG09 

3aC-2 

3aE03 

3aA07 

1 p G 0 3 

1 p G 0 2 

2 a C 0 1 

基生研

福井工大

嗣

仁
恭坂

沢

回

3pE06 

1 p E 07 

1 a C 0 4 

鳴門教育大・自然

大医大・教養

神戸大・理

徴工研

京都女子大・家政

山梨大・教育

東北大・理

京都大・理

武

吾

宏

優

進

慎

敏

子

文

二

久

3 a G 1 0 

香川大・農

岡山大・農

行

郎

茂

幹

島

田

田

田

多
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1 p G 1 4 

東京学芸大・教育

京都大・居量

淳

恭

尚

昆

昭

英

沖

木

木

木

桑

崎

瀬

瀬

取

橋

橋

高

高

高

高

高

高

高

高

鷹

高

高



2 a G 08 

2 p D 0 1 

1 a E 01 

2 a G 09 

京都大・理夫英辻3 aA 1 5 

3pC02 

2 p D 0 1 

3 pB 1 0 

1 a E 0 1 

東京大・応微研

京都大・理

光

歩

木

中

立

田

1 pD 04 

1 pD 05 

2 p G 1 1 

2 a E 0 1 

甲南大・生修中

1 p G 07 

3aA05 

大医府立大・ 5量

生理研

東京大・応徴研

東京大・教養

福山大・工

孝

雄

夫

滋

夫

懲

泉

幹

本

弁

筑

井

弁

辻

筒

都

坪

壷

3aE04 

3aE03 

1 p D 1 0 

2 p G 12 

3pE08 

2aA04 

国立環境研

静岡大・農

京都府立大・農化

浄

明

介

邦

圃

中

中

中

回

回

回

3 a F 1 1 回

1 p C 03 

1 p C 02 

1 a G 02 

3 p E 0 5 

3 a G 09 

崎玉大・理工

広島大・総科

神戸大・自然科学

基

陽

健

誠

谷

崎

見

円

鶴

鶴

2 a C 0 8 

3pE07 

1 p E 1 6 

2 a C 0 1 

3aG07 

2 p G 02 

1 a C 05 

1 p E 06 

1 pE 0 7 

2 p G 1 0 

2 a E 02 

【と】

愛媛大・理

大阪府立大・農

鴻

寛

山

海

遠

渡

3 a E 1 1 

3 a B 1 3 

【て】

名古屋大・農

東京大・理

組工研

東北大・理

文

郎

枝

拓

修

理

農水省・果実試

大医市立大・理

香川大・農

西宮植物生産研究

広島大・理

京都大・理

農業生物資源、研

京都大・農

名古屋大・農

大医大・産研

東レ・基礎研

名古屋市立大・教養

山形大・教育

富山大・理

山形大・理

塚

島

田

村

手

寺

寺

出

1 p C 04 

1 a E 0 1 

3 a E 06 

2 a C 0 5 

1 a D 08 

3pB09 

2 a G 02 

2 a C 0 4 

敬

晃

耕
二

俊

憲

人

之

章

隆

行

次
口

俊

義

喜

文

光

克

隆

英

広

典

憲
志

明

昭

回

田

田

中

中

中

中

中

中

中

垣

回

沢

村

本

畑

村

野

回

田

谷

谷

谷

谷

谷

田

回

田

丹

2 p F 09 

1 p C 08 

1 p C 07 

1 a E 07 

3 a G 0 1 

2pB04 

2aB07 

北海道大・理

大阪大・理

基生研

理研・太陽光科学

関西学院大・理

理研 .FRP

精

賢一郎

哲

恵

治

光

伸

健

岐

田

富

富

高

沢

土

徳

徳

徳

戸

富

2 a G 0 1 

1 p G 0 8 

2 p A 02 

1 pD 14 

2pD09 

3 p C 0 1 

1 p C 1 8 

1 p C 1 9 

【ち】

東京大・応徽研

日本女子大・生物

東京大・.

平

以

男
徳

充野

張

趨

茅

2aF04 

2 a F 03 

1 p G 03 

1 p G 02 

1 a G 08 

2aB03 

2 a B 02 

平安女学院短大

鹿児島大・教養

広島大・総科

人

み

則

義

る

喜

永

永

島

富

富

豊
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1 a F 0 1 

3 a F 1 1 

3 a F 12 

ク

物
テ

生胞
一
細

--aa
け
リ
ノ

つ

サ

研

【

一

生
ナ

基

義正

竜

原

木

塚

槻



3aC-3 京都大・理哉主主山中1 a E 05 

1 a C 0 5 

I a C 0 4 

2 p F I 0 

I p F 1 5 

2 a G 07 

筑波大・生物

北里大・教養

啓子

建二郎

居

家

鳥

道 3 a E 03 

I p D 03 

I p E I 5 

1 p F 0 2 

2p F 0 6 

I p F 0 I 

2 p F 07 

3 p E 04 

2 p F 03 

2aF05 

甲南大・理

神戸大・理

大医市立大・理

大医大・教養

東京理科大・理工

東京大・理

緩

潔

勉

子

行

行

普

玲

秀

敏

山

弁

井

井

島

田

中

長

永

永

長

長

1 p C I 8 

I p C I 9 

3 a G 03 

【な】

東京大・遺伝子哲藤内

1 p E 1 4 

3 p E 1 0 

I a D 0 I 

大限市立大・理

名古屋大・農

千葉大・農

子

樹

毅

朋

直

弘

j

j

j

 

中

中

中

理研 .FRPあきら谷長2 p D 03 

3 a D 06 2 a F 0 2 

2aF04 

3 p C 1 0 

1 p D I 0 

2 a G 05 

京都大・農

国立環境研

名古屋大・農

神戸大・農

生

樹

司

司

幸

俊

英

隆

野

取

原

森

永

名

南

南

I a F I 3 

3aG02 

2 a B 07 

1 a D 03 

3 aA 0 I 

I a B 0 I 

I a B 08 

3 p C 1 2 

1 a G 0 8 

I p D I 5 

3 p B 04 

2 aF 02 

【に】

鹿児島大・農

神戸大・理

埼玉大・理工

広島大・理

神戸学院大・人文

関西学院大・理

東京大・農

甲子園大

毘児島大・教養

子

広

司

弘

郎

直

鐙

戸

孝

友

栄

直

子

弘

彦

川

城

崎

崎

漂

沢

瀬

谷

西

西

西

西

西

西

西

西

西

3aD02 

I p C I 7 

1 p C I 4 

3 a F 0 6 

PCCテクノロジー

横浜市立大・生物

関西学院大・理

岡山大・理

岡山大・理

岐阜大・教養

名古屋大・農

俊

美

雅

秀

治

紀

朝

明

清

人

子勝

恭

中河原

中沢

中塩

中島

中堀

中村

中村

I p C 1 7 

I p C 1 6 

1 p C 1 5 

1 p C 1 4 

2 p D 09 

3 a E 09 

名古屋大・農

東京大・農

琉球大・教養

日本女子大・生物

研

進

宗

輝

村

村

村

村

中

中

中

中

I a G 0 9 

3aA07 

3aAO.8 

基生研良日

和

生回西

2pA02 

2pA08 

1 p E 1 3 

I p F I 7 

I a F 1 3 3aA04 

I a D 09 

I a F I 1 

3aF08 1 a D 0 4 

3 a F 0 7 

2pA 07 

1 p D 03 

3 a F 1 1 

北海道東海大

キシダ化学

基生研・細胞生物

弘行

まゆみ

幹夫

村

村

村

西

西

西

-289-

大日本インキ

名古屋大・理

基生研・細胞生物

秀治

昌宏

L 、くこ

橋

原

村

西

西

西

3 p C 1 1 

1 a E 08 

3 a A 1 0 

I a B 08 

1 a D 04 

I p F 1 4 

大医工大・一般教育

横浜市立大・生物

PCCテクノロジー

甲南大・理

東邦大・理

農水省・生物研

慶応大・理工

埼玉大・理工

農業生物資源研

東京大・農化

友

紀

規

浩

雄

尚

運

樹

奥

行

準

樹

郎

繁

子

真

保

善

村

村

村

村

村

村

村

本

山

山

中

中

中

中

中

中

中

仲

中

中



2pD 07 

2pD08 

3 p C 1 1 

2p F 08 

2p F 09 

2 a C 06 

横浜市立大・木原研

大阪市環科研

帝京大・医

嗣

篤

仰沼

谷

谷

蓮

長

長

3aF08 

3 a F 1 2 

3aF07 

3 a F 09 栄

3 a F 1 0 

3 aA 13 

2aC05 

1 p F 0 1 

2aDOl 

1 a C 0 7 

1 p D 1 1 

2pG07 

3 a G 10 

1 pD 1 7 

1 p F 1 3 

2 a C 07 

名古屋大..

成城短期大

農業生物資源研

治

盛一郎

信吾

俊谷

津

長

馳

畑

3 a B 1 2 

3pBOl 

3pB06 

山口大・農

九州大・農

岡山大・農

日本たばこ生命科学研

日本たばこ・積物開発

名古屋大・農

東北大・農

和顕

晶 二

正

之

陽

行

彦

典

和

俊

畑中

波多野

被多野

羽深

浜岡

浜田

早川

1 pE 1 6 

3pE03 

東京理大・応用生物

北海道大・工

東京大・生産技術研

大医市立大・理

名古屋大・理

九州大・理雄

正

宜

孝

哉

夫

光

行

賢

佳

真

康

村西

村

村

山

脇

羽

西

西

西

西

丹

3 p C 0 5 

3pC08 

【ぬ】

日本ゼオン夫達沢沼

3aD03 

3 a D 05 

1 p C 1 7 

1 a G 1 0 

名古屋大・農

京都大 ・木研

司

久

浩

隆

林

林

3 a E 08 

2pB 09 

2pD 09 

1 p C 1 9 

2aG04 

基生研

東京大・農

則

昭

秀

浩

林

林

2 a A 07 

1 p G 06 

lpC07 

2aD08 

3aF04 

【の】

東京都・農試

大医成人病センタ一

明治製菓・薬総研

信州大・理

貴

二

平

之

修

宙

雅

ロ

坂

民

末

野

野

野

野

laC03 

3aB02 

3aB04 

3 a E 06 

1 a G 04 

3 a A 1 2 

名古屋大・農

理研・遺伝子解析

通産省・徴工研

八千代国際大

京都大・農

高知大・理

神戸大・自然科学

筑技大・生物

信

正

圭

誠

明

之

峰

朋子

久富美

宏

回

島

高

田

回

林

林

原

原

原

原

原

原

3aF05 

2pA05 

1 p G 1 5 

1 a F 0 7 

1 a F 09 

横浜市立大・木原研

愛媛大・ .. 

秋岡県立農短大・生物

彦

浩

和

港

回

並

村

野

野

野

2pG03 

1 p C 0 4 

【は】

北海道大・低温研

広島大・理 3aG06 

1 p E 0 4 

1 p F 1 4 

3 p E 0 1 

2aC09 

2 a C 1 0 

3 a G 08 

3 a F 01 

3 a F 02 

東京大・理

筑波大・生物

島根大・農

工学院大・工

枠

朗

也

鈴

甲

幹

克

美

図

沢

場

場

韓

半

馬

，馬
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3aG09 

3aF03 

2pF 04 
3pB03 

1 a E 1 0 

1 p G 1 5 

1 a G 02 

岡山大・理

神戸大・理

新潟大・農化

東京大・教養

関西学院大・理

却を玉大・理工

愛媛大・農

埼玉大・理工

八反田幸子

服部悦子

萩原健康科学

橋本昌子

橋本 徹

橋本憲明

箸本春樹

橋本秀樹

橋本光広

橋本 康

橋本洋



3 p C 1 2 

1 p D 1 6 

1 a D 08 

2 p E 0 3 

1 p D 13 

3 p C 02 

2 p F 1 0 

1 p E 0 6 

1 p E 07 

3aC-2 

1 p D 0 1 

1 p F 1 5 

3 a A 1 6 

【ふ】

大医大・蛋白研

広島大・理

大医大 ・産業科学研

東京大・応徴研

澄

子

郎

哉

康

俊

秀

瀬

弁

湾

胡

深

福

福

1 a C 0 2 

3pE08 

広島大・総科

東北大・理

功

穂

回福

福

2 a D 02 

1 p C 03 

1 p C 02 

2 a E 0 2 

2aE03 

名古屋大・理

1【ひ】

静岡大・農

基生研

鹿児島大・理

大阪府立大・農

福山大・工

美

宏

弘野

藤兵

東

東

東

久 岡

宮

坂

郎

也

賢

正

四

雅

泰

裕回

2pA02 

2aB02 

1 a G 0 7 

鍛工研

日本女子大・生物

広島大・総科

広島大・総科

東工大・生命理工

筑波大 ・生物

二

子

聡

子

宏

正

津世

義

伊

裕

佳

回

地

原

原

森

福

福

福

福

福

藤

2 p F 09 

3aA14 

1 p E 0 9 

2 p E 0 7 

2 p E 06 

2 p E 09 

3 a E 08 

近畿大・農

横浜市立大・文理

明治製菓・生物科学研

東北大・農

薫

徹

昌

純
秀

延

堀

日高

日出間

久

久

東北大・農

名域大・理工

士
口
隆

康日向

日比野 1 p F 1 6 

1 p F 1 7 

3 a E 1 0 

1 a B 07 

1 a E 1 1 

2 p F 0 5 

2pA09 

3 a E 05 

東京大・理

理研

理研

京都大・理

2 p D 0 5 

2 a C 0 3 

岡山大・理

大医大・理

基生研・細胞生物

誠

三

三

雄

宏

嗣

正

昭

久

修
祐
益
田

江

岡

岡

沢

茂

田

回

藤

藤

藤

議

議

藤

藤

藤

1 a B 05 

2 a E 06 大限府立大・農夫道野姫

2 a E 05 

2pA04 

1 a E 1 0 

秋田農短大・生工研

埼玉大・理工

子

夫

啓

哲

諸

山

日

槽

1 a E 0 9 

1 a B 08 

lpB-l 

1 a F 1 0 3 a B 07 

3aB09 

1 a E 04 

2 a C 0 2 

lpB-2 

3aD07 

1 p G 1 2 

2 a F 0 5 

2 a F 0 1 

3aB08 

彦回

1 a B 0 8 

1 p G 1 6 

1 a F 1 2 

1 a C 0 5 

2aB06 

1 p C 1 8 

日本石油

関西学院大・理

東京大・農

九州大・理

早稲田大・教育

理研・ FRP

宜充

ちづる

徹

市

敬

樹

拓

雅

本

原

原

施

旗

谷

藤

藤

藤

布

降

古
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1 p G 1 3 

1 p E 0 5 

3 p B 09 

2 a E 06 

2pF03 

1 a F 0 1 

3 p C 03 

1 p E 0 1 

3 p B 05 

名古屋大 ・農

埼玉大・理工

東京農工大 .sl

東京学芸大・生物

東京電力・技術研

国立遺伝研

東レリサーチセンター

大医府立大・農

岡山大・理

上智大・生命研

ナーサリー・テク

東北大・理

北海道大・理

東京都立大・理

志

美

正

子

篤

之

彦

裕

行

夫

保

子

郎

光

篤

裕

明

博

昌

智

治

秀

孝

咲

哲

雅

井

岩

沢

野

野

野

野

橋

松

川

沢

瀬

瀬

回

平

平

平

平

平

平

平

平

平

広

広

広

広

広



3 a B 03 

3pB05 

3pB06 

3aF06 

東京都立大・理美克滞松2 a F 02 

2 a F 0 4 

名古屋大・農

農水省・生物資源研

健

信

岡

岡

松

松

2 a F 0 3 

3pC07 

3 p C 0 6 

3 p C 0 5 

3pC08 

1 p E 02 

1 a G 02 

3 p C 1 0 

1 a E 0 6 

筑波大・生物

崎玉大・理工

大医科学教育センター

京都大・農

大医大・理

弓

久

志

吏木

島

仁

隆

、
日
、
t

b
崎
、
白
人
川
崎

剖

t
1

釘
KLr

剖

r
l
U
R
ι
1

釘
R

，

田

野

原

2aD04 

1 a G 05 

【ほ】

三井植物バイオ研

東京大・農

金沢大・理

高砂リサーチ

大限市立大・理

良

造

哲

子

亨

友

岱

洋

隆

月

名

井

尊

都
世
宝
星
細
保 1 a G 1 2 

1 a G 1 1 

1 a G 1 3 

1 a E 07 

央3 a F 04 

2 p D 0 1 

信州大・理

京都大・理

名古屋大・農

彦

紀

夫

彰

忠

秀

谷

回

保

本

本
2 a C 0 3 

1 a F 02 

1 p G 14 

1 p G 11 

3 a G 02 

岡山大・資生研

農水省・生物研

京都大・農

英明

万紀子

徹

本

本

藤

、
宮
人
4

明
町

制
'

t

釘
R

，

1 a F 1 0 

【ま】

東北大・農

国

1 p F 1 2 

1 aA-l 

横浜市立大・理

北海道大・理

神戸大・農

勝司

理一郎

滋志

鍋

鍋

山

真

真

真

3aD04 

2 p E 07 

2pE06 

2pE08 

2pE09 

1 p E 1 4 

彦忠前

3aB06 

3aC-3 

3 a F 1 0 

【み】

京都大・食研

京都大・理

名古屋大'.

高知大・理

玲

司

清

俊

撃

浩上

木

米

三

三

水

3 a B 07 

1 a G 03 

1 a G 04 

2pA07 

1 p G 1 1 

新技術事業団

京都大・農

日本福祉大

名古屋大・居是

也

治

子

彦

純

正

暁

克

田

谷

谷

野

野

水

水

水

水

2pE07 

2pE06 

2pE08 

2 p E 09 

1 pD 1 5 

1 p D 1 6 

1 a F 07 

大限市立大・理

奈良農試

東京大・生研

東北大・農

美

之

幸

周

裕

寛

広

JII 

JII 
田

野

前

前

前

牧

広島大・理

秋田県立農短大・生物

雄

清

秀井

回

桝

増

2 aA 01 

2aA02 

1 p F 08 

1 a C 03 

2pG07 

1 a E 08 

2 pA 11 

3aF03 

2aG04 

大医大・理

理研・遺伝子解析

九州大・農

東邦大・理

名古屋大・遺伝子

新潟大・農

名古屋大・ .. 

孝野

剛

達

嗣
泰

武

真

敏明

伸一郎

水

溝

溝

密

口

田

三井

三ツ井

光永
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1 a F 09 

2 a G 09 

1 pD 1 7 

1 a G 1 1 

京都大・理

日本たばこ生命科学研

大医市立大・理

建

税

雄

田

回

増

増

増

1 a G 1 3 

1 a C 02 

3pE03 

1 p D 1 1 

3 a D 05 農水省・食品総合研

名古屋大・理

山口大・農

員。

芳

亮

泰

健

田

井

田

国

場

町

松



1 a C 08 

3 p C 0 8 

1 p E 1 1 

1 p G 14 

1 a D 0 5 

1 p F 04 

3 a A 07 

2 p B 09 

3 a A 06 

3 a A 08 

農水省・果樹試

樋工研

京都大・農

農水省・農生研

東京都立大・理

基生研

ゆり子

誠

治

維

隆

夫

イ申

孝

上

瀬

田

回

国

田

村

村

村

村

村

村

紀

3aA04 

1 a C 0 2 

2 p G 1 0 

3 aA 14 

2aG08 

2pA03 

2aG03 

住友化学宝塚総研

愛媛大・理

哉

郎

俊

徹

中

山

村

村

【も】

横浜市立大・文理

京都大・理

大甑府立大・総科

桂

樹

英
英

好

月

谷

谷

望

桃

桃

3aA16 

2pB 07 

1 a C 0 5 

1 p F 02 

1 p F 0 3 

2 a B 07 

3pB08 

3 a G 0 1 

3 p B 06 

3pB03 

3aA16 

3aB02 

1 p D 0 7 

1 a F 14 

1 p C 1 1 

1 p C 0 6 

1 p D 1 3 

3 p C 02 

1 p D 1 7 

2pA03 

2 a G 03 

筑波大・生物

東京理科大・理

京都大・理

東京都立大・理

大医大・産研

広島大・理

敏

智

樹

雄

喜

宣

真

隆

利

芳

橋

橋

JII 

雪

三

三

南

南

峯

峰

関西学院大・理

基生研・細胞生物

幸

守

広野

室

一一

筑波大・生物

通産省・徴工研

京都大・食研

農水省・農生研

東京理科大・基礎工

明

淳

弘

時

力

布

続

尚

城

宅

宅

崎

崎

宮

三

三

宮

宮

海洋パイオテク遠重地宮

3 p E 1 1 

3pE09 

1 a D 02 

基生研 ・情報制御志仁森

日本たばこ生命研

大医府立大・総科

司

助

雅

健

野

本

宮

宮

3aF12 

3 a F 1 0 和歌山大・教育

茨城大・農化

子

勝

典本

本

宮

宮

1 p C 04 

lpD02 

1 p D 04 

1 a C 02 

1 pC 1 1 

1 p C 06 

1 p C 06 

岡山大・理

大医大・産研

広島大・理

金沢大・理

京都大・理

名古屋大・理

東京理科大・薬

樹

幸

道

進

人

輝

寛

宏

博

弘

重

豊

森

森

森川

森ケ崎

森田

森部

守屋

2 a D 05 

1 p C 03 

1 a F 0 2 

1 a C 0 1 

3 a F 0 4 

東京理科大・薬

【や】

福山大・工

農水省・生物研

東北大・抗酸菌研

信州大・理

宮崎大・教育

字出津高校

美

信

芳
治

明

明

斉

子

治
寛

孝

方日屋

柳下

矢崎

安井

安田

八ツ橋

谷内口

守

3 a F 06 

2 p D 10 

2 p D.l 2 

1 p G 08 

1 p D 1 3 

lpA-2 

3 a B 0 1 

3 p C 1 0 

3 a B 07 

【む】

名古屋大・農

東京大・応、微研

夫

志、

藤

尚

本

藤

椋

武

富山県立大・工

京都大・農

基生研・細胞生物

司

彦

男

忠

宣

明

井

井

上

村

村

村

3 a B 08 

3 a B 09 
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2aA06 

2aA07 

1 a C 09 

農水省・生物研局上村



3 a D 04 1 a G 0 1 

3 a D 05 

2 p D 1 0 

1 p D 0 1 

1 a D 07 

【よ】

熊本大・理

大医府立大・農

慶

穂

志

明

湯

横

3 a G 07 

2 a E 0 1 回3aC-5 

2 a E 0 2 

2 a E 03 

【ゆ】

東京大・応徴研

東工大・生命理工

志、

熊

高浅

本

湯

湯

1 p G 08 

2pD 02 

2pD02 

1 p G 1 0 

1 p C 06 

2aG04 

3 a B 1 2 

3 p B 06 

3 p E 1 0 

3aC-5 

農水省 .11量生研

東京大・応徴研

東京都立大・理

神戸大・農

神戸大・農

名古屋大・農

東京理科大・基礎工

名古屋大・農

名古屋大.~襲

名古屋大・農

九州大・理

北海道大・工

名古屋大・農

13 
Eヨ 裕

勇

輔

雄

士

平

恵

二

子

記

雄

巌

野

部

内

内

形

木

岸

大

清

一一
裕

昭

理

淳

文

雄

秀
日

口

口

矢

矢

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

崎

崎

崎
2 a E 04 健山

2 a E 06 

2 a E 05 

2p F 09 

3 a F 1 0 

2 p A 09 

2 a G 0 1 

3 p E 1 1 

1 p C 1 0 

山梨医大

帝京大・理工

記

雄

貞

孝

田

田

横

横

1 p G 1 0 

3 p C 1 2 

2 p B 06 

1 p C 0 4 東京大・農横 1 p C 1 8 

1 p C 1 9 

3 p C 11 

1 p G 06 

1 a E 08 

3 a E 06 

奈良女子大・理

大医成人病センター

東邦大・理

熊本大・理

京都大・農

農水省・森林総合研

北海道大・低温研

美

清

文則

国二郎

和市

和正

静夫

優

英

田

村

川

崎

玉

回

。回

償

士

口

士

口

士

口

士

口

士

口

士

口

3aG03 

1 p F 1 3 

2 a D 07 

3 a B 1 4 

laA-4 

名古屋大・農

大医大・ RIセンター

筑波大・生物

広島大・理

名古屋大・農

東京大・遺伝子

琉球大・理

農水省・野菜茶業試

日本たばこ・植物開発

広島大・工

岡山大・農

お茶の水大 ・理

睦

仁

生

平

貌

哉

義

史

美

子

裕

隆

治

穂

哲

菜

稔

尚

博

尚

博

茂

崎

下

下

下

下

下

城

路

山

山

山

山

山

田

回

回

山

山

山

山

山

山

山 2 p G 04 

2 p G 03 

lpA-4 

3 a A 1 4 

3 a G 0 2 

東京工大・生命科学

横浜市立大・生物

名古屋大・農

九州大・農

右賢

裕二

符紀子

尚

回

=と
ロ

ゴ=
口

吉 田

与志平

田

田

1 a F 03 

1 a D 0 9 

3 a F 1 1 

2 aA 05 

1 p D 0 1 

3 a A 09 

1 a F 04 

3 p B 1 1 

2 p B 05 

1 p E 07 

3 a D 06 

2pG07 

1 p C 0 3 

1 a B 02 

東北大・理

千葉大・闇芸

九州大・農

福山大・工

神戸大・理

彦

彰

誠

彰

佳

敏

倫

里

村

村

元

田

山

士

口

士

ロ

士

口

依

米

3 p B 03 

3 p B 1 1 

3 a E 03 

3 p C 03 

2pA04 

1 a E 13 

大日本インキ

東京大 ・教養

京都大・農

東工大・生命理工

農水省・食総研

神戸女子薬科大

九州大・農

甲南大・理

農水省・森林総研

東北大・農

岡山大・理

東北大・農

正治

晃弘

康之

健生

弘恭

由美子

晃市

哲郎

直樹

浩

泰

行

回

田

田

中

西

野

本

本

本

本

本

谷

回山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

3 a D 0 3 
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【り】

李 海航新技術事業団 2pA07 

李 育慶名古屋大・遺伝子 1 a C 06 

李 育民名古屋大・遺伝子 3 p C 0 4 

【わ】

若林和幸香川大・教育 1 a G 06 

脇内成昭神戸大・共同研究 3 a A 1 2 

和気仁志ぺんてる・中央研

渡辺 昭名古屋大・農 2 a C 0 7 

1 a E 1 2 

3 a F 1 3 

lpB-4 

渡辺紳一郎農水省・生物研 2aA07 

渡辺 正 東京大・生産研 1 a B 1 1 

3 a B 0 7 

1 a B 1 2 

渡辺正勝基生研 3aG06 

和田 敬四郎金沢大・理 1 p D 02 

1 a E 1 2 

和田正悟大医府立大・農 2 a E 0 5 

和田信英 ケイ.アイ研究所

和田 元基生研 2 p B 0 9 

3 a A 06 

lpA-5 

和田正三東京都立大・理 1 p F 04 

3 a G 0 4 

和田義彰三岩エンジニアリング

和田野晃大医府立大・農 2aE06 

2aE05 

R
U
 

Q
u
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L
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ノずイオテタログL-GKはじめ、
最先端の研究分野に対応する倒立型システム原級銭。

d 

機

‘ 
製品写真I.tIMT-2に側ナリシゲ製のマイクロマニピュレーターを組み合わせたものです。

〈仕機〉・12V・50WiIi甥度ハロケ.ンランって

位相制御銅光方式、パーグラフ式Vメー

ター表示付・ステージ最大ストロークX方

向IIOmmXY方向76mm・位相差、落射

蛍光、微介干渉周各対物レンズ・コンデ

ンサー(LWCO、ULWCO)

未知合ひGぐJe学技術

5種の検銭法を同時に取り付けら

れる、倒立型システム顕微鏡で丸

明視野検鏡をはじ臥位相差、蛍光、

ノマノレスキー、そして簡易偏光。L、ず

れの検鏡法もワンタッチて、切換えが

可能で丸また、両端支持構造によ

る固定式ステージは安定性に優れ

マニヒ与レーション等の微細なテク

ニツクを駆使て、きます。IMT-2Ii、

今までになL、新しし、システムをもって、

先進の研究分野に大きく貢献い

たします。

・5種の検鏡法を同時に装着可能、装置

付け換えなどのわずらわしさから解放され

ま1九

-コンデンサー部は、ハネあげ・スウィング

アウkn2つの機能をもっています二標本の

装着やインジェクションシステム等の取付

けが容易になりました。

・IXと1.5Xの中間変倍装置を内歳。

・ステージ上面での標本移動などが楽

に行なえる愚適なステージ高さ、27伽開。

・独自のマルチ鏡筒システム(オプション)

て:映像システム(3伊mカメラ、大版ポラロイ

ト"TV装置、 16mmシネなど)が鉱がりますL

額融鏡・内視鰻・霊標瞳・カメラ~<1)光"総会メ カ

OLYMPUS 
オリシパス光学工蟻練式会社

販売元検式会社オリニ11'fス

カ1夕pログ.パン7レ
干l川01車車都千代回区神唄駿河古3-4(繍.名館ビ的Jルレω) 
TEL.Oω3(位25引1)河8971へ



TaKaRa 
10 

PCR法関連製品
基礎研究カ、ら応用研究まで・.....

TalくaRaは、PCR法の活用を全面的にパックアップしま菅b
目的DNAの迅速・大量コピーを実現したPCR法。

いまや、分子生物学の基礎研究ばかりでなく、医学、法

医学、考古学など犠々な分野で脚光を浴び、積極的に

活用されていま1九

TaKaRaでは、PCR法の自動化システムおよびその関連試

薬を販売するとともに、 PCR法を効率良〈行うための情報

サービスを行うなど、全面的なサポートに努めておりま抗

E冨 TechnicalN盟国・・・・・
DNA Amplification Systemをお買上げの方に、当社研究所

が収集した自動PCR~去に関するデータを配布しておりま1九

E園~置置置望cl.錯量nMiI回

著者:Cetus社 Henry，A. Erlichら
85判 246頁定価 6.∞0門(消費税込み)
基礎研究、医学、考古学および法医学におけるPCR5:去の技術

と方法論、また広範な応用を詳細に記述した書です。

東京事務所 名古屋支J吉

-且~F!w!JijJ亘filI画面IílI'市同図面E・・・
PCR法を自動的に行うための本体装置DNAThermal Cycler 

と、耐熱性DNAポリメラーゼ AmpliTaqTMを含むGeneAmpTM

Kitから構成。

E孟旦S国画監圭謹週・・・・・・・・・・・
AmpliTaq ™ (耐熱性DNA;f，リメラーゼ)
・λgt10/11 Primers ・OncogeneProbes & Primers 

・DNACustom Synthesis 
・その他各種製品開発中

大阪支庖
A宝酒造株式会社

バイオインダストリー繰 バイオインダストリー課

而陶陥 TEL03~71~553 TEL052・586-0136

バイオインタ.ストリー課

TEL06-374-1685 

FAX06-374-5457 |BIOMEDICALSI FAX03・271・7282 FAX052・565・1495

0012 



世界を駆f1るサ力タの優良種子は ai言胃主孟
最新のパイオ技術から生まれます‘血血雌血F

本社:干232横浜市南区永田東3-ト7
T E L (045) 715-2111 (代)

サカタは従来の支配育種法と最新のバ

イオテクノ口ジーをドッキング，新晶種，

ニュータイプの育成に努めています.

また，植物生理を踏まえて，より優れ

た発芽率，発芽勢を備えた"プライミン

グ種子uを，ほうれんそう，パンジーをは

じめとする各種の野菜や花で実用化し，

生産者から大そう喜ばれています.

株式会社サカタのタネ

報処理印刷
山一一ー 一闘聞鵬剛鵬働側醐欄闘欄剛剛院笥詰?竺ーー一一目『山一“ご繍剛 一一一一ニ:一二

ワープロ・データベース フロッピ-・磁気テープが印刷へ直結

中西印刷株式会社
取締役社長中西 亮

京都本社 602京都市上京区下立売通小川東入ル
tel.075・441・3155fax.075・441-3159

東京連絡所 113東京都文京区本郷一丁目21-5
tel.東京03-815-7465



紡ご2身l/~戸前。メヲノρ
岡山駅からす?の立地条件。運動公園の緑に包まれたホテルは、一流のシェフ自信の料理、最新の設備がいっぱい。

議え

-やすらぎの空間演出を基本に、大きくやや
低めのベッドを配した落ち着いたインテリア
感覚の洋室。

-水のオプジェと純日本庭閣のある広々
tした 1Fロピー -大小あわせて11の宴会場。大宴会場なら

1500名様(パーティースタイル)までごゆっ
〈りお過しいただけます。

r;o;五7ιの分子的基礎
化学分類学

桃苔好英著 A5判・ 265頁 価 3，300円
生物体の分子的組み立てられ方については、歴史的な由来を担っ

ている。進化の動力学を自然選択・適応・隔離のような外部的な面

と、生体構成物質の性質にもとずく内部的な面との両面から論述。鏡山
血一旦
U シダ植物の胞子

シダ類の生殖
益山樹生著 A5判・ 200頁 価2，060円
特に同形胞子シダ類の受精様式を遺伝学的視点から論述。

蘇 類の検索
関根雄次著 A5判・ 320頁 価 3，090円
辞類の分類を属分類の検索表により、つぎに各属ごとにあげであ

る種検索表により検索分類。各種ごとの参考文献は研究者に至便。

講
座
・
現
代
植
物
学

書館
東京・板橋・東山町52-1

TEL 03-3972-4843 

日本産



A円GUS-10(アルガスー10)イメージプロセッサは、生
物顕微鏡用に開発された画像処理・解析装置です。
お手持ちの顕微鏡用テレビカメラと接続することにより
手軽に、しかも低価格で、高面質な顕微鏡観察・解析が
実現できます。画像処理機能に加え、数々の計測機能を
備えていますので、不鮮明な顕微鏡画像をリアルタイム
で画像政善し、試料の直径、面積、移動距離などを計測
することができます。

イメージプロセッサ。....￥900.000
(モニヲ、顕微鏡、テレビカメラは別売)

生物顕微鏡画像一高昂賃観察・解析装置

US-IDイメージプロセツサ
訴極東トニグ又株式会粧
システム営業部告(053)452・2148
東京支后 ft(03)3436・0491
大阪営業所 ft(06)271-0441 



rt・.....c
O/}、容器試関53呪謀本位で、6安心.ノ

必殺毎換
点角間常ト

ユニット恒遇措
サーモミンダー:"'SD
サーモミンター EX

ei也 、水位(45mm)でも、安全に使111.

-テンキー入力亡す〈・れた操作性.

・安心して連絞運転できる給水ノルレ付ふ

{自動給水可能)

・タイマー織舵により、待ち時間なしで使用可能.

(EXタイプのみ}

o初土にl念ひとクじめ振と治通話:;;??で
車上型振とう恒温槽

価格

パーソナルー11SO 
パーソナル-11EX 

ei~' 、水位(45mm)でのインキュベーションも安全.

・テンキー入力亡す「れた像作性.

・安心して連続運転できる給水ノスワレ付払

{自動給水可能}

・タイマー権能により、待ち時間なしで使用可能。
(EXタイプのみ)

パーソナルーl1SD
パーソナルーllEX

￥260.000 
￥280.000 

・表示価格は消寅税を含みません。

・価格有効期間:1991年9月30日

耐熱プラフード(別売)使用例

ヲイテ~~検式会位
TSC本部

〒343埼玉県越谷市西方上手2693-1
ml489(88)8361 FAX 0489(88)8362 

特犠TSC. tr0489 (回)3267刊 FAXω89(鈎)8350 北陸TSC 宮0764(22)4綿41ft)FAX0764(91)46∞ 
筑波TSC 官官298(52)3481附 FAX0298(52)8822 名古屋TSC. ft052(鈴5)7飴創世 FAX052(895)7869

庫二TSC. tr0489 (鴎}侭47側 FAXω89(88)お50 大阪TSC. ft 06(370)92∞刊 FAX06(370)93∞ 
東京TSC. ft 03(861)2151附 FAX03(邸1)21筋広島TSC. ftω2(291辺白幽申 FAX偲2(お5)6947

神豪JIITSC. ft045(拙 )47日1何 FAX045(捌 )47例九州TSC. ft092(臨 )1341附 FAX即 (662)1283



ご専門はバイオサイエンスですか?

グが毎月1冊デスクサイドlこCABSを

固園
圏直

CURRENT AWARENESS 
IN BIOLOGICAL SCIENCES 

*見やすいフォーマット

*スピーディー怠渇蛾

*網羅性

合クロスリファレンスガ可能

合的確な分類

*著者の住所も明記

*文献番号によるコピーの発
注ガ可能

CABSは次の12シリーズに分かれています.....

Current Advances in Cell & 
Developmental Biology 

Current Advances in Physiology 

Current Advances in Genetics & 
時'IolecularBiology 

Current Advances in Immunology 

Current Advances in Ecological & 
Environmental Sciences 

Current Advances in Biochemistry 

Current Advances in Microbiology 

Current Advances in Neuroscience 

Current Advances in Plant Science 
。今ミ¥

得運多ば
Current Advances in Cancer Research 

Current Advances in Pharmacology & 
Toxicology 

1991年各シリーズ年間12冊

個人購読価格

Current Advances in Clinical Chemistry JUST DM  110.00 

経写
ご照会先:

パーガモン・プレス東京連絡事務所
干160東京都新宿区西新宿1-7-1松岡セントラルヒソレ8階

電信 (03)342-7535 FAX: (03)342-7028 

個人間続価格て'のこ:a:宜的場合は，直嬢裏園オックスフォードの
パーガモン本社あて前金払いにてこ・，主主下さい

Pergamon Press. plc 



胞工学 圃国軍司E・E・1::11・・・・・E圃=I~['酎圃E・IIft";・・~'I.1・E・.~[・E・e・.':1:..

1991年3月10日発売定価1030円送料260円

監修/古谷雅樹

序光環境情報による細胞機能調節の意義とフィトクロムの役割 古谷雅樹(理研・ FRP)

1 .フィトクロムの分子フコフミリー 古谷雅樹(理研・ FRP)
2. 1型フィトクロム二量体分子の4次構造モデル 中迫雅由(東京大・薬)

3.フィトクロムI遺伝子発現の光司逆的調節 富津健一(理研・ FRP)

4.フィトクロムのシグナル伝達系 長谷あきら(理研・ FRP)
5.フィトクロムにより光誘導される遺伝子群の発現調節機構 米田好文(東京大・ 遺伝子)

6.フィトクロムと光合成系の協働による原形質流動の謂節 永井玲子(大阪大・教養)

Trend Now レーザー式セルフ'口セッサによる遺伝子導入 服部一三(名古屋大・農)

実験講座 非政射性プローブによる雑種の横定 本田秀夫(名古屋大・農)

Technical Noteハイドロキシ戸パタイトクロマトグラフィーの原理と応用
川崎 力(樹高研・バイオサイエンス研)

図解セミナー植物組織細胞培養再入門③ 培地の育機成分 谷本静史(佐賀大・農) •• ・調掴特集)
.樋物細胞工学は'90 Vol.2 NO.5 特集「値物の自家不利合住J[監修/日向康吉]

NO.6 特集「植物病理の分子生物学J[監修/古君事 巌]
'91 Vol.3 No.1 特集 「イネ育種の分子的基盤J[監修/木下俊郎1

奇普段月刊月発売です一一..
年間予約受問中/

.靖UI特集) 年6回〈稿用〉発行

'91 Vol.3 NO.3特集「生体防御の分子後備J[監修/旭正]
年間予約購読料 6780円〈送料込)

NO.4 特集「栄獲ストレスの代節制御J[監修/茅野充男]

仰秀潤社
干108東京都港区白金台3-19-1(第31興和ピル〉
TEし03-3440-6371FAX.03-抑制-4092振笥 東京3-7875

箇文作成のパートナー、

WORDSTAR。いま、Jトジョン6.。ヘ。
より豊かな編集レイアウトを実現します。
.スケーラフ.ルフォントの対応。 PostScriptプリン?なと・のスケーラブルフォントが使用てき、文字サイズを自由に選択て甘すL

.ページ・プレビュー機能の充実。入力した文章のレイアウトト度に画面表示可能。特定部分の鉱大表示もでき拭

.プルダウン・メニューの採用o初めてこ・使用になる方て・も、プルダウン・メニューを“point&凶∞se"するだけで簡単に操作できますL

Eシンボル・セットが可能。接続したプリン夕方f持つフォン卜を編集中に画面表示。ページ・プレヒ.ユ一機能て・確認できま主
.スペリング・チェック10万語・シソーラス(同義語辞書)悶語・対応機種NEC陀蜘シリーズ(日制凶除<l |器製思l
パージョン・アップ・サービス実施中/ 現行のWORDSTARユーザの皆様にはパージョン6.0へのパージョン・

アップ・サービスを実施中て・れ
.パージョン・アップ価格 15，450門 (税込み)(WS5.0よりの場合) こ・希望の方は案内書・申込用紙を弊社宛にご請求(ださい。

WORDS ⑥ 

-責軒町湖、刷い合わせは右紙蛸・腕元ワードスター・ジl'Jtン相会社 本析107車京都港E南青山川15青山灼-t')"T1ング7Ft(閃)3423-4叩J(ttlit;tHt(03)附 71



An慣習n <研究用試薬〉

一 ノーザン法より 10倍も感度が高い

Ribonuclease Protection Assay Kit 
RPA™キット

〔特長〕

-微量の RNAの検出・定量ができます。

Ribonuclease Protection Assayは，非常に感度の

高い RNAの検出・定量法です。ノーザンプロットより

も10倍以上感度が高し放射活性の高いプロープを用

いれば 100fgの RNAでも検出できます。
・部分的に分解している RNAでも検出可能です。

キ ソトにはテスト済みの試薬 120回分，ポジティブ

コント ロールプロープ作製用の線状DNAテン プレー

ト.ポジティブRNAコントロール，およびプロトコル

が含まれています。

・分析感度が高いので¥ 微量の転写産物がpolyA選

択なしで検出できます。

メーカー
園岳 縁

F 

世陸軍事
商品番号

方法

ノ

品

・転写の開始および終了部位の--:;>'， ピングに用いられ

ます。

・ミスマンチ変異が検出できます。

「百J:!量の7 ウス肝全RNAをノーザンプロソトおよびRPAキ γ
トを用いて分析した。プロープには7 ウスのβアクチン転写産物

の 250;;( '7レオチド領域に相補的な"P付はoll:RNAを111'、た。
ノーザ/ブロノトは 64時間，RPAゲルは 6.4時間パ、ずれ t，t曽

J必スクリ シを111'、て!必たした内

名 包.
価格

(￥) 

メーカー
術品
コード

A I C AI-0014-00 41>努 RPA™ KIT 120凶分。 lキyト 55，000 ': 1400'ゑ

|妻子1iii':E)ii~) 
フナコシ株式会社

〒113東京都文京区本郷2-9-7ユピテル・ユニビルディング
営業業務部・研究試薬部・研究機銭都宮03-5684-1616(代表)・研究開発部技術情報課ft03-5684-1620 (代表)



確かな品質優れた試薬を世界から。

宣言曾

rコスモパイオニュース」
1990 Sept. Vo1.3， No.1 

※ご希望の方は、弊社またはお近くの弊社商

品取扱庖へこ'請求下さい。

弊社総合力タロクiNo.7 1989-91年版
(平成元年11月21日発行)

A4・1200頁

-お手元にない方は、併せてご請求下さい。

只舎配布中
A4・162頁

CONTENTS 
A免疫研究用試薬
モノクローナル抗体、特殊抗血清

精製抗原、レクチン

B遺伝子工学研究用試薬
非放射性核酸検出システム

in Situ八イブリダイゼーシヨンシステム

mRNA分雌用キット、DNAプローブ

C組織培養研究用試薬
リンホカイン・サイトカインOL-I-8他)
成畏因子及びレセプター

D電気泳動研究用試薬
ブロティンゲルミックス™ 10 
マラソンゲルミックス™ 4 

Eその他、バイオ研究用試薬
槍類、ホルモン・ペプチド

ヒトIgGサブクラス測定キット

F臨床検査用試薬
割高血検査用試薬

免疫組織化学用染色キット

Gバイオ研究用機器
細胞・遺伝子爆作、分厳・精製、

指襲、計測、実験補助用機器

信頼をお届けする函コスモ・バイオ株式会祖
〒103東京都中央区日本橋本町4一13-5(第20中央ビル 2階)

電話 03(663)0723~FAX.03(663)0725
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超高感度瞬間マルチ測光システム

~[MJ(UJ~ロ7000シリーズ

原子分子内・分子閏光化学反応を

5ナノ秒からの時間分解スペクトルでキャッチ

本装置、、IMUC(アイマック)"は、瞬間マルチ測光システ

ム (MCPD)で長年箔ってきたフォトダイオードアレイ
による高速化技術にイメージインテンシファイヤ (IIT) 

による高感度化妓術を機能的にプラス一一光スペクトル

測定は、さまざまな物質(分子・原子レベル)のキャラク

タリゼーション、メカニズムの解明の情報源として知ら

れています。特に、微弱光スペクトルは物質中に含まれ

ている情報の分析、他出等の解析に役立ちます。

IMUC-7000シリーズは、微弱光スペクトル、時間分解ス
ペクトル追跡に確かな情報を提供します。

一ゴ一回

』日トー

鼠科ゴニ~ラックス

-プラズマ化学反応の時間分解への応用
惨応用分野

・超薄膜(LB膜等)

有機機能性薄膜

・偏光・変角測定

・顕微分光測定

試料。藁気ストロンチユーム(Sr)

励起光覇 460. 7nmJ(J~ス色畢レーザー

反応チャンパ Sr+Ar 

[ι 

-フォトJレミネッセンス
・光化学反応測定

・レーザー誘起蛍光測定

惨主な仕織

・ゲーテイング機能の追加により超高速測定可能。

・IITによる微弱光測定要素を本体に凝集。
・光量・冷却等のセルフチェック機能を内歳。

・紫外から近赤外主主(220-900nm)の波長範囲における
発光系、透過・反射系を測定可能。

大場電子練武会社

-本社守研究所・3幡宮蝿所 〒573枝方市招提国近3T自民同 TEU07初)昏-85!却関 FAX.(0720) 55-8557 
・.京官官織所〒192 聴取郵八王子市車問1-6蝿完LK~レ2F花L.(例26)44-4951拘 FAX. (倒26)制4鈴1
・名古屋曾蟻隣引ω11知県名古a市中区克m内2T目17-12!EUα泥沼詑-532刻 FAX.(限定)忽2-5辺自

丸の内エステートピル7F
・筑産出頭所〒筑J5衰輔県つくば市竹・1丁目6-1 TEU由民削除5711拘 FAX.(使96)骨 1934

τKぱ三持ピルディンヲ14F



-現代植物生理学〔全5巻〕
第3巻生長と分化柴岡弘郎編

刊行開始

好評発売中
定価 3502円

植物の生長生理と生活環制御のメカニズムの最新の研究成果を図表を豊富に用いてわかり易〈解説

〔続刊〕

第 1巻 光 合 成 宮地重遠編第 2巻 代 射 宮地重遠編

第4巻 環 境 応答 新免輝男編 第 5巻 物質の鶴送と貯蔵 茅野充男編

植物パイオテクノロジ一事典甥133脅
専門家には座右の書として，また経験のない人でもすぐ実験が始められる ように約250項目の50音
順配列とし，全体の傭轍図も付けた真に役立つ総合事典。付録・索号|が充実。

生物学ハンドブック植物組織培養の技術

B朝倉書眉E42嘉間位、

豊かな収穫カ涜占えてくる。
⑧⑧⑨⑧⑧  

醤~・Eって12由三多をのa・

健苗育成は良質米生産の第一歩

ヲチti~dIc::::l~初期l

ヲチ向島，dIc::::l ~j御l

ヲチ拘bZJ;葎剤

⑧E詫穂訳書姐



環境を科学するシステムプランナー ⑤日宜;錦

パイオテクノロジー時代の植物増殖法
ホキ且織・細胞培養"~こ、目 立冷熱はトタノレシステムでお応、えします。

実験・研究用から、大量生震システムまで、あらゆる目的・規模に応じた
設備を実現します。

-クリーンルーム、エアシャワ一、高性能フィルタ付エアーコンディショナ

一、クリーンベンチなど、最先端の環境制御機器・クリーンエアー設備が、

組織・細胞培養に不可欠な無菌環境を実現します。

・低温インキュベー夕、インキュベータシェー力、超低温フリーザ、冷蔵庫

などによる高精度の混度制御、あるいは湿度制御により、培養に荷車の環境

を保ちます。

・熱エネルギーを効率よく回収利用する、最新の空調設備や環境制御装置に

よる省エネルギーシステム。経済性にもすぐれています。

・停電対策として非常電源装置が組みこめるなど、各種のセフティシステム

を備えています。

日宜植物|組錨・細胞|培養設備

目立冷熱株式会社
干101東京都千代田区神田須田町一丁目23番地2(大木須田町ビル) ・お問い合わせは下記へ
北海道支l占(011)231-5301・東北支庖(022)266-1321・第一営業本部(03)255-7169・

第二営業本部(03)255-7171・施設営業本部(03)255-7231・北陸支庖(0764)25-1551・
中部支1;5(052) 251-0371・関西支底(06)531-9221・中国支街(082)221-4391・阿国支前(0878)33-8701・
九州支庖(092)561-4851



Nikon 

磨3抜かれた機能と、卓越した操作性。
独自の新性能で、高度化・多様化するニーズに応えます。

-ォブチフォト X2シυーズ
党券信鎗はもちろん、録作性、デザインとすべてに娠しLロンセブトを持

った創闘舵弘光量脱盤は12Vl00woリI.r-レンズを除去したシンプル
蹴鞠に却、さまざま繍臓でシャープ繍織を再現します'0t: 

hソフト事院が.援の大量アールストや包.ストッ'/t、対物レンズをア

ーム・に自伝叙M1'lI1J哩インナ吋J勅-It奄制緩m.システムアップ
による禽痩盤~・えています.

制鰍Z35，
輔 A山由圃幽由一.1 .. 鱒千代蝿駒暢制御ピル)(OI)I!IB・11I!4
嬬鎗崎叫畑市中央区細島11剖{倒励，)(脚部・澗倫理。
・倉知タ事組凱制点曹.ご稼働枕崎枇鍋舗と-.0.>う締役-

・眠常時
舗働蜘翻帽闘嶋S
省・・zコシ-・笹山価1・割編機:tIU:1I幾.. ・1噌曹ぽ晶ピル…・畑11)7.時醐1.... 1'it1f'l'イまシス-"輯聖・世俗爾京-富沢同4閤・・・・・…....……継車胸躍トI国担

……・・………"""(03)81静苅鴎

・"""僧ie>1IIil-fi沼1

…一"・・ω151781・11鴻

園ラポフォト Y2シリーズ
机上スペースをとらなLロンパクト霞齢、シンプルで撮作性の高L欄闘

です.光源光量蝿V却WDυい-vンズを撤去し、さ邸調本の諸説や
マーキングをい時311.防御盤インナーレ柑ItJt~旭アームレ
スt--.，，"ートフ.，..トスイ':/チ繍績採用.光学憾の向上により、鮮明繍

・・が縛otl..111-チンの検郵こも適しています.また、システムアツ決こ

より広鑓趨怠揚鰻カ可飽です.



きれ....'/1:このし....'/すこ'い/おもしろい/

バイオテタノロジ一、染料、新素材、合成樹指・..

私たちは、暮らしてえ産業で、世界で、

いろんな感動を呼ぶ化学でありたい。

住友化学

感

ケ

Jレ



117年におよぶ研究と開発於これまでになし、理想の顕微鏡光学系を誕生させました

ヵ→レツアイス社の
ICS光学系

ICS光学系(InfinityColor-corrected System)は、新た

に計算された、無限遠焦点による高度な収差補正を実現した、

一 歩進んだ対物レンズ、シリーズです。 ICS光学系により、

新しし、ツアイス顕微鏡は、妥協のない理想のシステムとなり

ました。光糠から対物レンス、や接眼レンズ、、またカメラシス

テムまで;すべてが完全に調和します二これ於 ICS光学系

と他の光学系との根本的な違いでーにこれまで、経験したこと

のない、高品質像を提供します。ツアイス顕微鏡の新しし、光学

系は、設計、素材ともに最先端テクノロジーを具現していますL

カールツアイス株式会社顕微鏡課器ammt官民間xぷaztj官11Fnz:???:J!?;JfgE:玄関ぷ:協議
AD889-0S0PD 



細胞の大部分を占める付着性細胞は、血球のよ

うな浮波性細胞の場合と異なりフローサイトメー

ターによる解析・分取に適さない多くの問題点を

抱えていました。そこで日科機では、付着性細胞

を培養している状態で各種の蛍光解析・経時変

化の測定や細胞選別を行なえる、レーザーサイト

メーター ACAS570 (Adherent Cell Analysis 

and Sorting)を新たにラインナップに加え、あら

ゆる細胞の研究や診断に、トータルシステムで対 ..  

応します 。...".
免疫サンプIIAヨ脚蹴趨

Q-PREP 

付着性細胞自醐 斬 ・分取滋賀

ACAS 570 lr-'If-サイトメサー
付着性細胞の定量解析や選別が、レーザー光・蛍光分

析により実現。単一細胞レベルで、細胞の構造・機能・応

答解析などが可能な画期的機能を有します。

・異種付着細胞集団から目的細胞をダイレ7ゆ麟可能。

・細胞問コミュニケーションなど、生細胞の動的パラメー

ター解析が可能。

.蛍光退色を最小限に抑えた高感度定量介析が可能。

*ACAS 5701~米国メリディアン社の製品て'す.

外部データ解帯穣置(リモート・ワークステーション}

聞α)@EUTE ST AND ALONE 
EPICS<IDELlTEと同じデ-'1解析装置制重用し、同機の
解析やデータ転送などのヰットワークが構築て・きます.

・2種類のセjレサイクルを宮むサンプル解析及び10種類

以上の解析方法力沼田R可能なMultiCycleソフトウエア。
・3次元立体、等高線、重ね描きなどのグラフィッ?ス表示

か可能なCytoLogicソフトウエア。
事ネyトワークシステムは近日発売予定。(オプyヨン)

システム.14図
付珊性紐胞自附朝斬肝

ACAS 570 
t 
‘ 1湾草排性緬艶自E麟析

E問'C~ELlTE 
:-1 
".:'~ ~ 

I 
DNAサンプn剖繭醐遡

DNA-PREP 

w

u

F

』

E

E汀
一一
…免震サンプル自酌聞製装置Q-PREP 
フローサイトメー?ー用のサンプ

ル処理伝わずか90秒で自動

処理できます。

・同一条件での調製を実現。

.細胞ロスもほとんどなく、パイ

オハザート対策も万全。

DNAサンプル自働調製装置

DNA-PREP 
DNA染色を、わずか30秒で自

動処理できます.

.同一条件下での調製が可能

なため、誤差は最小限。

.オペレーターがサンプルに触

れる危険性を大幅に低減。

|咽|
サンプル温度測定詰置

似JLT回 α)lJ~剖+ロ弱
0.4~300μm と幅広い組子サイズを精密濁定.一秒間iこ5000

個以上の粒子計数及ぴサイズ測定を、 l サンプルあたり 1 5~90

秒て・行なえる256チャンヰルの粒子アナライザーです。

志社ノ東京節子fta&-醤町22-1(醤朝食ントラルピJ叫 Ou3(264)8192・102 東京曾.-wE1II(JSIラボラトリー}旬。3(686)8810
・・・ 札嶋包口11(271 )1935 ・同Oul96(24)5867 仙台 旬。22(263)0991 文書旬。48(647)1 390 ・漢曾045(473)6271

繰式会社目 亙忌語審 各省.酎52(932)1971 ・沢 町 762(91)6534 大医 向 。開1回 1 京侮岡市(322)6312 広・岡田(2臼 )1田 2
・・・ ..... . ... 面 高総O0878(65)1 001 松山 由0899(23) 5250 ・同O092(441)8187 聞醐O(31877)8111 献珂Ou462(28)8232

浮瀞性細胞自動解析・分思議置

E問cs⑮E町E羽寸イトメトリー・システム
世界初ヒ.デオアシストソーティング採用.高感度フローセ

ルによる小型空冷レーザーを搭載したセル‘ノーターて・す.

・分取速度40000側担/秒のハイパー‘ノーティングを実現。

・9パラメーター解析&岳種ソーティングが可能。

・光純揖聾の簡易化を実現。マルチレーザーベンチ採用。

淳潜性組胞自動解析穫量

E問cs⑮PROALE][フローサイトメーター
表面マーカー骨折、DNA解析、網赤血路測定、血小板介

析など、寄種アプリケーションのすべてに適合します.

.60検体/時のマルチタスク高速処狸機能。(印字を宮む)



TOMY SSオートクレーブ

1かんたんデジタル
面倒な操作はありません

lデジタルセーフテイ
誤操作防止、安全優先設計

lデ刈温度コントロール
理想の広域高精度温度管理

l前面メンテナンス
お手入れは本体前面から

lSM5:6M3C容量22.Q
88-325: 60-132'C、容量53.Q

BECI<MAN 

* * 

肱~~祉・ト三一鯛工

本社 03(976)3111

仙台 022(273)5033

つくば 0298(38)0811 

神奈川 0462(48)5101 

大阪 06(305)3333

事Imaginethe Future 
* 

ベックマンは科学機器業界をリードする

Global Compαnyです。
未来の鍵をにぎるライフサイエンス、いまべ、ツク

マンはそのT頁点にあります。つねに先端技術の集

約とオリジナリティあふれる創意工夫、そしてたゆま

ざる努力のすぺては、人類のあしたに向けて、科

学技術の進歩と生命の根源にせまるあゆみをつ

づけていきますb

ベックマン株式会社
本社 干102車京都千代田区三番町 6番地 n(03)22ト58311ft1

elL慢曾(011)1/1-5761刊・仙古宮(011)1臼 71・制官・つ(It官(0198)5/-664朗唱・名古屋官(05/)971-4381柑・大臣官(曲)/03-/8/1閥・広島官(08/)/41・7811柑・福岡宮(09/)/71-096甜申



ヤクルトが日本はもとより、アメリカ、ヨーロツノfなど世界各地に送り出しLいる試

薬用酵素は、各種細胞の分離、プロトプラスト調製および細胞融合等に広〈

使用されています。そして、バイオテクノロジ一分野で未来への可能性を追求

している世界中の数多くの研究者、科学者のお役に立ってし、ます。

植物プロトプラスト調製用 セルラーゼ‘オノズカ。R-l0・RS

植物細胞単離用 マセロチーム4llR-l0・R-200

粗飼料介析用 セルラーゼ‘オノズカ砂R-1500・FA

真菌類ブロトプラスト調製用 ファンセラーゼ⑮

動物細胞介離分散用 コラゲナーゼ「ヤクルト」

.ヤクルトの酵素試薬サンプル、資料等のご請求は、下記までお気軽にご連絡ください。

製造元株式会社ヤクルト本社
総発売元ヤクルト薬品工業株式会社
干105東京都港区東新橋1-1-19ft03(574)6766(直通)



代 理 庖

体制島津製作所 日本電子科学側

島津理化器械鮒 日 本碍子側

タバイエスペック側 スガ試験機側

東亜電波工業側 (械工ステック

京都科学標本側 松沢精機側

岩崎通信機鮒 側
、、
、ソ ト ヨ、、、

ア ン ツ鮒 丸本工業体制

東京理化器材側 日 置電機側

新安山株式奮荒土
本 社/岡山市兵団 3番 33号(干700)

電話(0862)2 4 -3 2 3 1 (代表)
水島営業所/倉敷市神田 1丁目 2番 12号(干712)

電話 (0864)4 6 -2 4 1 1 (代表)
福山営業所/福山市道三町 1番 6号(干720)

電話(0849)2 6 -397 8 (代表)



三光純薬(掬

富士レビオ(株)

ダイナボツト(棚

田本テクニコン側

パクスター(株)

極東製薬工業(欄

(槻巴科機

日本ベクトン・デイツキンソン側

側力イノス

生化学工業(欄

コスモバイオ(掬

ダコ・ジャパン(株)

宝酒造(掬

べーリンガーマンハイム東宝欄

乾商事(株)

日本戸ルコール販売(掬

フナコシ薬昂(欄

(株)ダイアヤトロン

オーソダイアグノスティックシステムズ
石津製薬(欄

岩井化学薬昂(鮒

ファルマシ戸(欄

MBし(株)医学生物学研究所

東亜医用電子(掬

日本クレ戸(掬

(欄シノテスト

武藤化学薬昂(欄

日本商事(株)

第一化学薬昂(欄

大塚製薬(欄大塚戸ツセイ研究所

べーリンガーマンハイム山之内側

クリーンケミカル(欄

栄研器材側

東京化成販売側

体外診断用医薬品，

洗剤，実験動物及び飼料，

一般試薬

ME機器

岡山県代理屈及び特約后

高塚薬品株式会社
岡山市国体町 1番 13号
電話 (0862)5 2 -5 2 2 1 
FAX (0862) 5 2 -5 2 2 4 



長三 川西医科器機株式会社日本 社 干700岡山市今 1丁目 4 - 3 1 T E L (0862)4ト1112FAX (偲62)4ト5943

口広島営難所 干730広島市中区富士見町9-8(松田ビル3F) T E L (082)246-4506 FAX (082)245-1348 

口高松営難所 〒761高松市西ハゼ町 27 7番 1号 TE L (0878)67-8777 FAX (0878)67お44

口松江営雛所 干690松江市西嫁島 3丁目 1- 6 T E L (0852)25-5051 FAX (0852)27-4691 

※各種分析機器，理化学機器，バイオテクノ口ジ一機器の御用命は

是非御相談下さいませ。

創業大正十年



「一一一一一一一一一一一一 一一一 一一←一一「一一一一一一

l smmTmSYSTEM |米国 SOILMO路町E社製

太陽エネルギ一多点点、測定システム l PLANT WATER STATUS CONS0IL」E
受光器の S剖U山N州|酬O側N川件Cト山←

場所に数多く仁、週、月、 1/4年、， 1:年年と任意の期問放置して、 | 本器は、小型高圧タンクイ寸きで、携帯用に設計されており、研
べ←スに持ち帰り読取器 M700に接続して MJ/m2又は 究室から屋外まで使用できます。 40BAR，80BARの 2種類カ、

あり、セ、ノ卜アッフ。も簡単です。 他に土壌用水ポテンシャル測

定器もあります。

Kwh/m2の単位で投射量を読み出しますの
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西独 HEINヌWALZ社製
CHLOROPHYLL FLUORESCENCE MEASURING SYSTEM 

変調盤光測定システム PAM 

E盟・一ー
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英国 HANSATECH社製

ガス交換法による情報を補足し、緑植

物の光合成情報が得られます。 急

速な初期反応の研究から、恒常的な

電子転送率の種々の測定が可能です。

育成中の葉はもちろん、 キュベットの

使用によりク口口プラスト等の測定も

出来ます 3 また、P700の測定や閃光

後の弛緩動態測定用アクセサリーで

幅広い応用が可能です。

MODULATED FLUORESCENCE SYSTEM OXYGEN AND FLUORESCENCE MEASURING SYSTEM 

変調盛光測定システム MFM8・11• 8fT 光合成酸素・盤光反応システム

官.~:tJ
hよlZ177

4乙こ~I

-噂
-暗処理の必要なく、迅速に環境ストレス診断や PS11 

の Qの状態を推定出来ます。

・酸素電極に接続し、同時測定も可能です

.飽和パルス光による Qの酸化動態測定

• P700の測定 ・野外携帯型

-酸素電極法による光合成の測定

夜相、ガス相型酸素電極

-蛍光と酸素の同時測定が可能

.最大光合成、暗呼吸の測定

町器齢)~ムム 植詰蓋商株式会社 〈沼澗測附叩叩lリ附此附l此此刷刷光叱刑畑;浪澗R問問|
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植 物組織培養用試薬

仁監ボーグB旦曲面富合瞳〕12用X20
ムラシゲースクーグ培地用混合軍顛l1D.用X20

日本製薬製

日本製薬製 A社製 B社製

(ムラシゲ・スターグ培地処方)

寒天植物培地用 l

-培養目的にJie¥じて、糖、アミノ酸、ゼタミン類、

生長調整剤、寒天等在添加して使用

{ガンポーグ85培地用混合議類〉

%f栽培ライムギ(Prolific)未熟経由華カルス
おト 九 17.7 宇都S旬、n二 10)

15 

10 

5 

。
院本製薬製 自家調製

(ガンホーグ85培地処方)

(^~J:':'/二I 立大! 子音cーて先とと L~ ~其 l

ゲランガム 植物組織培地用 | 
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